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1.  はじめに 

当社はこれまで、「新潟県中越沖地震を受けた柏崎刈羽原子力発電所の設備の健

全性に係る点検・評価計画について（経済産業省 平成 19・11・06 原院第 2 号 平

成 19 年 11 月 9 日）」を受け、新潟県中越沖地震（以下、「本地震」という）後の特

別な保全計画として、「柏崎刈羽原子力発電所 5 号機 新潟県中越沖地震後の設備

健全性に係る点検・評価計画書」（以下、「点検・評価計画書」という）を定め、原

子炉の蒸気発生前までに健全性確認ができる設備、系統を対象に点検、および評価

を実施してきた。 

本報告書は、点検・評価計画書に定められた対象設備における設備点検、地震応

答解析および系統機能試験が終了し、設備健全性の評価を実施したことから、これ

らの結果について取り纏めたものである。 
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2.  地震の概要 

2.1  新潟県中越沖地震の概要 

平成 19 年 7 月 16 日午前 10 時 13 分頃、新潟県中越沖において、大きな地震が

発生し、新潟県と長野県で最大震度 6 強を観測した他、北陸地方を中心に東北地

方から近畿・中国地方にかけて広い範囲で地震動が観測された。気象庁発表（平

成 19 年 7 月 地震・火山月報（防災編））によれば、マグニチュードは 6.8、震

源の深さは 17km であり、震央距離 16km、震源距離約 23km に位置していた柏崎

刈羽原子力発電所は地震発生により大きな地震動を受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.1.1 平成 19 年新潟県中越沖地震の震央と柏崎刈羽原子力発電所の位置 

 
2.2  柏崎刈羽原子力発電所での観測結果 

柏崎刈羽原子力発電所の地震計の配置図を図-2.2.1 に示す。各号機の原子炉建

屋基礎版上の加速度時刻歴波形（東西方向）を図-2.2.2 に示す。 

全号機で顕著なパルス波が発生しており、特に荒浜側（1～4 号機）で時刻歴波

形の後半に大振幅のパルスが見られる。一方、大湊側（5～7 号機）では時刻歴波

形後半に荒浜側のような大振幅のパルスは確認されていない。 

原子炉建屋基礎版上で観測された最大加速度および設計時の最大加速度応答
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値を表-2.2.1 に示す。原子炉建屋基礎版上での最大加速度の中で最大のものは、1

号機東西方向で 680gal である。なお、加速度波形については、記録の主要動を含

む 50 秒間を標記している。 
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図-2.2.1 柏崎刈羽原子力発電所における地震観測点の配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.2.2 原子炉建屋基礎版上で観測された加速度時刻歴波形（東西方向） 
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表-2.2.1 原子炉建屋基礎版上で観測された最大加速度と設計時の最大加速度応答値 
（単位：gal） 

南北※1 東西※1  上下※1 
観測値 

観測 設計※2 観測 設計※2 観測 設計※3 

1 号機 最下階（B5F） 311 274 680 273 408 （235）

2 号機 最下階（B5F） 304 167 606 167 282 （235）

3 号機 最下階（B5F） 308 192 384 193 311 （235）

4 号機 最下階（B5F） 310 193 492 194 337 （235）

5 号機 最下階（B4F） 277 249 442 254 205 （235）

6 号機 最下階（B3F） 271 263 322 263 488 （235）

7 号機 最下階（B3F） 267 263 356 263 355 （235）
※1 スクラム設定値：水平方向 120gal、上下方向 100 gal 
※2 設計時の基準地震動 S2（１号機は EL CENTRO 等）による応答値  
※3 上下方向については、(  )内の値を静的設計で用いている。 

 

2.3  5 号機での観測結果 

5 号機原子炉建屋の地震計の配置を図-2.3.1 に、基礎版上で観測された加速度

時刻歴波形を図-2.3.2 に示す。また、観測された記録に基づく加速度応答スペク

トルを、設計時の基準地震動 S2 に基づく床応答スペクトルと比較したものを図

-2.3.3 に示す。原子炉建屋基礎版上の最大加速度値は、設計時の基準地震動 S2 に

よる最大応答加速度 254gal に対し東西方向で 442gal であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.3.1 5 号機原子炉建屋地震計配置図（赤星部） 
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図-2.3.3 5 号機 原子炉建屋基礎版上の加速度応答スペクトル 
 

 

2.4  5 号機の状況 

地震発生当時、柏崎刈羽原子力発電所 5 号機は定期検査のため冷温停止中であ

った。定期検査末期のため、燃料は炉心に装荷され制御棒は全挿入していた。 

また、タービン本体の組込は完了していた。プラントは、地震波が到達した後

も冷温停止状態を維持した

図-2.3.1 の 5-R2 での計測波形 

図-2.3.2 5 号機 原子炉建屋基礎版上で観測された加速度時刻歴波形
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3.  本報告書の概要 

3.1  点検・評価に関する基本的な考え方 

本報告書は、個別の機器の設備点検および地震応答解析によって設備健全性評

価を行う「機器レベルの点検・評価」と、機器の組合せによる系統機能の健全性

評価を行う「系統レベルの点検・評価」で構成される。以下にそれぞれの基本的

な考え方を示す。 

 
3.1.1  機器レベルの点検・評価 

機器レベルの点検・評価とは、設備点検、地震応答解析による評価および両

者の結果を踏まえた設備健全性の総合評価をいう。 

設備点検では各設備の特徴に応じて各設備が受けた地震による影響を点検･

試験等によって確認し、地震応答解析では本地震の観測波に基づく各設備の解

析的な評価を実施した。 

設備点検は、各設備に共通的に実施する目視点検、作動試験等の基本点検お

よび基本点検の結果や地震応答解析結果等に応じて実施する分解点検、非破壊

試験等の追加点検からなる。 

 

点検・評価に関しては、以下の基本的な考え方に従った（図-3.1.1 参照）。 

① 原子炉安全上重要な設備※については、基本点検とあわせて地震応答

解析を実施し、さらに、基本点検において異常が確認された設備お

よび地震応答解析により裕度が比較的少ないと判断された設備につ

いては追加点検を実施する。 

② その他の設備については、設備点検を主体に実施し、基本点検にお

いて異常が確認された設備に対し追加点検を実施する。 

③ また、異常が確認されなかった設備に対しても、さらなる設備の健

全性の確保および知見拡充の観点から念のために、予め計画する追

加点検を実施する。 

④ 設備点検および地震応答解析による評価の両者の結果を踏まえ、設

備健全性の総合評価を行う。 
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※ 原子炉安全上重要な設備： 

重要度分類クラス 1 の設備および重要度分類クラス 2 の設備であって、耐震安全

上重要度が高い設備（耐震クラスが As、A のものおよびその他動的地震動による耐

震評価の対象としているもの）を指す。 

 

3.1.2  系統レベルの点検・評価 

系統レベルの点検・評価とは、系統レベルの健全性を確認する試験（以下、

「系統機能試験」という）および系統レベルの健全性の評価（以下、「系統健

全性の評価」という）をいう。 

系統機能試験では、系統の運転等によって、インターロック、警報の作動、

弁の作動、系統流量等の状況を確認し、系統健全性の評価では、系統機能試験

の結果から、系統全体の機能が正常に発揮されることを総合的に評価した。 

なお、系統機能試験は、試験に係わる設備の健全性が、機器レベルの点検・

評価によって確認された後に実施した（図-3.1.1 参照）。 
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図-3.1.1 点検・評価の全体フロー 
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※2：地震応答解析の結果、評価基準値を満足するものであっても、解析の妥当性を確認する

ため、必要に応じ追加点検を実施。 
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3.2  機器レベルの点検・評価結果の概要 

柏崎刈羽原子力発電所は設計基準地震動を上回る地震動を観測したため、設

備の健全性を確認する目的で、「点検・評価計画書」に基づき、機器レベルでの

点検・評価として、設備点検及び地震応答解析による評価を実施し、 

・ 設備点検では、点検対象総数 1,963 機器を抽出し、点検を行った結果、110

機器に異常（不適合）事象を確認した 

・ 地震応答解析では、原子炉冷却材再循環系配管及び支持構造物を除き、構

造強度評価（109／110 設備）および動的機能維持評価（45/45 設備）につ

いて、評価基準値を満足することを確認した 

・ なお、原子力安全・保安院の指示に従い、原子炉補機冷却水系配管に対し、

観測記録との差異を考慮した地震応答解析を実施した結果、算出値が評価

基準値を上回ることを確認した 

・ 原子炉冷却材再循環系配管及び支持構造物について、上記の原子炉補機冷

却水系配管における検討結果を踏まえ、再解析を実施した結果、算出値が

評価基準値を上回ることを確認した 

設備点検で異常が確認された設備については、設備点検と地震応答解析の結

果から、総合評価を実施し、地震に起因すると考えられる事象（33 機器）と、

地震に起因しないと考えられる事象（77 機器）に分類した。地震に起因すると

考えられる事象（33 機器）のうち、構造強度や機能維持へ影響を及ぼす可能性

のあるものは 11 機器であり、主タービンの内部構造物接触や主変圧器の内部部

品のずれ等の地震力による部品等のずれ、擦れ事象等であった。また、設備点

検で確認された異常（不適合）事象（110 機器）は、いずれも原子炉安全を阻

害する可能性はなく、部品の取替、補修、手入れ等により原形に復旧すること

で対応した。 

原子炉補機冷却水系配管については、原子力安全・保安院の指示に基づく追

加点検を実施し、異常がないことを確認したことから、解析の結果は裕度を有

していたものと考えられる。以上を総合的に評価し、当該配管及び支持構造物

は、設備健全性を満足するものと評価した。 

原子炉冷却材再循環系配管及び支持構造物については、地震応答解析の結果

に基づく追加点検を実施し、異常がないことを確認したことから、解析の結果
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は裕度を有していたものと考えられる。以上を総合的に評価し、当該配管及び

支持構造物は、設備健全性を満足するものと評価した。 

なお、点検と解析結果の差に対する検討として、 

・ 原子炉補機冷却水系配管については、地震応答解析の結果が、材料証明書

の値を下回ることを確認した 

・ 原子炉冷却材再循環系配管については、観測記録との差異を考慮した地震

応答解析の結果、算出値が材料証明書の値を下回ることを確認した 

・ 原子炉冷却材再循環系配管支持構造物については、既往の研究結果のデー

タに基づき求められた減衰定数（8%）を用いた地震応答解析を実施した

結果、算出値が評価基準値を下回ることを確認した 

 

3.3  系統レベルの点検・評価結果の概要 

系統機能試験については原子炉格納容器漏えい率試験、制御棒駆動系機能試験、

自動減圧系機能試験等、全 29 項目の試験を実施し、すべての試験において技術

基準を満足していることを確認した。また、地震の影響に特に注意する観点から、

地震前の試験結果との比較を行った結果、流量、温度、その他のパラメータに顕

著な差異は認められず、地震の影響を示す兆候は確認されなかった。 

従って、地震による系統機能への影響はなく、系統機能は正常に発揮されてい

るものと評価した。 



 11  

 

4.  機器レベル・系統レベルの点検・評価 

4.1  機器レベルの点検・評価 

4.1.1  設備点検 

4.1.1.1  対象設備 

対象設備は、電気事業法に基づく事業用電気工作物の工事計画書に記載の

あるすべての設備とした。耐震上考慮している支持構造物等については、工

事計画書に記載がないものも点検対象とした。 

上記の選定の結果、設備点検の対象設備として、1,963 機器（このうち原

子炉安全上重要な機器は 796 機器）を抽出した。 

なお、現在までに使用実績がなく、今後も使用の見込みがない設備※1、に

ついては、点検対象外とし、配管系等、類似設備や、同一設備が複数存在す

る場合は、代表設備や代表部位を選定して、点検を行うこととした。 

 

※ 1 固化設備等 
 

4.1.1.2  点検方法 

(1)  対象設備の分類 

各設備の種類、設置方法等により地震時に想定される損傷の形態が異なる

ことから、「原子力発電所耐震設計技術指針」(JEAG4601)における機種分類を

参考にして、対象設備を地震による機能・構造への影響が類似していると考

えられる機種に分類した（表-4.1.1 参照）。 
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表-4.1.1 点検対象設備分類一覧 
動的機器 静的機器 

21） 原子炉圧力容器および付属機器 
22） 炉内構造物 
23） 配管 
24） 燃料ラック類 
25） 熱交換器 
26） 復水器、給水加熱器、湿分分離

器 
27） プールライニング 
28） 変圧器 
29） 蓄電池 
30） 遮断器 
31） 計器、継電器、調整器、検出器、

変換器 
32） 原子炉格納容器および付属機器 
33） アキュムレータ 
34） ろ過脱塩器 
35） ストレーナ／フィルタ 
36） 空気抽出器 
37） 除湿塔 
38） タンク 
39） 計装ラック 
40） 制御盤・電源盤 
41） 空調ダクト※ 
42） 燃料体（燃料集合体およびチャ

ンネルボックス） 
43） 再結合装置 
44） 電気ヒータ 
45） ボイラ 
46） 特殊フィルタ 
47） 焼却装置 
 

支持構造物等 

1）  立形ポンプ 
2）  横形ポンプ 
3）  往復動式ポンプ 
4）  ポンプ駆動用タービン 
5）  電動機 
6）  ファン 
7）  冷凍機※ 
8）  空気圧縮機 
9）  弁 
10） ダンパ※ 
11） 非常用ディーゼル発電機 
12） 制御棒 
13） 制御棒駆動機構 
14） 主タービン 
15） 発電機 
16） 再循環ポンプ 
17） 燃料取替機 
18） クレーン 
19） Ｍ－Ｇセット流体継手 
20） 固化装置注 

48） 基礎ボルト 
49） 支持構造物 

※ 対象機器なし 

注 固化装置は現在までに使用実績がなく、今後も使用の見込みがないことから点検対象外とする。 

 
 



 13  

(2)  各機種の点検方法 

設備点検では、設備の特性に応じて分類した各機種の構造を考慮し、地震

による設備の損傷形態を整理した上で、以下の「a.動的機器」、「b.静的機器」、

「c.支持構造物等」に例示するように、それぞれの損傷形態に適した点検方法

を選定した。整理した損傷形態のうち、特に地震力による影響を受けやすい

と考えられるものを「発生の可能性が高いと想定されるもの」とし、それが

検出可能な点検方法を策定した（添付資料-1-1 参照）。各設備の点検にあたっ

ては、これら点検方法をもとに要領書等を定めて実施した。 

なお、埋設された機器や狭隘部に設置された一部の機器（9 機種 18 部位）

には、目視点検が困難な箇所があることから、周辺部位の目視点検、漏えい

試験等の代替点検、あるいは地震応答解析によって、健全性確認を実施する

よう計画した（「4.1.1.3 各機種の設備点検結果」参照）。 

 

a.  動的機器 

動的機器は、立形ポンプ、ファン等の機器であり、回転機能および水力性

能等が要求されている。 

地震力によるこれら機能の喪失要因としては、軸受、ロータなど各部材の

損傷、変形が想定される。これらの損傷の検出には、外観による目視点検や

作動試験が有効と考えられるため、基本点検として目視点検等を計画し、さ

らに、基本点検により異常が確認された場合には、分解点検等の追加点検を

計画した。 

① 基本点検：目視点検、作動試験、漏えい試験 等 

② 追加点検：分解点検 等 

なお、作動試験等の実施にあたっては、定期事業者検査等における作動試

験の判定基準を用いることを基本としたが、診断技術の活用※、過去複数回の

作動試験時の記録（地震前データ）との比較も可能な範囲で実施するよう計

画した。 

 
※ 診断技術の活用にあたっては、「原子力発電所の設備診断に関する技術指針－

回転機械振動診断技術」(JEAG4221-2007)を参考に振動診断（振動速度値の管

理と異常な振動周波数の有無）を実施し、設備の状態を評価した。 
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b.  静的機器 

静的機器は、配管、熱交換器等の機器であり、内部に流体を保持する機能、

送水機能等が要求されている。また、制御盤、電源盤、計器等の電気・計装

設備に対しては検出、伝達、制御等の機能が要求されている。 

地震力によるこれら機能の喪失要因としては、各部材の変形、割れ、断線

等の損傷が想定される。これらの損傷の検出には、外観による目視点検や漏

えい試験等が有効と考えられるため、基本点検として目視点検、漏えい試験

を主体として計画した。なお、復水器等、プラント運転状態が負圧となる設

備については、真空上昇操作を実施し、インリーク試験による漏えい確認を

計画した。さらに、基本点検により異常が確認された場合には、非破壊試験、

分解点検等、追加点検を計画した。 

① 基本点検：目視点検、漏えい試験、ループ試験 等 

② 追加点検：非破壊試験、分解点検 等 

 
c.  支持構造物等 

支持構造物は、各機種に共通であり、地震力による影響を受けやすいと考

えられることから、機器本体とは別に損傷形態および点検方法について検討

を行った。 

耐震上考慮している支持構造物は、主に機器基礎部、支持脚、静的レスト

レイント、動的レストレイント等から構成され、これらには、機器の支持機

能等が要求されている。 

地震力による機能の喪失要因としては、支持構造物本体の変形やコンクリ

ート定着部の損傷（基礎ボルトの損傷、コンクリートの割れ）等が想定され、

これら損傷の検出には、当該部および周辺コンクリート部に対する目視点検

等が有効と考えられるため、基本点検として目視点検等を計画し、さらに、

基本点検により異常が確認された場合には、基礎ボルトの非破壊試験等、追

加点検を計画した。 

① 基本点検：目視点検、打診試験 

② 追加点検：非破壊試験、低速走行試験 等 
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(3)  予め計画する追加点検 

基本点検にて異常が確認された場合あるいは地震応答解析の結果から追加

点検を実施するものとしたが、これ以外にも知見拡充を目的に実施する追加

点検および、蒸気タービンなどプラント停止中における基本点検が困難な設

備に対する追加点検（以下、「予め計画する追加点検」という）について、以

下の対象を選定し、点検を行うこととした（表-4.1.2 参照）。 

 

【Ⅰ】基本点検と地震応答解析による評価により、十分に健全性の確認が

可能であるものと考えられるが、より確実な設備健全性の確認およ

び知見拡充の目的で実施する追加点検。 

・ 機器内部に摺動部、駆動部等を有する設備（動的機器） 

・ 一般的に地震力による影響が大きいと考えられる部位 

（配管、基礎部、支持構造物等を選定） 

・ 地震による相対変位の影響が大きいと考えられる部位 

（原子炉圧力容器ノズル、建屋間貫通部等） 

・ 構造が複雑でかつ性能に対する地震力の影響が懸念される機器 

（主変圧器、復水器等） 

・ 地震応答解析の結果、他の箇所に比べて地震の影響が比較的大

きい箇所（原子炉格納容器スタビライザ等） 

 

【Ⅱ】プラント停止中に基本点検の実施が困難な設備における、停止中の

設備健全性を確認する目的で実施する追加点検。 

・ 駆動源が蒸気である等の理由により、プラント停止中に作動試

験の実施および作動状態の確認が困難な設備（主タービン等） 

・ 内包する流体が蒸気である等の理由により、プラント停止中に

運転圧による漏えい確認ができない設備 

（主蒸気系配管、給水加熱器等） 
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表-4.1.2 予め計画する追加点検範囲と実施理由 
点検対象 

追加点検理由 
対象範囲 対象機種 対象機器 

点検方法 

機器内部に摺動部、駆
動部等を有する設備 

(a)動的機器 ・機種および建屋ごとに代表 1
機器 

分解点検 

(b)配管 ・地震応答解析の結果、他の箇所
に比べて地震の影響が比較的
大きい箇所 

詳細目視点検 
（解析範囲で3カ所）
浸透探傷試験 
（解析範囲で1カ所）
超音波探傷試験※2 
（解析範囲で1カ所）
硬さ測定※2 
（解析範囲で1カ所）

一般的に地震力による
影響が大きいと考えら
れる部位 

(c)基礎部 
・機種ごとに代表 1 機器および原

子炉建屋フロアごとに代表１
機器 

詳細目視点検 
基礎ﾎﾞﾙﾄのﾄﾙｸ確認 
（全数の 10%） 
超音波探傷試験 
（全数の 10%） 

(b)配管 ・建屋間貫通部に施設される箇所 詳細目視点検 
浸透探傷試験 
超音波探傷試験※2 

(d)支持 
構造物等

・建屋間貫通部に施設される配管
近傍の支持構造物等 

浸透探傷試験 

地震による相対変位の
影響が大きいと考えら
れる部位 

(e)原子炉 
圧力容器

・ノズルセーフエンド 
浸透探傷試験※3 
超音波探傷試験※2 

(f)変圧器 ・主変圧器 
・所内変圧器 
・高起動変圧器 

構造が複雑でかつ性能
に対する地震力の影響
が懸念される機器 

(h)復水器 ・主復水器 

分解点検 

【Ⅰ】 
基本点検と地震
応答解析による
評価により、十
分に健全性の確
認が可能である
ものと考えられ
るが、より確実
な設備健全性の
確認および知見
拡充の目的で実
施する追加点検 

地震応答解析の結果、
他の箇所に比べて地震
の影響が比較的大きい
箇所※4 

(g)原子炉 
格納容器

・原子炉格納容器スタビライザ 詳細目視点検 
浸透探傷試験※2 

(a)動的機器 ・主タービン 
・主発電機 
・原子炉隔離時冷却系ポンプ 
・タービン駆動原子炉給水ポンプ 

等 

分解点検 駆動源が蒸気である等
の理由により、プラン
ト停止中に作動試験の
実施および作動状態の
確認が困難な設備 

(d)支持 
構造物等

（メカニカル
スナッバ） 

・設計時の評価および地震応答解
析の結果において、他の箇所に
比べて地震の影響が比較的大き
い箇所 

低速走行試験 

(b)配管 ・主蒸気系配管 
・抽気系配管      等 

詳細目視点検 

【Ⅱ】 
プラント停止中
に基本点検の実
施が困難な設備
における、停止
中の設備健全性
を確認する目的
で実施する追加
点検 

内包する流体が蒸気で
ある等の理由により、
プラント停止中に運転
圧による漏えい確認が
できない設備 
 

(i)給水加熱
器等 

・給水加熱器 
・湿分分離器      等 

分解点検 

 
※1 構造強度評価の評価基準値は、「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-補・1984、JEAG4601-1987、

JEAG4601-1991 追補版」に規定される許容応力状態ⅢAS における許容応力を基本とした。 
※2 解析結果等を考慮し、代表を選定して実施 
※3 作業性、被ばく線量等を考慮し、可能な範囲で実施 
※4 地震応答解析において、詳細評価等を実施した箇所 
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(4)  原子力安全基盤機構の地震応答解析結果を踏まえた追加点検 

原子力安全基盤機構が実施した地震応答解析の結果※１、評価基準値および

追加点検機器選定目安値（Sy）との比較において、余裕度が小さい設備が確

認された、との報告がなされた。これらの設備については、基本点検を実施

するとともに、当社が実施した地震応答解析の結果、他の箇所に比べて地震

の影響が比較的大きい箇所等に対しては、予め計画する追加点検を実施して

おり、地震による設備の損傷はなく、設備健全性を確認している。しかし、

当該報告を受け、当社の地震応答解析の結果から裕度が確保されていると評

価した設備についても、設備の健全性をより確実に確認する観点から、追加

点検を実施した（表 4.1.3 参照）。 

これらの設備については、基本点検において、機器全体の変形、傾きの有

無の確認等、機器全体に着目した点検を実施していることから、追加点検に

おいては、機器表面のき裂の有無の確認等、地震応答解析の結果、余裕度が

小さいと評価された部位に着目した点検を実施するよう計画した。 

 

※1 平成 22 年 1 月 29 日第 25 回 設備健全性評価サブワーキング資料「柏崎刈羽原子力 
   発電所 5 号機新潟県中越沖地震に対する機器配管系の地震応答解析結果について

（中間報告）」および、平成 22 年 2 月 19 日第 27 回 設備健全性評価サブワーキン

グ資料「柏崎刈羽原子力発電所 5 号機新潟県中越沖地震に対する機器配管系の地震

応答解析結果について」 

 
表-4.1.3 追加点検の実施範囲と点検方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※1 予め計画する追加点検として実施 

 
 

点検対象機器 点検方法 

蒸気乾燥器（耐震ブロック） 詳細目視点検 

原子炉格納容器スタビライザ 詳細目視点検※1、浸透探傷試験※1

シュラウドヘッド 詳細目視点検 

局部出力領域モニタ検出器 
（検出器集合体カバーチューブ） 

詳細目視点検 

低圧炉心スプレイ系ノズル 浸透探傷試験※1、耐圧試験※1 

原子炉補機冷却水系配管 詳細目視点検、浸透探傷試験 
硬さ試験 

原子炉冷却材再循環系配管 詳細目視点検、浸透探傷試験 

原子炉補機冷却水系配管支持構造物（アンカー部） 詳細目視点検、浸透探傷試験 

残留熱除去系配管支持構造物（アンカー部） 詳細目視点検、浸透探傷試験 
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4.1.1.3  各機種の設備点検結果 

本項では、各機器の基本点検、追加点検および予め計画する追加点検の結

果について、機種ごとに整理した（添付資料-1-2 参照）。このうち、「異常あ

り（不適合）」と判断した事象について以下に記載する（添付資料-1-3 参照）。 

 なお、点検結果で確認された異常（不適合）に対する地震による影響の有

無、原因分析等の検討は、地震応答解析の結果を踏まえて、「4.1.3 総合評

価」において実施する。 

 

(1)  基本点検結果 

a.  基本点検結果 

基本点検は、対象機器 1,963 機器に対して、適切な点検を選定して実施し

た（表-4.1.4 参照）。基本点検の結果、異常（不適合）が確認されたものは 100

機器※であり、地盤沈下による変形、機器のこすれ等の事象や、通常の保全で

確認される経年劣化事象等が確認された。確認された事象は、設備健全性評

価が完了している 1、6、7 号機と、全般的に同様の傾向であった。 

 
※その他、異常（不適合）が確認された、10 機器については、「（2）予め計画 
 する追加点検」参照 

 

表-4.1.4 基本点検実施数 

点検種別 
対象機器数 

（全 1,963 機器中） 

左記のうち 
原子炉安全上重要な機器 

（全 796 機器中） 
備 考 

目視点検 1,963 機器 796 機器 ※ 

作動試験・機能試験 1,498 機器 605 機器  

漏えい確認 841 機器 330 機器  

※ 一部代替点検を実施 
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b.  目視点検が困難な箇所に対する点検結果 

埋設された機器（躯体へ埋設される配管やグラウトに埋め込まれる基礎ボ

ルト、取付ボルトなど）の点検では、躯体の健全性の確認、グラウト表面に

おける目視点検、機器移動痕の確認によって、これら機器の健全性を確認し

た。また、狭隘部（原子炉圧力容器内側基礎ボルト、原子炉圧力容器ドレン

ノズル、サーマルスリーブ等）については、周辺部の目視点検、漏えい試験

等を行い、健全性を確認した（添付資料-1-4 参照）。 

 

(2)  追加点検結果 

a.  基本点検の結果に基づく追加点検 

基本点検の結果、異常（不適合）が確認されたものは 100 機器であったが、

このうち、通常の保全において確認される経年劣化事象等、明らかに地震の

影響ではないもの、あるいは直接機能に影響を及ぼさない軽微な異常（不適

合）であって、簡易な部品の交換等で直ちに復旧可能な事象については、追

加点検は不要と判断した（68 機器）。一方、それ以外の異常（不適合）につ

いては、原因究明および補修、取替、補強の要否判断を行うため、分解点検

等の追加点検を実施した（32 機器）（表-4.1.5 参照）。 

 

b.  地震応答解析の結果に基づく追加点検 

地震応答解析の結果、原子炉冷却材再循環系配管及び支持構造物について、

算出値が評価基準値を上回ることから、これら設備に対し、追加点検を実施

した（表-4.1.5 参照）。 

なお、地震応答解析の結果に基づく追加点検結果については、「4.1.3.2 総

合評価結果」に記載する。 

 
表-4.1.5 追加点検実施数 

 

項 目 実施数 
左記のうち 

原子炉安全上重要な機器 
備 考 

基本点検において異常が

確認された設備 32 機器 11 機器 
 

地震応答解析の結果、比

較的裕度が少ないと判断

された設備 1 機器 1 機器 
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c.  予め計画する追加点検（添付資料-1-5 参照） 

(a)  動的機器の追加点検 

1)  機種および建屋ごとの代表機器 

機能上影響のない微細な傷等の有無を確認するため、念のためポン

プ、弁、ファン等の分解点検を実施した結果、ほう酸水注入系ポンプ

(A)分解点検の浸透探傷試験にて、コネクティングロッドホワイトメタ

ル部に判定基準を超える指示模様、非常用ディーゼル発電機(A)空気圧

縮機ピストンピンメタルの噛み傷および、復水ポンプ(B)電動機軸受温

度測定用ケーブルの被覆剥がれによる心線の露出等の経年劣化事象等

を確認した。 

 

2)  駆動源が蒸気等の理由で作動試験が実施できない機器 

作動試験が実施できない機器（主タービン等）について分解点検を

実施した結果、高圧および低圧タービンにおいて動翼と静翼、および

軸受油切りと車軸との接触痕等を確認した。また、主発電機本体にお

いては、軸受廻り油切りと回転子軸との接触痕やコレクタハウジング

エアー切板と回転子軸との接触痕等を確認した。 

 

(b)  配管の追加点検 

1)  地震応答解析結果、他の箇所に比べ地震影響が比較的大きい箇所 

配管における詳細な目視点検（維持規格 VT-1※等）、外表面の浸透探

傷試験および硬さ試験による塑性ひずみ測定を実施し、異常のないこ

とを確認した。なお、硬さ試験による塑性ひずみ測定については、詳

細を「4.1.4.2 塑性変形に対する評価」に示す。 

 
※ 維持規格 VT-1 とは、機器表面の摩耗、き裂、腐食、浸食等の強度に影響

を与える恐れのある異常を検出するために行う試験。（眼から被験面までの

距離は 600ｍｍ以下）発電用原子力設備規格 維持規格 2004 年版より抜粋 
 

2)  建屋間貫通部に施設される箇所 

異なる建屋間を貫通する配管で、貫通部からそれぞれ第一支持構造

物までの配管および支持構造物すべてについて、保温材を取外した状
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態での目視点検（維持規格 VT-3※等）、溶接箇所における外表面の浸透

探傷試験を実施し、異常のないことを確認した。 

 
※ 維持規格 VT-3 とは、機器の変形、心合せ不良、傾き、隙間の異常、ボル

ト締め付け部の緩み、部品の破損、脱落および機器表面における異常を検

出するために行う試験。（眼から被験面までの距離は 1,200ｍｍ以内）（直接

目視試験の場合）発電用原子力設備規格 維持規格 2004 年版より抜粋 
 

3)  内包する流体が蒸気である等の理由により、現時点で運転圧による

漏えい確認が出来ない箇所 

保温材を取外した状態での目視点検（維持規格 VT-3 等）を実施し、

異常のないことを確認した。 

 

(c)  基礎部の追加点検 

知見拡充のために実施する追加点検として、原子炉建屋の各階ごとおよ

び機種ごとに代表設備を選定し、基礎ボルトの締付トルク確認（以下「ト

ルク確認」という）および超音波探傷試験（設備に応じて、トルク確認の

み実施）を実施し、異常のないことを確認した。 

 

(d)  支持構造物等の追加点検 

1)  建屋間貫通部に施設される配管近傍のサポート等 

建屋間貫通部近傍第一支持構造物までの範囲内で、配管とラグの溶

接部および支持構造物鋼材と金物溶接部の浸透探傷試験を実施し、き

裂等の異常のないことを確認した。  

 

2)  プラント停止中に作動状態の確認が困難な設備 

配管が入熱された状態における作動状態の確認が困難なメカニカル

スナッバについて、設計時の評価および地震応答解析の結果、他の箇

所に比べて地震の影響が大きいと考えられる箇所について、低速走行

試験を実施した。その結果、作動状態に異常のないことを確認した。 
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(e)  原子炉圧力容器の追加点検 

相対変位が生じる可能性が高いと考えられるノズルセーフエンド（12 箇

所）については、浸透探傷試験を実施し、異常のないことを確認した。ま

た、高圧炉心スプレイノズルセーフエンド（Ｎ16）については、超音波探

傷試験を実施し、異常のないことを確認した。 

 

(f)  変圧器の追加点検 

構造が複雑でかつ性能に対する地震力の影響が懸念される変圧器につい

て、分解点検を実施した結果、地震の影響による損傷として、 

・ 主変圧器における、放圧管からの油漏れ、内部構造物全体と巻線の

ずれ、および鉄心構造材固定金具の取付ボルトの折損 

・ 所内変圧器(A)における、内部構造物全体のずれおよび鉄心ブロッ

クの部分的なずれ 

・ 所内変圧器(B)における、鉄心ブロックの部分的なずれ 

・ 2 号高起動変圧器における、内部構造物全体と巻線部絶縁物のずれ 

を確認した。 

 

(g)  原子炉格納容器の追加点検 

地震応答解析の結果において、他の箇所に比べて地震の影響が比較的大

きい原子炉格納容器スタビライザについて、追加点検として詳細目視点検

および浸透探傷試験を実施し、異常のないことを確認した。 

 

(h)  復水器の追加点検 

復水器(A)、(B)、(C)において、整流板の浮き上りおよび変形、海側水室

内部コーナー部の塗装のひびを、復水器(A)、(B)においては、水室フランジ

部の漏えい痕を、主復水器(B)おいては、抽気系配管ラグ溶接部に浸透指示

模様を確認した。 

 

(i)  湿分分離器の追加点検 

湿分分離器において、内部構造物の取付け溶接部に浸透指示模様等を確
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認した。 

 

d.  原子力安全基盤機構の地震応答解析結果を踏まえた追加点検（添付資料-1-5

参照） 

原子力安全基盤機構が実施した地震応答解析の結果、評価基準値および追

加点検機器選定目安値（Sy）との比較において、余裕度が小さいと報告され

た設備に対して、詳細目視点検、浸透探傷試験等の追加点検を実施した結果、

いずれの設備についても、異常のないことを確認した。 
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4.1.2  地震応答解析 

4.1.2.1  解析評価方針 

重要度分類クラス 1 の設備および重要度分類クラス 2 の設備であって、耐

震安全上重要度が高い設備（耐震クラスが As、A のものおよびその他動的

地震動による耐震評価の対象としているもの）について構造強度評価および

動的機能維持評価を実施した。 

なお、評価にあたり、下記の観点から解析対象設備を選定した。 

① 同一の設備が複数存在する場合は、据付床の床応答等を考慮して解

析対象設備を選定した。 

② 配管系のように類似設備が多数存在する場合は、設計時の余裕度（算

出値と許容値の余裕度等）、仕様、使用条件等を考慮して解析対象設

備を選定した。 

具体的には、表-4.2.1 に示す主要設備に属するポンプ、タービン、容器、

熱交換器等の機器、配管系、および電気計装設備である。 

また、耐震クラスが B の設備のうち、燃料取替機および原子炉建屋クレー

ンは、その破損が As、A クラス設備に波及的破損を生じさせるおそれがあ

るため評価を実施した。 
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4.1.2.2  解析評価方法 

(1)  地震応答解析の概要 

新潟県中越沖地震（以下「本地震」という。）に対する設備の地震応答解析

は、本地震時に観測した水平方向および上下方向の地震記録を用いた動的解

析によることを基本とし、機器・配管系の応答性状を適切に表現できるモデ

ルを設定した上で応答解析を行い、その結果求められた応力値、または応答

加速度をもとに評価した。 

原子炉建屋内の大型機器である原子炉格納容器、原子炉圧力容器および炉

内構造物等の評価にあたっては、水平地震動と上下地震動による建屋・機器

連成応答解析を行った。また、それ以外の機器・配管系の評価については、

当該設備の据付床の水平方向および上下方向それぞれの床応答を用いた応答

解析等を行った。水平地震動と上下地震動の応答結果の組合せについては二

乗和平方根（SRSS）等により行う（表-4.2.2 参照）。 

構造強度評価に際しては、設備の評価部位として、地震力の影響が大きい

と考えられる部位（固定部等）、設計時の評価にて余裕度の小さい部位（許容

値に対して算出値が厳しい部位）を選定した。 

動的機能維持評価に際しては、地震時に動的機能が要求される動的機器を

選定した。また、選定した動的機器の据付床における応答加速度と機能確認

済加速度との比較を基本として動的機能維持評価を行った。 

 
a.  地震応答解析に用いる建屋応答加速度 

(a)  原子炉建屋応答加速度 

本地震が観測された階（3 階:TP+27.8m および基礎版上:TP-17.5m（TP: 東

京湾平均海面））については観測記録を用い、それ以外の階については、観

測記録をもとに建屋応答解析で算出された建屋応答加速度を用いた。建屋

応答加速度は、総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会耐震・構

造設計小委員会（以下「耐震・構造設計小委員会」という。）にて審議され

た値を用いた。 

なお、設計時の床応答スペクトルの作成においては、建屋の地震応答の

不確かさ（地盤物性、建屋剛性、地盤ばね定数の算出式および減衰定数、
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模擬地震波の位相特性等）を考慮して拡幅が行われるが、本評価では、観

測記録、または観測記録にもとづく建屋応答解析による応答加速度を用い

るため拡幅は行わない（表-4.2.2 参照）。 

原子炉建屋各階の床応答スペクトルの例（減衰定数 1%）を図-4.2.1(1)～

図-4.2.1(18)に示す。また、原子炉建屋各階の最大床加速度を表-4.2.5 に示す。 

 

(b)  タービン建屋および海水熱交換器建屋の応答加速度 

タービン建屋および海水熱交換器建屋に設置される設備については、耐

震・構造設計小委員会にて審議されたタービン建屋および海水熱交換器建

屋の建屋応答加速度を用いて評価を実施した。 

タービン建屋各階の床応答スペクトルの例（減衰定数 1%）を図-4.2.2(1)

～図-4.2.2(12)に示す。タービン建屋のモデルは多軸であるため、同じフロ

アの多数の応答解析結果を包絡して設備評価用の床応答スペクトルを作成

した。タービン建屋各階の最大床加速度を表-4.2.6 に示す。 

また、海水熱交換器建屋の床応答スペクトルの例（減衰定数 1%）を図

-4.2.3(1)～図-4.2.3(6)に、最大床加速度を表-4.2.7 に示す。 

5 号機原子炉建屋、タービン建屋および海水熱交換器建屋の配置図を図

-4.2.4 に示す。 

 

b.  建屋・機器連成応答解析モデル 

原子炉建屋内の大型機器（原子炉圧力容器、原子炉格納容器および炉内構

造物等）は、建屋から各点で支持されているため、建屋と連成した解析モデ

ルにより本地震による地震応答解析を時刻歴応答解析で実施する。解析は水

平方向および上下方向について実施した。 

建屋・機器連成応答解析モデルには、原子炉格納容器‐原子炉圧力容器解

析モデルと炉内構造物解析モデルがある（図-4.2.5(1)～4.2.5(3)参照）。これら

のモデルのうち建屋側については設計時から一部見直しが考慮されており、

耐震・構造設計小委員会にて審議されている（表-4.2.2 参照）。 
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c.  地震応答解析に用いる減衰定数 

機器・配管系の地震応答解析に用いる減衰定数を表-4.2.3 および表-4.2.4 に

示す。原則として「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1991 追補版」

に規定された値を用いたが、既往の試験・検討等で妥当性が確認された値も

評価に用いた（表-4.2.2 参照）。 

 
(2)  構造強度評価の方法 

地震応答解析のうち構造強度評価は、設計時と同等の評価（スペクトルモ

ーダル解析法等）を実施することを基本とした。また、余裕度（評価基準値※

に対する算出値の余裕度）の大きな設備については、簡易評価（応答倍率法

等）の結果を算出値とした。評価の手順を図-4.2.6 に示す。 

なお、疲労による影響が比較的大きいと考えられる設備については、構造

強度評価にあわせて疲労評価を実施した。 

 
※ 下記 d.参照 

 
a.  簡易評価（応答倍率法による評価） 

大型機器である原子炉格納容器、原子炉圧力容器および炉内構造物等につ

いては、本地震にもとづく地震力（加速度、せん断力、モーメント、軸力）

と設計時における地震力との比を求め、設計時の応力に乗じることにより算

出値を求め、評価基準値と比較した。 

また、それ以外の機器については、本地震にもとづく床の最大応答加速度

と設計時における床の最大応答加速度の比、またはそれぞれの床応答スペク

トルの比を求め、設計時の応力に乗じることにより算出値を求め、評価基準

値と比較した。 

 
b.  設計時と同等の評価 

設計時と同等の評価を行い算出値を求め、評価基準値と比較した。 

配管系は、スペクトルモーダル解析法、あるいは時刻歴応答解析法による

評価を行い算出値を求め、評価基準値と比較した。 
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c.  詳細評価 

余裕度（評価基準値※に対する算出値の余裕度）の小さい設備については、

解析モデルへの有限要素法の適用、構造強度評価による部材強度の評価基準

値への採用等をおこない、算出値を評価基準値と比較した。 

 
※ 下記 d.参照 

 
d.  評価基準値 

構造強度評価の評価基準値は、「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-

補・1984、JEAG4601-1987、JEAG4601-1991 追補版」に規定される許容応力状

態ⅢAS における許容応力を基本とし、また、「発電用原子力設備規格 設計・

建設規格 JSME S NC1-2005」で規定されている値を用いた。その他、他の規

格基準で規定されている値および実験等で妥当性が確認されている値等も用

いた。 

 
(3)  動的機能維持の評価方法 

動的機能維持に関する評価は、評価対象設備の本地震による応答加速度を

求め、その加速度が機能確認済加速度以下であることを確認した。評価基準

値には、機能確認済加速度を用いた。なお、機能確認済加速度とは、立形ポ

ンプ、横形ポンプ、ポンプ駆動用タービン等、機種ごとに試験あるいは解析

により、動的機能維持が確認された加速度である。 

機能確認済加速度は、「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1991 追補

版」に準拠するとともに、試験等で妥当性が確認された値も用いた（参考文

献 6 参照）。 

制御棒の地震時挿入性（制御棒およびチャンネルボックスの健全性）につ

いては、5 号機は本地震時には停止中であり、制御棒は全挿入されていたが、

運転中のプラントと同様に本地震による燃料集合体の相対変位を求め、その

相対変位が、試験により挿入性が確認された相対変位以下であることを確認

した（参考文献 7 参照）。 
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(4)  地震応答解析で用いた条件について 

基本的には設計時と同じ条件を適用しているが、点検・評価計画書にて必

要に応じて考慮するとした条件のうち、地震応答解析に適用したものを表

-4.2.2 に示す。 

5 号機は本地震時、定期検査中で停止していたため、設計時に考慮していた

機械的荷重のうち実際には作用していないものがあり、それらについては本

評価に反映した。また大型機器の内、設計時と同等の評価を実施した設備お

よび原子炉圧力容器内の核計装装置等についても、本地震時の状態を評価に

反映した。（下記①） 

 

① 本地震時の状態を反映した解析及び設備 

● 制御棒挿入 

⇒制御棒駆動系配管の解析に制御棒挿入による機械的荷重を考慮し

ない 

● 主蒸気逃がし安全弁の吹出しなし 

⇒主蒸気系配管の解析に吹出しによる機械的荷重を考慮しない 

● 原子炉圧力容器内の核計装装置 

⇒本地震時の温度を評価基準値に反映した。 

● 原子炉冷却材再循環系配管、原子炉補機冷却水系配管、ほう酸水注入

系配管、残留熱除去系配管支持構造物 

⇒本地震時の温度を評価基準値に反映した。 

● 原子炉冷却材再循環系配管、原子炉補機冷却水系配管 

⇒本地震時の内圧を解析に反映した。 

● 原子炉補機冷却水系配管支持構造物 

⇒配管反力から熱による反力を除いた。 
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● 大型機器の内、設計時と同等の評価を実施した設備 

 
RPV 円筒胴 
下部鏡板 
制御棒駆動機構ハウジング貫通孔 
支持スカート 
再循環水出口ノズル(N1) 
主蒸気ノズル(N3) 
給水ノズル(N4) 
低圧炉心スプレイノズル(N5) 
制御棒駆動機構ハウジング支持金具 
原子炉格納容器スタビライザ 

原子炉 
圧力容器 

ブラケット類 
蒸気乾燥器 
シュラウドヘッド 

炉内 
構造物 

気水分離器 
炉心シュラウド 
シュラウドサポート 
炉心支持板 

炉心支持

構造物 

燃料支持金具 
サプレッションチェンバ底部ライナ 
上部シヤラグ 

原子炉 
格納施設 

下部シヤラグ 
 

⇒本地震時の温度を評価基準値に反映した。 
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4.1.2.3  解析結果 

(1)  解析の進捗状況 

解析対象設備のすべてについて評価を終了した。 

  構造強度評価  ・・・110 設備 

  動的機能維持評価 ・・・45 設備 

 
 

(2)  構造強度評価結果 

a.  構造強度評価 

構造強度の評価結果を表-4.2.8 に示す。機器・配管系の算出値は、原子炉冷

却材再循環系配管及び支持構造物を除き、いずれも評価基準値以下であるこ

とを確認した。 

原子炉補機冷却水系配管については、原子力安全・保安院の指示に基づき、

原子炉建屋応答解析と観測記録との相違による影響を考慮した地震応答解析

を実施した結果、算出値が常温での評価基準値を上回ることから、設備健全

性の評価を実施した。 

原子炉冷却材再循環系配管及び支持構造物については、上記の原子炉補機

冷却水系配管における検討結果を踏まえ、再解析を実施した結果、算出値は

評価基準値を上回るため、総合評価を実施した。 

なお、これら評価の結果については、「4.1.3.2 総合評価結果」に記載する。 

 

 

b.  疲労評価 

地震による 1 次+2 次応力が厳しくなる設備を選出し、疲労評価を実施した。 

原子炉圧力容器‐原子炉格納容器間の地震時の相対変位も含め地震による

1 次+2 次応力が厳しくなると想定される設備として、原子炉隔離時冷却系配

管、原子炉圧力容器ノズルより高圧炉心スプレイノズル（N16 ノズル）、建屋

間（海水熱交換器建屋～タービン建屋）を渡る配管の代表として高圧炉心ス

プレイディーゼル補機冷却水系配管を選出した。 

疲労評価では、JEAG4601-1987 に示されるピーク応力法にもとづき、本震

による等価繰返し回数と疲れ累積係数を算定した。また、あわせて設計時に
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用いた等価繰返し回数 60 回における疲労評価も実施した（図-4.2.7～図-4.2.9

参照）。 

疲労評価の結果を表-4.2.9 および表-4.2.10 に示す。ピーク応力法にもとづい

て算出した本地震による等価繰返し回数は、建設時に用いた 60 回と比較して

小さく、疲れ累積係数も設計時の運転状態Ⅰ･Ⅱにおける疲れ累積係数に比べ

十分小さい。また、設計時に用いた等価繰返し回数 60 回で疲れ累積係数を算

定した結果においても評価基準値を満足することを確認した。 

以上より、本地震による疲労への影響は僅かであることを確認した。 

また、余震による疲労への影響を把握する目的で、ピーク応力法にもとづ

き、本震に加え余震を考慮した時の影響を検討した。その結果、余震による

疲労への影響は無視できる程小さいことを確認した（添付資料-2-3）。 

 

 

(3)  動的機能維持評価結果 

動的機能維持の評価結果を表-4.2.11 に示す。各機器の応答加速度は，いず

れも評価基準値以下であることを確認した。 

 

 

4.1.2.4  まとめ 

地震応答解析を実施した結果、原子炉冷却材再循環系配管及び支持構造物

を除き、いずれも評価基準値以下であることを確認した。また、原子炉補機

冷却水系配管及び支持構造物については、原子力安全・保安院の指示に基づ

き、原子炉建屋応答解析と観測記録との相違による影響を考慮した地震応答

解析を実施した結果、算出値が評価基準値を上回ることから、これらの設備

に対し、設備健全性の評価を実施した。 

地震による 1 次+2 次応力が厳しくなる設備については、疲労評価を実施し、

本地震による疲れ累積係数が、設計時の運転状態Ⅰ･Ⅱにおける疲れ累積係数

に比べ十分小さいことを確認した。 

また、原子炉建屋応答解析結果と観測記録との相違を考慮した地震応答解

析の結果、算出値が評価基準値を満足すること、さらに、原子炉建屋の床柔
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性を考慮した検討を実施した結果、床の柔性の影響はほとんどないことを確

認した（添付資料-2-2）。 
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表-4.2.1 柏崎刈羽 5 号機 As、A クラス主要設備一覧 

  As、A クラスの定義 主要設備 

ⅰ 
原子炉冷却材圧力バウンダリを構

成する機器・配管系 
・ 原子炉圧力容器 
・ 原子炉冷却材圧力バウンダリに

属する系統※1 

ⅱ 
使用済燃料を貯蔵するための設備 ・ 使用済燃料貯蔵設備 

 

ⅲ 

原子炉の緊急停止のために急激に

負の反応度を付加するための設

備、および原子炉の停止状態を維

持するための設備 

・ 制御棒 
・ 制御棒駆動機構 
・ 制御棒駆動水圧系 

ⅳ 

原子炉停止後、炉心から崩壊熱を

除去するための設備 
・ 原子炉隔離時冷却系 
・ 高圧炉心スプレイ系 
・ 残留熱除去系 
・ サプレッションチェンバ 

As 

ⅴ 

原子炉冷却材圧力バウンダリ破損

事故の際に圧力障壁となり、放射

性物質の拡散を直接防ぐための設

備 

・ 原子炉格納容器 
・ 原子炉格納容器バウンダリに属

する系統※2 

ⅰ 

原子炉冷却材圧力バウンダリ破損

事故後、炉心から崩壊熱を除去す

るための設備 

・ 高圧炉心スプレイ系 
・ 低圧炉心スプレイ系 
・ 原子炉隔離時冷却系 
・ 残留熱除去系 
・ 自動減圧系 
・ サプレッションチェンバ 

ⅱ 

放射性物質の放出を伴うような事

故の際にその外部放散を抑制する

ための施設で上記ⅴ以外の設備 

・ 残留熱除去系 
・ 可燃性ガス濃度制御系 
・ 非常用ガス処理系 
・ 原子炉格納容器圧力抑制装置 
・ サプレッションチェンバ 

A 

ⅲ 
その他 ・ 燃料プール水補給設備 

・ ほう酸水注入系 
・ 炉内構造物 

 
※ 1 主蒸気系、復水給水系、原子炉冷却材再循環系、原子炉冷却材浄化系、残留熱除去系、

原子炉隔離時冷却系、高圧炉心スプレイ系、低圧炉心スプレイ系、ほう酸水注入系 
※ 2 主蒸気系、復水給水系、原子炉冷却材浄化系、残留熱除去系、原子炉隔離時冷却系、

高圧炉心スプレイ系、低圧炉心スプレイ系、不活性ガス系、非常用ガス処理系、可燃

性ガス濃度制御系、放射性ドレン移送系、ほう酸水注入系 
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表-4.2.2 地震応答解析に用いた設計時と異なる条件 

建屋応答解析，床応答スペクトル 

①建屋・機器連成応答解析モデルの建屋側に下記の見直しを適用

・コンクリートのヤング率の算出に実剛性を適用 

・耐震壁に加え補助壁の剛性も考慮 

原子炉格納容器、原子炉

圧力容器、炉内構造物の

解析に適用 

②床応答スペクトルの拡幅なし 

 

床置き設備、 

配管系の解析に適用 

試験・研究等により妥当性が確認された評価手法，パラメータの取込 

①水平と上下方向の応答を二乗和平方根で組合せ（上下方向地震

力は動的に扱う）（参考文献 1 参照） 
配管系の解析に適用 

②配管系，クレーン類の評価について検討された減衰定数の見直

しを適用（表-4.2.3、4.2.4、参考文献 2、3、4 参照） 

配管系、クレーン類(燃

料取替機、R/B クレーン)

の解析に適用 

③疲労評価における新 Ke（割増係数）の適用（参考文献 5 参照） 配管の疲労評価に適用 

④形状係数α(全断面降伏荷重と初期降伏荷重の比または 1.5 の

いずれか小さいほう)の適用（参考文献 5 参照） 
容器に適用 

⑤水平と上下方向の応答の組合せにおける組合せ係数法の適用 
 （参考文献 8 参照） 

原子炉本体の基礎のア

ンカボルトに適用 

現実の運転状態の反映※ 

①制御棒駆動系配管  制御棒挿入による機械的荷重なし 

②主蒸気系配管    
主蒸気逃がし安全弁の吹出しによる

機械的荷重なし 

③原子炉圧力容器内の核計装装置 本地震時の温度を評価基準値に反映 
④原子炉冷却材再循環系配管，原子炉補機冷却水系

配管、ほう酸水注入系配管、残留熱除去系配管支

持構造物 
本地震時の温度を評価基準値に反映 

⑤原子炉冷却材再循環系配管， 
原子炉補機冷却水系配管 本地震時の内圧を解析に反映 

⑥原子炉補機冷却水系配管支持構造物 配管反力から熱による反力を除いた 

⑦（大型機器の内、設計時と同等の評価 

を実施した設備） 
RPV 円筒胴、下部鏡板、 
制御棒駆動機構ハウジング貫通孔、支持スカート、
再循環水出口ノズル(N1)、主蒸気ノズル(N3)、 給水
ノズル(N4)、低圧炉心スプレイノズル(N5),、制御棒
駆動機構ハウジング支持金具、 
原子炉格納容器スタビライザ、ブラケット類, 蒸気
乾燥器、シュラウドヘッド、気水分離器、炉心シュ
ラウド、シュラウドサポート、炉心支持板、燃料支
持金具、サプレッションチェンバ底部ライナ、 
上部シヤラグ、下部シヤラグ 

本地震時の温度を評価基準値に反映 

 

※ その他の荷重条件，温度条件，圧力条件等は設計時と同一 
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表-4.2.3 機器・配管系の減衰定数 

減衰定数(%) 
対象設備 

水平方向 上下方向 

溶接構造物 1.0 1.0※1 

ボルトおよびリベット構造物 2.0 2.0※1 

ポンプ・ファン等の機械装置 1.0 1.0※1 

電気盤 4.0 1.0※1 

燃料集合体 7.0 1.0※1 

制御棒駆動装置 3.5 1.0※1 

配管系 0.5～3.0※1 0.5～3.0※1 

燃料取替機 2.0※1 1.5～2.0※1 

天井クレーン 2.0※1 2.0※1 

※1 試験・研究等にて妥当性が確認された値。参考文献 2、3、4 参照。また配管系の減衰定

数の詳細を表-4.2.4 に示す。 
 
 

表-4.2.4 配管系減衰定数 
減衰定数(%)※2 

配管区分 
保温材有 保温材無

Ⅰ スナッバおよび架構レストレイント支持主体の配管系で、その

支持具（スナッバまたは架構レストレイント）の数が 4 個以上

のもの 
3.0（2.5） 2.0 

Ⅱ スナッバ、架構レストレイント、ロッドレストレイント、ハン

ガ等を有する配管系で、アンカおよび U ボルトを除いた支持具

の数が 4 個以上であり、配管区分Ⅰに属さないもの 
2.0（1.5） 1.0 

Ⅲ U ボルトを有する配管系で、架構で水平配管の自重を受ける U
ボルトの数が 4 個以上のもの 

3.0（―） 2.0（－）

Ⅳ 配管区分Ⅰ、ⅡおよびⅢに属さないもの 1.5（1.0） 0.5 

※2 「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1991 追補版」から変更した箇所を下線で示

す。また、変更前の値を括弧内に示す。変更内容は下記の 2 点。 

・無機多孔質保温材の付加減衰定数を 0.5％から 1.0％に変更。ただし、金属保温が混在

する場合は、配管全長に対する金属保温材の割合が 40％以下の場合に限り 1.0％の付加

減衰を適用できる。 

・配管自重を受ける U ボルト支持具を４個以上有する配管系に対しては、減衰定数を

2.0％に設定。 
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図-4.2.1 (3) 4 階（TP +33.0ｍ）

図-4.2.1(5) 3 階（TP +27.8 m） 

図-4.2.1(7) 2 階（TP +20.3 m） 

原子炉建屋水平方向床応答スペクトル 
（NS/EW 包絡 減衰 1.0%） 

原子炉建屋上下方向床応答スペクトル 
（減衰 1.0%） 

図-4.2.1 (2) 天井クレーン階（TP +39.5m） 

図-4.2.1 (4) 4 階（TP +33.0ｍ） 

図-4.2.1(6) 3 階（TP +27.8 m） 

図-4.2.1(8) 2 階（TP +20.3 m） 

図-4.2.1 (1) 天井クレーン階（TP +39.5m） 
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図-4.2.1(15)  地下 3 階（TP－10.1m） 

原子炉建屋水平方向床応答スペクトル 
（NS/EW 包絡 減衰 1.0%） 

原子炉建屋上下方向床応答スペクトル 
（減衰 1.0%） 

図-4.2.1(13) 地下 2 階（TP－1.1m） 

図-4.2.1(11) 地下 1 階（TP +5.3m） 

図-4.2.1(9) 1 階（TP +12.3m） 

図-4.2.1(16)  地下 3 階（TP－10.1m） 

図-4.2.1(14) 地下 2 階（TP－1.1m） 

図-4.2.1(12) 地下 1 階（TP +5.3m） 

図-4.2.1(10)  1 階（TP +12.3m） 
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図-4.2.1(17) 基礎版上（TP－17.5m） 図-4.2.1(18) 基礎版上（TP－17.5m） 
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図-4.2.2 (1) 3 階（TP +31.6m） 図-4.2.2(2) 3 階（TP +31.6m） 

図-4.2.2(3)  2 階（TP +22.1m） 

図-4.2.2(5) 1 階（TP +12.3m） 

図-4.2.2(4)  2 階（TP +22.1m） 

図-4.2.2(6) 1 階（TP +12.3m） 
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図-4.2.2(7) 地下 1 階（TP +4.9m） 図-4.2.2(8) 地下 1 階（TP +4.9m） 

タービン建屋水平方向床応答スペクトル タービン建屋上下方向床応答スペクトル
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図-4.2.2 (9) 地下中 2 階（TP －1.9m） 図-4.2.2(10) 地下中 2 階（TP－1.9m） 

図-4.2.2(11)  地下 2 階（TP－4.2m） 図-4.2.2(12)  地下 2 階（TP－4.2m） 
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 海水熱交換器建屋水平方向

床応答スペクトル 

図-4.2.3(1) 1 階（TP +12.3 m） 

図-4.2.3(3) 地下 1 階（TP +3.2 m） 

海水熱交換器建屋上下方向
床応答スペクトル 

図-4.2.3(2) 1 階（TP +12.3 m） 

図-4.2.3(4) 地下 1 階（TP +3.2 m） 
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図-4.2.3(5) 地下 2 階（TP－5.2 m） 図-4.2.3(6) 地下 2 階（TP－5.2 m） 
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表-4.2.5 原子炉建屋最大床加速度 

床加速度×1.2（G） 高さ 
TP(m) NS 方向 EW 方向 上下方向 
39.5 0.77 1.04 0.55 
33.0 0.65 0.83 0.49 
27.8 0.58 0.86 0.41 
20.3 0.55 0.68 0.41 
12.3 0.49 0.66 0.33 
5.3 0.44 0.64 0.30 
-1.1 0.41 0.61 0.29 
-10.1 0.36 0.57 0.26 
-17.5 0.34 0.54 0.25 

 
 

表-4.2.6 タービン建屋最大床加速度 

床加速度×1.2（G） 高さ 
TP(m) NS 方向 EW 方向 上下方向 
31.6 0.69 1.77 0.59 
22.1 0.64 1.07 0.53 
12.3 0.52 0.87 0.47 
4.9 0.51 0.82 0.41 
-1.9 0.46 0.78 0.36 
-4.2 0.49 0.78 0.36 

 
表-4.2.7 海水熱交換器建屋最大床加速度 

床加速度×1.2（G） 高さ 
TP(m) NS 方向 EW 方向 上下方向 
12.3 0.62 0.98 0.54 
3.2 0.51 0.87 0.51 
-5.2 0.50 0.80 0.48 
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図-4.2.4 5 号機各建屋配置図 
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図-4.2.5(1) 原子炉格納容器‐原子炉圧力容器解析モデル 

原子炉 
本体基礎 

原子炉 
遮へい壁 

原子炉建屋 
原子炉遮 
へい壁 

圧力容器 
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図-4.2.5 (2) 炉内構造物解析モデル（水平方向） 

図-4.2.5 (3) 炉内構造物解析モデル（上下方向） 
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図-4.2.6 地震応答解析の手順 

大型機器地震応答解析 建屋地震応答解析 

地震力の算定 
（加速度、せん断力、モーメン

ト、軸力） 

機器 

設計時と同等の評価 
（スペクトルモーダル解析法）

配管系 

算出値が評価 
基準値以下か 

設計時と同等の評価 
（スペクトルモーダル解析法等）

 

評価終了 詳細評価 

※1 設備によっては、簡易評価を行わず設計時と同等の評価に移行する場合もある 
※2 次ページに詳細説明を記載 
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YES YES
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床応答スペクトルの算定（水平、上下） 
・拡幅なし 
・本地震が観測された階は観測記録を適用

算出値が評価 
基準値以下か 

算出値が評価 
基準値以下か 
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機能が維持できる

ことを確認 

簡易評価※1 
（応答倍率法※2等による評価）

算出値が評価 
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NO 

簡易 
評価 

設計時 
と同等 
の評価 

詳細 
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※2 応答倍率法による評価 
  
  地震観測記録にもとづく地震力による算出値は、以下の方法で求める。 
 

① 地震観測記録にもとづく地震力 ＝   設計時の応力      × 応答比 
による算出値          （地震および地震以外による応力） 

 
② 地震観測記録にもとづく地震力 ＝ 設計時の応力 ＋ 設計時の応力  × 応答比 

による算出値           （地震以外による応力）（地震による応力） 
 

上記の応答比は以下による。 

（a） 原子炉圧力容器や炉内構造物等、算出値を求めるにあたり、加速度、せん断力、

モーメント、軸力を用いる機器 

応答比 1 ：地震観測記録にもとづく地震力と設計時の地震力との比（加速度、せん断

力、モーメント、軸力ごとに応答比を算定） 
 

（b） ポンプの基礎ボルト等、算出値を求めるにあたり、水平加速度、上下加速度を用

いる機器 

応答比 2  ：地震観測記録にもとづく水平加速度と上下加速度の二乗和平方根と設計

時の水平加速度と上下加速度の二乗和平方根との比 
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表-4.2.8 構造強度評価結果（1/9） 

発生応力
評価基準値
（ⅢAS）評価対象設備 評価部位 応力分類

MPa MPa 

評価 
手法 

備考 

ＲＰＶ円筒胴 胴板 膜 171 345 B 評価基準値は常温での値

下部鏡板 
下部鏡板と
胴板の接合
部 

膜 175 345 B 評価基準値は常温での値

制御棒駆動機構 
ハウジング貫通孔 

ｽﾀﾌﾞﾁｭｰﾌﾞ 膜+曲げ 183 271 B 評価基準値は常温での値

支持スカート 支持ｽｶｰﾄ 軸圧縮 0.1 1 B 

・座屈に対する評価式によ

り、発生値は判定基準に対

する比率で示す 
・評価基準値は常温での値

原子炉圧力容器 
基礎ボルト 

基礎ボルト 引張 54 499 B  

再循環水出口ノズル(N1) ﾉｽﾞﾙｾｰﾌｴﾝﾄﾞ 膜 64 164 B 評価基準値は常温での値

主蒸気ノズル(N3) ﾉｽﾞﾙｾｰﾌｴﾝﾄﾞ 膜 87 245 B 評価基準値は常温での値

給水ノズル(N4) ﾉｽﾞﾙｾｰﾌｴﾝﾄﾞ 膜 79 245 B 評価基準値は常温での値

低圧炉心スプレイノズル
(N5) 

ﾉｽﾞﾙｾｰﾌｴﾝﾄﾞ 膜+曲げ 163 328 B 評価基準値は常温での値

原子炉圧力容器 
スタビライザ 

ブラケット 曲げ 142 172 A 
応答比が 1.0 を下回るため

設計時の値を記載 

原子炉格納容器 
スタビライザ 

パイプ 圧縮 239 265 B 評価基準値は常温での値 

制御棒駆動機構ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ 
支持金具 

ﾚｽﾄﾚｲﾝﾄﾋﾞｰﾑ
一般部 

曲げ 57 245 B 評価基準値は常温での値 

原
子
炉
本
体 

原
子
炉
圧
力
容
器 

ブラケット類 
炉心ｽﾌﾟﾚｲ 
ﾌﾞﾗｹｯﾄ 

膜+曲げ 187 246 B 評価基準値は常温での値 

注）評価手法 A：簡易評価、B：設計時と同等の評価、C：詳細評価 

   
 
 
 
 
 
 
 

小計：13/13
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表-4.2.8 構造強度評価結果（2/9） 

発生応力
評価基準値
（ⅢAS）評価対象設備 評価部位 応力分類

MPa MPa 

評価 
手法 

備考 

給水スパージャ ティ 膜 5 92 A  

高圧及び低圧炉心スプレ
イスパージャ 

ヘッダ 膜+曲げ 21 139 A  

高圧及び低圧炉心スプレ
イ系配管（原子炉圧力容器
内部） 

低圧炉心 
スプレイ系
配管 

膜+曲げ 45 192 A  

残留熱除去系配管 
（原子炉圧力容器内部） 

スリーブ／
リング 

膜 4 143 A  

差圧検出／ほう酸水注入
系配管 

差圧検出管 膜 56 114 A  

ジェットポンプ 
ライザブレ
ース 

膜+曲げ 76 174 A  

中性子束計測案内管 
中性子束計
測案内管 

膜+曲げ 50 139 A  

蒸気乾燥器 
耐震用 
ブロック 

平均せん
断応力

29 42 B 評価基準値は常温での値

シュラウドヘッド 
シュラウド
ヘッド 

膜+曲げ 107 172 B 評価基準値は常温での値

炉
内
構
造
物 

気水分離器 ｽﾀﾝﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ 膜+曲げ 45 106 B 評価基準値は常温での値

炉心シュラウド 中間胴 膜 37 115 B 評価基準値は常温での値

シュラウドサポート レグ 軸圧縮 63 232 B 評価基準値は常温での値

上部格子板 
グリッドプ
レート 

膜+曲げ 93 214 A  

炉心支持板 補強ビーム 膜+曲げ 69 200 B 評価基準値は常温での値

燃料支持金具 
周辺燃料支
持金具 

膜 6 70 B 評価基準値は常温での値

原
子
炉
本
体 

炉
心
支
持
構
造
物 

制御棒案内管 ボディ 膜 28 143 A  

 

原
子
炉
本
体

の
基
礎 アンカボルト ｱﾝｶﾎﾞﾙﾄ 引抜力

2592 
(kN/6.7°)

4113 
(kN/6.7°) 

A  

注）評価手法 A：簡易評価、B：設計時と同等の評価、C：詳細評価 

小計：17/17
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表-4.2.8 構造強評価結果（3/9） 

発生応力
評価基準値
（ⅢAS）評価対象設備 評価部位 応力分類

MPa MPa 

評価 
手法 

備考 

制
御
棒
駆
動

水
圧
系 

水圧制御ユニット フレーム 組合せ 98 205 B  

ほう酸水注入系ポンプ 基礎ボルト せん断 9 133 A  
ほ
う
酸
水
注
入
系 

ほう酸水注入系貯蔵 
タンク 

基礎ボルト せん断 25 133 A  

局部出力領域モニタ 
検出器集合体 

LPRM 検出
器集合体カ
バーチュー
ブ 

膜+曲げ 126 172 B 評価基準値は常温での値

中性子源領域計測装置、中
間領域計測装置ドライチ
ューブ 

パイプ 膜+曲げ 169 265 B 評価基準値は常温での値

現場盤 取付ボルト せん断 2 133 A  

ベンチ形制御盤 取付ボルト せん断 2 133 A  

計
測
制
御
系
統
設
備 

核
計
測
装
置 

直立形制御盤 取付ボルト 引張 4 173 A  

注 1）評価手法 A：簡易評価、B：設計時と同等の評価、C：詳細評価 

 

 

 

小計：8/8
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表-4.2.8 構造強度評価結果（4/9） 

発生応力
評価基準値
（ⅢAS）評価対象設備 評価部位 応力分類

MPa MPa 

評価 
手法 

備考 

残留熱除去系熱交換器 胴板 一次 102 342 B  

残留熱除去系ポンプ 基礎ボルト せん断 5 350 A  

残
留
熱
除
去
系 

残留熱除去系ストレーナ フランジ 曲げ 51 169 A  

原子炉補機冷却水系 
熱交換器 

基礎ボルト せん断 55 121 A  原
子
炉
補
機 

冷
却
水
系 原子炉補機冷却水ポンプ 

ポンプ取付
ボルト 

せん断 13 347 A  

原子炉補機冷却海水 
ポンプ 

原動機 
取付ボルト

引張 47 153 A  
原
子
炉
補
機
冷
却 

海
水
系 原子炉補機冷却海水系 

ストレーナ 
基礎ボルト せん断 3 366 A  

原子炉隔離時冷却系 
ポンプ 

基礎ボルト せん断 14 350 A  
原
子
炉
隔
離
時
冷

却
系 

原子炉隔離時冷却系 
蒸気駆動タービン 

タービン 
取付ボルト

引張 18 443 A  

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系ﾎﾟﾝﾌﾟ 基礎ボルト せん断 6 350 A  
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系ｽﾄﾚｰﾅ フランジ 曲げ 66 169 A 
応答比が 1.0を下回るた

め設計時の値を記載 

低
圧
炉
心 

ス
プ
レ
イ
系 

低圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系ﾎﾟﾝﾌﾟ 基礎ボルト せん断 8 350 A  

主蒸気逃がし安全弁 
逃がし弁機能用ｱｷｭﾑﾚｰﾀ 

胴板 膜 27 150 A  

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備 

主
蒸
気
系 主蒸気逃がし安全弁 

自動減圧機能用ｱｷｭﾑﾚｰﾀ 
胴板 膜 31 150 A  

注）評価手法 A：簡易評価、B：設計時と同等の評価、C：詳細評価 

 

 小計：14/14
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表-4.2.8 構造強度評価結果（5/9） 

発生応力
評価基準値
（ⅢAS）評価対象設備 評価部位 応力分類

MPa MPa 

評価 
手法 

備考 

格納容器胴 円筒部 膜+曲げ 88 505 A  

サプレッションチェンバ 
底部ライナ 

ベアリング
プレート 

曲げ 149 305 B 評価基準値は常温での値

上部シャラグ 
シャプレー
ト 

組合せ 147 265 B 評価基準値は常温での値

下部シャラグ 
シャプレー
ト 

組合せ 92 265 B 評価基準値は常温での値

原子炉格納容器 
配管貫通部 

貫通部スリ
ーブ 

膜+曲げ 61 271 A  

原子炉格納容器 
電気配線貫通部 

貫通部 膜 16 180 A  

ベント管 
ﾍﾞﾝﾄ管と上
部ﾌﾞﾚｰｼﾝｸﾞ
の接合部 

一次 65 270 A 
本地震による地震力が設

計時地震力を下回るため

設計時の値を記載 

サプレッションチェンバ
スプレイ管 

スプレイ管 一次 121 186 A  

原
子
炉
格
納
施
設 

ダイヤフラムフロア スラブ 
面内 

せん断力
1.138 3.870 A  

再結合装置ブロワ 
ベース取付
溶接部 

せん断 12 52 A  

原
子
炉
格
納
施
設 

可
燃
性
ガ
ス
濃

度
制
御
系 

再結合装置 基礎ボルト せん断 35 341 A  

注）評価手法 A：簡易評価、B：設計時と同等の評価、C：詳細評価 

 小計：11/11
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表-4.2.8 構造強度評価結果（6/9） 

発生応力
評価基準値
（ⅢAS）評価対象設備 評価部位 応力分類

MPa MPa 

評価 
手法 

備考 

非常用ガス処理系排風機 
排風機 
取付ボルト

引張 38 156 A  

非常用ガス処理系 
前置ガス処理装置 

据付ボルト せん断 161 341 A  

非
常
用
ガ
ス
処
理
系 

非常用ガス処理系 
後置ガス処理装置 

据付ボルト せん断 121 341 A  

放
射
線
管
理
用

計
測
装
置 

燃料取替エリア 
排気放射線モニタ 

検出器 
取付ﾎﾞﾙﾄ 

せん断 2 141 A  

MCR 送風機 
ケーシング
取付ボルト

引張 17 173 A  

MCR 排風機 
ケーシング
取付ボルト

引張 6 180 A  

MCR 再循環送風機 
ケーシング
取付ボルト

引張 19 180 A  

放
射
線
管
理
設
備 

中
央
制
御
室
換
気
空
調
系 

MCR 再循環フィルタ 基礎ボルト せん断 17 133 A  

燃料取替機 走行ﾚｰﾙ 組合せ 309 483 B  

原子炉建屋クレーン ガーダ 引張 133 231 B  

使用済燃料貯蔵ラック 
70 体ラック
基礎ボルト

引張 101 153 B  

制御棒・破損燃料貯蔵 
ラック 

サポート部
基礎ボルト

引張 55 153 A  

燃
料
設
備 

燃
料
設
備 

使用済燃料プール・キャス
クピット 

ﾌﾟｰﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ ひずみ 0.000638 0.003 B  

注 1）評価手法 A：簡易評価、B：設計時と同等の評価、C：詳細評価 
 小計：13/13
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表-4.2.8 構造強度評価結果（7/9） 

発生応力
評価基準値
（ⅢAS）評価対象設備 評価部位 応力分類

MPa MPa 

評価 
手法 

備考 

ディーゼル機関 基礎ボルト 引張 18 254 A  

空気だめ 胴板 膜 105 241 A  

燃料ディタンク スカート 座屈 0.12 1.0 A 
発生値は評価基準値に

対する比率で示す 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備 発電機 

軸受台取付
ボルト 

せん断 12 117 A  

ディーゼル機関 基礎ボルト せん断 15 195 A  

空気だめ 胴板 膜 101 241 A  

燃料ディタンク スカート 座屈 0.12 1.0 A 
発生値は評価基準値に

対する比率で示す 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
設
備 

発電機 
軸受台取付
ボルト 

せん断 8 117 A  

125V 系充電器 取付ボルト せん断 4 133 A  

125V 系蓄電池 取付ボルト せん断 5 133 A  

そ
の
他
発
電
装
置 バイタル交流電源設備 取付ボルト せん断 5 133 A  

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 
補機冷却水系熱交換器 

基礎ボルト 引張 67 123 B 
海水熱交換器建屋 
(-3.8m) 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ

イ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
補

機
冷
却
水
系 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 
補機冷却水ポンプ 

原動機取付
ボルト 

せん断 4 122 A 
海水熱交換器建屋 
(-3.8m) 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 
補機冷却海水ﾎﾟﾝﾌﾟ 

原動機 
取付ボルト

せん断 11 118 A 
海水熱交換器建屋 
(+2.4m) 

附
帯
設
備 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ

イ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
補

機
冷
却
海
水
系 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 

補機冷却海水系ｽﾄﾚｰﾅ 
基礎ボルト せん断 12 366 A 

海水熱交換器建屋 
(-3.8m) 

注 1）評価手法 A：簡易評価、B：設計時と同等の評価、C：詳細評価 

 小計：15/15
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表-4.2.8 構造強度評価結果（8/9） 

発生応力 
評価基準値
（ⅢAS）評価対象設備 評価部位 応力分類

MPa MPa 

評価
手法

備考 

配管 一次 202 281 B
主蒸気逃がし安全弁吹き出し

による機械的荷重は考慮せ

ず。 主蒸気系 

支持構造物 組合せ 49 114 B  

配管 一次 
203 

452 注 7) 
274 
308 

B
3 方向同時時刻歴応答解析 
本地震時の内圧を解析に反映

評価基準値は常温での値 

原子炉冷却材再循環系 

支持構造物 
ｽﾅッﾊﾞ
反力 

69 kN 
94 kN 注 7) 

75 kN C

3 方向同時時刻歴応答解析 
減衰定数に 8.0%を適用注 4) 

評価基準値は構造強度評価値
注 4) 

設計容量（定格容量×1.5） 
は、45kN 

配管 一次 80 209 B  
給水系 

支持構造物 組合せ 141 198 B  

配管 一次 72 182 B  
原子炉冷却材浄化系 

支持構造物 組合せ 0.26 1.0 注 5) B  

配管 一次 80 150 B  
放射性ドレン移送系 

支持構造物 組合せ 88 235 B  

配管 一次 122 159 B
制御棒挿入による機械的荷重

を考慮せず 
制御棒駆動系 

支持構造物 組合せ 38 276 B  

配管 一次 96 175 B 評価基準値は常温での値注 6) 

ほう酸水注入系 

支持構造物 組合せ 0.23 1.0 注 5) B  

配管 一次 100 231 B  
残留熱除去系 

支持構造物 組合せ 105 129 B 評価基準値は常温での値注 6)

配管 一次 76 274 B  

配
管 

原子炉隔離時冷却系 

支持構造物 
スナッバ
反力 

18 kN 45kN B
評価基準値は 

設計容量 
（定格容量×1.5） 

注 1) 配管系：減衰定数を表-4.1.2.4 により見直し 
注 2) 配管系：上下、水平の地震動の組合せは SRSS 法を適用 
注 3) 評価手法 A：簡易評価、B：設計時と同等の評価、C：詳細評価 
注 4) 添付資料 3-2-2 参照 
注 5) 圧縮力と曲げモーメントを受ける部材の組合せ応力は次式を満足しなければならない 
   （圧縮応力/許容圧縮応力） ＋ （曲げ応力/許容曲げ応力） ≦ 1 

注 6) 添付資料 2-2 参照 
注 7) RCW 系配管評価見直しに伴う評価見直しを実施 添付資料 3-2-2 参照 

小計：9/9
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表-4.2.8 構造強度評価結果（9/9） 

発生応力 
評価基準値
（ⅢAS）評価対象設備 評価部位 応力分類

MPa MPa 

評価
手法

備考 

配管 一次 157 221 B  
高圧炉心スプレイ系 

支持構造物 組合せ 80 132 B  

配管 一次 85 221 B  
低圧炉心スプレイ系 

支持構造物 組合せ 0.81 1.0 注４） B  

配管 一次 45 188 B  
燃料プール冷却浄化系 

支持構造物 組合せ 88 205 B  

配管 一次 48 215 B  
非常用ガス処理系 

支持構造物 組合せ 59 kN 69 kN B  

配管 一次 45 211 B  
可燃性ガス濃度制御系 

支持構造物 組合せ 111 235 B  

配管 一次 144 201 B  

不活性ガス系 

支持構造物 
ﾚｽﾄﾚｲﾝﾄ
反力 

41 kN 45kN B
評価基準値は 

設計容量 
（定格容量×1.5） 

配管 一次 
209 

231 注６） 
233 
245 

B
３方向同時時刻歴解析 
本地震時の内圧を解析に反映

評価基準値は常温での値 原子炉補機冷却水系 

支持構造物 組合せ
0.84 
0.72  

1.0 注４） B
３方向同時時刻歴解析 
熱による配管反力を除いた値

配管 一次 231 241 B  
原子炉補機冷却海水系 

支持構造物 組合せ 0.92 1.0 注４） B  

配管 一次 72 229 B  
高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 
補機冷却水系 

支持構造物 組合せ 97 141 B  

配
管 
 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 
補機冷却海水系 

配管 一次 57 239 B  

注 1） 配管系：減衰定数を表-4.1.2.4 により見直し 
注 2） 配管系：上下、水平の地震動の組合せは SRSS 法を適用 
注 3） 評価手法 A：簡易評価、B：設計時と同等の評価、C：詳細評価 
注 4) 圧縮力と曲げモーメントを受ける部材の組合せ応力は次式を満足しなければならない 
   （圧縮応力/許容圧縮応力） ＋ （曲げ応力/許容曲げ応力） ≦ 1 
注 5) 海水熱交換器建屋応答加速度で評価した設備は備考に記載（原子炉建屋の場合は記載なし） 

注 6) 原子力安全・保安院の指示に従い、観測記録との差異を考慮した地震応答解析を実施した結果、算出

値が評価基準値を上回ることを確認したため、総合評価を実施した（添付資料 3-2-1 参照） 

小計：10/10
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表-4.2.9 本震時の疲労評価結果（ピーク応力法による評価） 
疲労評価 地震荷重による 

1 次 +2 次応力
(MPa)  

運転状態
Ⅰ，Ⅱ※2 新潟県中越沖地震時 

対象設備 

算出値 
許容値 

3Sm 
疲れ累積
係数:U 

繰返しﾋﾟ
ｰｸ応力強
さ(MPa) 

等価繰返
し回数 

疲れ累積係
数:US 

U+US
評価 
基準値

原子炉隔離時冷
却系配管 

299 
387 

366 
0.0504 
0.0389 

165 
261 

14 
16 

0.0003 
0.0016 

0.0507
0.0405

高圧炉心スプレ
イノズル (N16) 

169 366 0.0038 
73 
104 

0 
14 

0.0000 
0.0001 

0.0038
0.0039

高圧炉心スプレ
イディーゼル補
機冷却水系配管 

520 
547※1 

411 -※3 
389 

453※1 
6 

15 
0.0020 
0.0081 

0.0020
0.0081

1 

※1：クラス 3 配管についてもクラス 1 配管と同様に疲労評価を実施した。 
※2：「運転状態Ⅰ」とは、原子炉施設の通常運転時の状態をいう。 

「運転状態Ⅱ」とは、運転状態Ⅰから逸脱した運転状態であって、運転状態Ⅲ、運転状態Ⅳおよ
び耐圧試験状態以外の状態をいう。 
「運転状態Ⅲ」とは、原子炉施設の故障、異常な作動等により原子炉の運転の停止が緊急に必要
とされる運転状態をいう。 
「運転状態Ⅳ」とは、原子炉施設の安全性を評価する観点から異常な状態を想定した運転状態を
いう。 

※3：設計時においては 1 次+2 次応力が 3Sm 以下であるため JEAG4601 に従い疲れ累積係数は算出し

ていない。 

 
 
表-4.2.10 本震時の疲労評価結果（等価繰返し回数を 60 回とした場合の評価結果） 

疲労評価 
地震荷重による 
1次+2次応力(MPa)  運転状態

Ⅰ,Ⅱ※3 
新潟県中越沖地震時 

対象設備 

算出値 
許容値 

3Sm 
疲れ累積
係数:U 

繰 返 し
ﾋ ﾟ ｰ ｸ応
力 強 さ
(MPa) 

等価繰返
し回数 

疲れ累積係
数:US 

U+US
評価 
基準値

原子炉隔離時冷
却系配管 

299 

327※1 366 
0.0504 
0.0389 

168 
184※1 

60 
0.0015 
0.0019 

0.0519
0.0408

高圧炉心スプレ
イノズル (N16) 

169 

247※1 
366 0.0038 

104 
153※1 

60 
0.0002 
0.0010 

0.004 
0.0048

高圧炉心スプレ
イディーゼル補
機冷却水系配管 

520 
606※1※2 411 -※4 404 

533※1※2 60 
0.0226 
0.0499 

0.0226
0.0499

1 

※1：スペクトルモーダル解析により計算した本震時の１次＋２次応力、繰返し応力強さ 
※2：クラス 3 配管についてもクラス 1 配管と同様に疲労評価を実施した。 
※3：「運転状態Ⅰ」とは、原子炉施設の通常運転時の状態をいう。 

「運転状態Ⅱ」とは、運転状態Ⅰから逸脱した運転状態であって、運転状態Ⅲ、運転状態Ⅳおよ
び耐圧試験状態以外の状態をいう。 
「運転状態Ⅲ」とは、原子炉施設の故障、異常な作動等により原子炉の運転の停止が緊急に必要
とされる運転状態をいう。 
「運転状態Ⅳ」とは、原子炉施設の安全性を評価する観点から異常な状態を想定した運転状態を
いう。 

※4：設計時においては 1 次+2 次応力が 3Sm 以下であるため JEAG4601 に従い疲れ累積係数は算出
していない。 
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図-4.2.7 原子炉隔離時冷却系配管疲労評価実施箇所 

ドライウェルへ 

圧力容器へ 

ドライウェルへ 

疲労評価実施箇所 
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図-4.2.8 高圧炉心スプレイノズル疲労評価実施箇所 

図-4.2.9 高圧炉心スプレイディーゼル補機冷却水系配管疲労評価実施箇所

原子炉 
圧力容器 

疲労評価実施箇所：ノズルセーフエンド 

疲労評価実施箇所 

タービン建屋へ 

高圧炉心スプレイディーゼル 
補機冷却水ポンプへ 
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表-4.2.11 動的機能維持評価結果(1/5) 

水平加速度（G） 上下加速度（G） 
評価対象設備 

応答 
加速度 評価基準値

応答 
加速度 評価基準値 

備考 

ほう酸水注入ポンプ 0.6  1.6  0.3  1.0   

残留熱除去系ポンプ 0.5  10.0  0.3  1.0   

原子炉隔離時冷却系ポンプ 0.5  1.4  0.3  1.0   

原子炉隔離時冷却系ポンプ 

駆動用蒸気タービン 
0.5  2.4  0.3  1.0   

高圧炉心スプレイ系ポンプ 0.5  10.0  0.3 1.0   

低圧炉心スプレイ系ポンプ 0.5 10.0 0.3 1.0  

可燃性ガス濃度制御系 

再結合装置ブロア 
0.6 2.6 0.4 1.0  

非常用ガス処理系排風機 0.8  2.6  0.4  1.0   

注 1) G = 9.80665(m/s2) 
注 2) 地震時機能確認済加速度は、「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1991 追補版」に水

平方向のみしか規定されていない。既往の試験等をもとに上下方向の機能確認済加速度を
定めるとともに水平方向の機能確認済加速度についても見直された値を用いた（参考文献 6
参照） 

 
 小計：8/8
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表-4.2.11 動的機能維持評価結果(2/5) 

水平加速度（G） 上下加速度（G） 
評価対象設備 

応答 
加速度 評価基準値

応答 
加速度 評価基準値 

備考 

MCR 送風機 0.8 2.3 0.4 1.0  

MCR 排風機 0.8 2.6 0.4 1.0  

MCR 再循環送風機 0.8 2.3 0.4 1.0  

非常用ディーゼル発電設備 0.6  1.1  0.3 1.0   

高圧炉心スプレイ系 

非常用ディーゼル発電設備 
0.6 1.1 0.3 1.0  

原子炉補機冷却水ポンプ 0.8 1.4 0.5 1.0  

原子炉補機冷却海水ポンプ 0.8 10.0 0.5 1.0  

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 

補機冷却水ポンプ 
0.8 1.4 0.5 1.0  

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 

補機冷却海水ポンプ 
0.9 10.0 0.5 1.0  

注 1) G = 9.80665(m/s2) 
注 2) 地震時機能確認済加速度は、「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1991 追補版」に水

平方向のみしか規定されていない。既往の試験等をもとに上下方向の機能確認済加速度を
定めるとともに水平方向の機能確認済加速度についても見直された値を用いた（参考文献 6
参照） 

 小計：9/9
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表-4.2.11 動的機能維持評価結果(3/5) 
水平加速度（G） 上下加速度（G） 

評価対象設備 応答 
加速度

評価基準値 応答 
加速度 評価基準値 

備考 

主蒸気系 

（主蒸気外側隔離弁） 
2.8 10.0  2.6 6.2   

主蒸気系 

（主蒸気逃がし安全弁） 
5.0 9.6  1.6 6.1   

原子炉再循環系 

（RHR 停止時冷却試験可能逆止弁） 
2.2 6.0 1.9 6.0  

給水系 

（FDW 原子炉給水ﾗｲﾝ外側隔離弁） 
0.7 6.0  1.6 6.0   

原子炉冷却材浄化系 

（CUW 吸込ライン外側隔離弁） 
1.1 6.0 0.7 6.0  

放射性ドレン移送系 

（D/W サンプライン隔離弁） 
1.3 6.0 0.9 6.0  

ほう酸水注入系 

（SLC 系注入ライン逆止弁） 
0.8 6.0 2.8 6.0  

残留熱除去系 

（RHR 熱交換器バイパス弁） 
1.3 6.0 1.9 6.0  

原子炉隔離時冷却系 

（RCIC 内側試験可能逆止弁） 
1.1 6.0 0.8 6.0  

高圧炉心スプレイ系 

（HPCS S/C 側吸込隔離弁） 
0.9 6.0  0.8 6.0   

低圧炉心スプレイ系 

（LPCS ポンプ吸込隔離弁） 
0.9 6.0  0.5 6.0   

非常用ガス処理系 

（SGTS トレイン出口隔離弁） 
1.1 6.0 0.5 6.0  

可燃性ガス濃度制御系 

（FCS 入口隔離弁） 
1.1  6.0  0.8 6.0   

不活性ガス系 

（AC 格納容器負圧防止用隔離弁） 
1.1  6.0  0.3 6.0   

原子炉補機冷却水系 

（RCW 常用冷却水供給側分離弁） 
2.5 6.0 0.4 6.0  

原子炉補機冷却海水系 

（RSW RCW 熱交換器 RSW 出口弁） 
2.1 6.0 0.9 6.0  

弁 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲﾃﾞｨｰｾﾞﾙ補機冷却海水系 

（HPSW HPCW 熱交換器 HPSW 出口弁） 
0.9 6.0 0.5 6.0  

注 1) G = 9.80665(m/s2) 
注 2) 地震時機能確認済加速度は、「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1991 追補版」に水平方向のみしか

規定されていない。既往の試験等をもとに上下方向の機能確認済加速度を定めるとともに水平方向の機能確

認済加速度についても見直された値を用いた（参考文献 6 参照）。 

小計：17/17
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表-4.2.11 動的機能維持評価結果(4/5) 
評価基準値との比較 

水平加速度（G） 上下加速度（G） 
評価対象設備 

応答 
加速度 

評価基準値
応答 

加速度
評価基準値 

備考 

モニタ計器 
（中性子源領域モニタ用） 

0.57 3.0 0.34 2.0  

温度検出器 
（主蒸気管トンネル室漏えい

検出（換気出口温度）用） 
0.53 10 0.25 10  

加速度検出器 
（水平方向地震加速度検出器 
（ＴＰ２７８００）用） 

0.71 3.0 0.34 1.5  

水位変換器 
（スクラム排出容器(A)/(B) 

水位用） 
0.55 3.0 0.28 3.0  

警報設定器 
（スクラム排出容器(A)/(B) 

水位用） 
0.57 4.0 0.34 2.0  

レベルスイッチ 
（スクラム排出容器(A)/(B) 

水位用） 
0.55 3.0 0.28 1.5  

位置スイッチ 
（主蒸気止め弁(No.1～No.4) 

原子炉保護インターロック用） 
0.83 6.0 0.43 6.0 

タ ー ビ ン

建屋 

計
測
制
御
系
統
設
備 

圧力スイッチ 
（タービン蒸気加減弁急速閉用）

0.89 3.0 0.45 3.0 
タ ー ビ ン

建屋 

継電器 
（発電機逆電力継電器用） 

0.55 3.0 0.28 1.2  
電
気
設
備 

真空遮断器 

（6.9kV ﾒﾀﾙｸﾗｯﾄﾞｽｲｯﾁｷﾞﾔ 

5C、5D、5H 用） 
0.55 1.5 0.28 1.5  

注 1) G = 9.80665(m/s2) 
注 2) 評価基準値は、既往の試験等をもとに定めた。 

注 3) ﾀｰﾋﾞﾝ建屋応答加速度で評価した設備は備考に記載（原子炉建屋の場合は記載なし） 

 
 
 

表-4.2.11 動的機能維持評価結果(5/5) 

評価対象設備 
燃料集合体の地震時 
相対変位（mm） 

確認済相対変位（mm） 

制御棒 
（地震時の挿入性） 

12.6 40.0 

注 1） 確認済相対変位とは、加振時の挿入性試験により、目安時間内に制御棒が挿入されたことが確認された値である

（参考文献７）。 

小計：10/10
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4.1.3  総合評価 

4.1.3.1  総合評価の方法 

「4.1.1 設備点検」および「4.1.2 地震応答解析」の結果を踏まえ、構造

強度が要求される静的機器と動的機能が要求される動的機器について、そ

れぞれ設備健全性の総合評価を行う（図-4.3.1 および図-4.3.2 参照）。 

 
(1)  設備点検で異常が確認されなかった場合 

a.  構造強度評価 

① 設備点検結果が良好で、かつ、地震応答解析において評価基準値※

を満足する設備については設備健全性を満足するものと評価する。 

② 設備点検結果が良好にもかかわらず、地震応答解析において評価

基準値を満足しないとの結果が得られた設備については、 

・地震応答解析が裕度を有している可能性、もしくは、 

・実施可能な設備点検手法によっては、地震による設備への微小

な影響が把握できない可能性 

を考慮し、モックアップ試験、構造強度解析の合理化（規格基準

の範疇に対し、より現実的な計算結果を与える合理的解析の実施）

等により当該設備が十分な構造強度を有することが確認できる場

合には、設備健全性を満足するものと評価する。 

なお、当該設備の補修または取替を実施する場合はこの限りでない。 

 

※ 構造強度評価の評価基準値は、「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-
補・1984、JEAG4601-1987、JEAG4601-1991 追補版」に規定される許容応

力状態ⅢAS における許容応力を基本とした。 
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b.  動的機能維持評価 

動的機能維持に関する総合評価は、「原子力発電所耐震設計技術指針

JEAG4601-1991 追補版」に準拠し、下記のように実施する。 

① 設備点検（分解点検、作動試験等）結果が良好で、かつ、応答加速

度が機能確認済加速度を満足する設備については、設備健全性を満

足するものと評価する。 

② 応答加速度が機能確認済加速度を満足しない場合、基本点検（目視

試験、作動試験）に加え、前述のように追加点検（分解点検）を実

施する。損傷箇所が確認されない場合、当該設備は機能確認済加速

度を超えて機能維持が可能であると考え、設備は健全性を確保して

いるものと評価する。 

 
(2)  設備点検で異常が確認された場合 

a.  構造強度評価 

設備点検結果が良好ではない設備については、設備の損傷による機能へ

の影響を評価することを含め損傷原因の究明を行うとともに補修、補強、

取替、もしくは、損傷が設備健全性に与える影響について検討等の対策の

要否判断を講じる。 

 

b.  動的機能維持評価 

設備点検（作動試験、分解点検等）において異常が認められた場合には、

損傷による機能への影響を評価することを含め、原因の究明を実施すると

ともに、損傷箇所があれば補修、補強または取替等の要否判断を実施する。 
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基本点検

（例） ・目視点検

・漏えい試験

・機能試験

A:簡易評価

B:設計と同等の評価

C:詳細評価

設備点検設備点検

異常あり？

異常あり？

算出値＜ⅢAS

算出値＜ⅢAS

地震応答解析地震応答解析

追加点検

（例）・分解点検

・PT，UT

N

N

Y

Y

N

Y

Y

N

総合評価総合評価

・モックアップ試験

・追加評価（規格基準の範疇に対し，より現
実的な計算結果を与える合理的解析の実施）

評価基準を満足
しない

・損傷原因の究明

・補修，補強，取
替の要否判断

評価終了良好

異常あり異常なし
点検

解析

・モックアップ試験

・追加評価（規格基準の範疇に対し，より現
実的な計算結果を与える合理的解析の実施）

評価基準を満足
しない

・損傷原因の究明

・補修，補強，取
替の要否判断

評価終了良好

異常あり異常なし
点検

解析

設備点検，地震応答解析の結果に応じて以下のような判断を行う

図-4.3.1 点検・解析評価の流れ（構造強度評価） 

 
基本点検

・作動試験

解析による応答加速
度と機能確認済加速
度との比較

設備点検設備点検

異常あり？

異常あり？

応答加速度＜
機能確認済加速度

地震応答解析地震応答解析

追加点検

・分解点検

N

N

Y

Y

Y

N

総合評価総合評価

評価終了（当該設備は機能確認済加速度を超え
て機能維持が可能であると判断）※

機能確認済み加速
度を満足しない

・損傷原因の究明

・補修，補強，取
替の要否判断

評価終了良好

異常あり異常なし
点検

解析

評価終了（当該設備は機能確認済加速度を超え
て機能維持が可能であると判断）※

機能確認済み加速
度を満足しない

・損傷原因の究明

・補修，補強，取
替の要否判断

評価終了良好

異常あり異常なし
点検

解析

設備点検，地震応答解析の結果に応じて以下のような判断を行う

※　運転データ採取など行い、継続的に監視を実施する。

図-4.3.2 点検・解析評価の流れ（動的機能維持評価） 
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4.1.3.2  総合評価結果 

地震応答解析（構造強度評価および動的機能維持評価）においては、 

原子炉冷却材再循環系配管及び支持構造物を除く、すべての原子炉安全

上重要な設備について、算出値が評価基準値を満足したことから、設備点

検において異常が確認された設備（原子炉安全上重要な設備以外も含む）

について、総合評価を実施した（添付資料-3-1 参照）。 

これらの設備については、損傷原因の究明を行い、地震による影響か否

かを検討した。ここで、地震に起因しない事象に対しては、通常の保全プ

ログラムによる対応が可能と考えられることから、基本的に原形復旧をも

って対応した。また、地震影響が否定できない事象については、地震によ

る影響を評価の上、健全性評価を実施するとともに、その結果を踏まえた

対応策を検討した（表-4.3.1 参照）。 

なお、原子力安全・保安院の指示に従い、原子炉補機冷却水系配管に対

し、観測記録との差異を考慮した地震応答解析を実施した結果、算出値が

評価基準値を上回ることから、設備健全性の評価を実施した（添付資料

-3-2-1 参照）。 

原子炉冷却材再循環系配管及び支持構造物については、再解析の結果、

算出値が評価基準値を上回ることから、追加点検を実施し、設備健全性の

総合評価を実施した（添付資料-3-2-2 参照）。 

 

(1)  設備点検において異常が確認された設備 

a.  損傷原因の究明（地震による影響の評価） 

設備点検により確認された事象について、設備の状況や地震応答解

析結果等を踏まえ、地震に起因して発生したものか否かについて検討

を行った。観察された事象の多くは、原因が明らかであったが、ジェ

ットポンプウエッジのズレの事象、制御棒駆動機構のカップリング不

良事象および燃料集合体の燃料支持金具からの外れ事象等については、

地震の影響であるかを詳細に検討し、地震の影響でないことを確認し

た（添付資料-3-3-1～3 参照）。 
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(a)  地震に起因すると考えられる事象※（33 機器） 

① 地震力による部品等のずれ、こすれ、損傷等の事象（25 機器） 

（主タービン、発電機、主変圧器等） 

② 地盤沈下による変形、損傷事象（2 機器） 

（不活性ガス系配管の変形） 

③ グラウトの微細なひび（6 機器） 

（不活性ガス系液化窒素貯槽基礎架台等） 

※ 地震による影響が否定できない事象を含む。 
 

(b)  地震に起因しないと考えられる事象（77 機器） 

① 通常の保全活動にて確認される劣化事象（48 機器）（パッキンの劣

化、計器類の性能低下等） 

② 異物の噛み込み等偶発的な事象（6 機器）（弁のシートパス等） 

③ 固着等一時的に発生した事象（13 機器） 

④ 施工不良等に起因する事象（10 機器）（溶接不良、ボルト締め付け

不良等） 

 
b.  健全性評価（追加評価を含む）および対応策検討 

損傷原因の究明の結果、地震に起因すると考えられる事象について、

以下に示すとおり健全性評価を実施し、対応策を検討した（添付資料

3-4-1～3 参照）。 

 

(a)  地震の影響による事象で健全性に影響を与えると考えられる事象 

以下の事象については健全性評価の結果、構造強度または機器の

機能に影響を及ぼすものと判断した（11 機器）。 

1)  地震力による部品等のずれ、こすれ、損傷等の事象（9 機器） 

① 主タービン（高圧および低圧タービン(A)、(B)、(C) ）の内部構造 

物の接触・損傷等 

② 変圧器（主変圧器、所内変圧器(A)(B)）の内部構造物等のずれ 

③ 焼却装置の耐火レンガの転倒および、耐火ボードの損傷 

④ 補助ボイラ(A)の給電部と電極部をつなぐボルトの折損 
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2)  地盤沈下による変形、損傷事象（2 機器） 

① 配管および支持構造物（不活性ガス系主配管）の変形 

 

これらの事象は、いずれも耐震重要度が低い設備に確認され、原

子炉安全上重要な設備への波及的影響も考え難い事象であったこと

から、損傷部品の交換、補修、手入れ等により、原形復旧を行った。 

 

(b)  地震の影響による事象で健全性が確認できたもの 

地震に起因する事象または地震による影響が否定できない以下の

事象については、いずれも軽微な事象であり、機器の構造強度や機

能に影響を与えるものではないものと判断した。 

 

1)  地震力による部品等のずれ、こすれ、損傷の事象（16 機器） 

① 主発電機本体の内部構造物等に確認された接触痕 

② 循環水ポンプ(A)、(B)、(C)フランジ部からの内部流体の滲み 

③ トレンチ内配管（原子炉補機冷却系主配管等）の接触痕 

④ 2 号高起動変圧器 内部構造物のずれ 

⑤ 純水タンク(No3.No.4)滑動防止用ボルトの伸び 

⑥ 復水器(A)、(B)、(C)の整流板の浮上がりおよび変形 

⑦ 制御盤内扉ストッパーの変形等 

⑧ 低起動変圧器(5SA)、(5SB)「本体ゴムセル異常」警報の発生 

 

2)  グラウト部の微小なひび（6 機器） 

① サービス建屋換気空調系（送風機（A）(B））等のグラウトのひび 

 

これらの事象については、機器の構造強度や機能に影響を与えるもので

はないものの、一部を除いて念のため点検手入れ、補修、取替を実施する

ことで、原形に復旧することとした。 

 

 



71 

(2)  原子力安全・保安院の指示に基づく地震応答解析の結果、算出値が評価

基準値を上回る設備 

a.  原子炉冷補機冷却水系配管 

原子炉補機冷却水系配管については、原子力安全・保安院の指示に

基づき、観測記録との差異を考慮した地震応答解析を実施した結果、

算出値が評価基準値を上回ることから、設備健全性の評価を実施した。 

(a)  追加点検結果 

地震により配管に想定される損傷である変形及び割れを確認する

観点から、詳細目視点検及び浸透探傷試験を実施した結果、変形、

割れ等の異常は確認されなかった。 

また、地震により疲労強度に影響を与える塑性ひずみが発生して

いないことを確認するため、硬さ測定を実施した結果、異常は確認

されなかった。 

(b)  評価結果 

地震応答解析の結果に基づき実施した追加点検の結果、当該配管

に異常は確認されなかった。地震応答解析は、一般的に解析手法、

減衰定数、応力係数、評価基準値等に裕度を有しており、当該配管

において、追加点検で異常が確認されなかったことから、解析の結

果はこれらの裕度を有していたものと考えられる。以上を総合的に

評価し、当該配管は、設備健全性を満足するものと評価した。 

なお、点検と解析結果の差に対する検討として、地震応答解析が

有する裕度の一因として当該設備の物性値に着目し、本算出値と、

材料証明書の値を比較した結果、算出値は材料証明書の値を下回る

ことを確認した。 

 

(3)  地震応答解析の結果、算出値が評価基準値を上回る設備 

地震応答解析の結果、算出値が評価基準値を上回る設備については、

追加点検を行い、総合評価を実施した。 
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a.  原子炉冷却材再循環系配管 

(a)  追加点検結果 

地震により配管に想定される損傷である変形及び割れを確認する

観点から、詳細目視点検及び浸透探傷試験を実施した結果、変形、

割れ等の異常は確認されなかった。 

また、地震により疲労強度に影響を与える塑性ひずみが発生して

いないことを確認するため、硬さ測定を実施した結果、異常は確認

されなかった。 

(b)  総合評価結果 

地震応答解析の結果に基づき実施した追加点検の結果、当該配管

に異常は確認されなかった。地震応答解析は、一般的に解析手法、

減衰定数、応力係数、評価基準値等に裕度を有しており、当該配管

において、追加点検で異常が確認されなかったことから、解析の結

果はこれらの裕度を有していたものと考えられる。以上を総合的に

評価し、当該配管は、設備健全性を満足するものと評価した。 

なお、点検と解析結果の差に対する検討として、地震応答解析が

有する裕度の一因として当該設備の物性値及び観測記録との差異に

着目し、観測記録との差異を考慮した地震応答解析を実施した結果、

算出値が材料証明書の値を下回ることを確認した。 

 

b.  原子炉冷却材再循環系配管支持構造物 

(a)  追加点検結果 

地震により支持構造物（メカニカルスナッバ）に想定される損傷

である内部部品の変形を確認する観点から、低速走行試験及び分解

点検を実施した結果、内部部品に変形等の異常は確認されなかった。 

なお、当該スナッバは耐震強化工事に伴い容量の大きいスナッバ

への取替を実施している。 

(b)  総合評価結果 

地震応答解析の結果に基づき実施した追加点検の結果、当該配管

支持構造物に異常は確認されなかった。地震応答解析は、一般的に
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解析手法、減衰定数、応力係数、評価基準値等に裕度を有しており、

当該配管において、追加点検で異常が確認されなかったことから、

解析の結果はこれらの裕度を有していたものと考えられる。以上を

総合的に評価し、当該配管支持構造物は、設備健全性を満足するも

のと評価した。 

なお、点検と解析結果の差に対する検討として、地震応答解析が

有する裕度の一因として当該設備の減衰定数に着目し、既往の研究

結果に基づき求められた減衰定数（8%）を用いた地震応答解析を実

施した結果、算出値は評価基準値を下回ることを確認した。 
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判
断

し
た

。

良
-

通
常

の
保

全
作

業
と

し
て

手
入

れ
を

実
施

し
た

。
作

動
試

験
・
漏

え
い

確
認

を
実

施
し

、
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

4
ｂ

－
１

復
水

器
復

水
浄

化
ポ

ン
プ

N
2
5
-

C
0
0
1

B
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
の

シ
ー

ル
面

に
傷

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

-

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

の
分

解
点

検
を

行
っ

た
結

果
、

シ
ー

ル
面

に
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
当

該
ポ

ン
プ

は
、

地
震

発
生

時
は

運
転

状
態

で
あ

り
、

地
震

発
生

前
に

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

か
ら

の
漏

え
い

は
な

か
っ

た
。

そ
の

後
、

当
該

ポ
ン

プ
の

停
止

後
に

漏
え

い
を

確
認

し
た

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

ポ
ン

プ
停

止
時

の
シ

ー
ル

面
圧

の
一

時
的

な
変

化
に

よ
っ

て
漏

え
い

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

念
の

た
め

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

の
交

換
を

行
い

、
試

運
転

・
漏

え
い

確
認

に
て

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

5
ｂ

－
１

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系
放

射
性

移
送

ド
レ

ン
系

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

K
1
1
-

C
1
0
2

D
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
グ

ラ
ン

ド
リ

ー
ク

水
が

床
面

に
飛

散
し

て
い

る
を

確
認

し
た

。
-

当
該

ポ
ン

プ
は

起
動

停
止

を
繰

り
返

し
運

用
さ

れ
る

設
備

で
あ

る
。

地
震

後
の

運
転

状
態

に
お

い
て

、
グ

ラ
ン

ド
リ

ー
ク

水
の

飛
散

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

が
、

そ
の

後
の

繰
り

返
し

運
転

の
中

で
グ

ラ
ン

ド
リ

ー
ク

水
が

飛
散

し
た

も
の

で
あ

る
。

よ
っ

て
地

震
の

影
響

で
は

な
く
、

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

グ
ラ

ン
ド

部
の

ガ
ス

ケ
ッ

ト
の

増
し

締
め

を
実

施
し

、
異

常
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号

循
環

水
ポ

ン
プ

不
適

合
分

類

復
水

器

（
１

）
立

形
ポ

ン
プ
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(2
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

6
ｂ

－
４

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
E
5
1
-

C
0
0
1

-
○

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
４

段
目

イ
ン

ペ
ラ

キ
ー

の
先

端
部

に
へ

こ
み

が
確

認
さ

れ
た

。
良

前
回

の
本

格
点

検
時

に
キ

ー
溝

が
ず

れ
た

ま
ま

組
立

て
を

行
い

，
テ

ー
パ

ー
処

理
さ

れ
て

い
る

キ
ー

先
端

部
が

ス
リ

ー
ブ

に
当

た
り

へ
こ

み
に

至
っ

た
も

の
で

あ
る

。
そ

の
後

、
ス

リ
ー

ブ
の

位
置

の
調

整
を

行
い

正
規

の
位

置
に

納
ま

っ
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

イ
ン

ペ
ラ

キ
ー

の
交

換
を

実
施

し
、

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

7
ｂ

－
３

A
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
か

ら
の

リ
ー

ク
を

確
認

し
た

。
-

当
該

ポ
ン

プ
は

起
動

停
止

を
繰

り
返

し
運

用
さ

れ
る

設
備

で
あ

る
。

地
震

後
の

運
転

状
態

に
お

い
て

、
リ

ー
ク

が
確

認
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
が

、
そ

の
後

の
繰

り
返

し
運

転
の

中
で

リ
ー

ク
が

発
生

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
運

転
状

態
の

再
確

認
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

の
漏

れ
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

た
め

、
一

時
的

な
事

象
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

な
お

、
同

じ
運

用
を

し
て

い
る

他
の

ポ
ン

プ
に

お
い

て
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
の

点
検

を
実

施
し

て
い

る
が

、
シ

ー
ル

面
に

異
常

が
確

認
さ

れ
て

い
な

い
。

無
-

-
-

継
続

監
視

す
る

こ
と

と
し

、
作

動
試

験
・
漏

え
い

確
認

を
行

い
異

常
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

8
ｂ

－
１

B
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
か

ら
の

リ
ー

ク
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
の

シ
ー

ル
面

に
傷

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
た

。

-

当
該

ポ
ン

プ
は

起
動

停
止

を
繰

り
返

し
運

用
さ

れ
る

設
備

で
あ

る
。

地
震

後
の

運
転

状
態

に
お

い
て

、
リ

ー
ク

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
分

解
点

検
を

実
施

し
た

が
、

シ
ー

ル
面

に
異

常
が

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
よ

っ
て

、
経

年
使

用
に

よ
る

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

の
機

能
低

下
が

原
因

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

の
交

換
を

実
施

し
、

作
動

試
験

・
漏

え
い

確
認

を
行

い
異

常
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

9
ｂ

－
１

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系
廃

ス
ラ

ッ
ジ

系

廃
ス

ラ
ッ

ジ
系

受
ポ

ン
プ

K
2
1
-

C
0
6
1

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
か

ら
の

リ
ー

ク
を

確
認

し
た

。
-

当
該

ポ
ン

プ
は

起
動

停
止

を
繰

り
返

し
運

用
さ

れ
る

設
備

で
あ

る
。

地
震

後
の

運
転

状
態

に
お

い
て

、
リ

ー
ク

が
確

認
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
が

、
そ

の
後

の
繰

り
返

し
運

転
の

中
で

リ
ー

ク
が

発
生

し
た

も
の

で
あ

る
。

よ
っ

て
地

震
の

影
響

で
は

な
く
、

経
年

劣
化

に
よ

る
リ

ー
ク

と
判

断
し

た
。

な
お

、
同

じ
運

用
を

し
て

い
る

他
の

ポ
ン

プ
に

お
い

て
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
の

点
検

を
実

施
し

て
い

る
が

、
シ

ー
ル

面
に

異
常

が
確

認
さ

れ
て

い
な

い
。

無
-

-
-

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

の
交

換
を

実
施

し
、

作
動

試
験

・
漏

え
い

確
認

を
行

い
異

常
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

K
1
2
-

C
0
0
1

（
２

）
横

形
ポ

ン
プ

低
電

導
度

廃
液

系
収

集
ポ

ン
プ

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系
低

電
導

度
廃

液
系
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(3
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

1
0

ｂ
－

１

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系
廃

ス
ラ

ッ
ジ

系

復
水

浄
化

系
粉

末
樹

脂
沈

降
分

離
槽

デ
カ

ン
ト

ポ
ン

プ

K
2
1
-

C
0
5
1

A
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
か

ら
の

リ
ー

ク
を

確
認

し
た

。
-

当
該

ポ
ン

プ
は

起
動

停
止

を
繰

り
返

し
運

用
さ

れ
る

設
備

で
あ

る
。

地
震

後
の

運
転

状
態

に
お

い
て

、
リ

ー
ク

が
確

認
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
が

、
そ

の
後

の
繰

り
返

し
運

転
の

中
で

リ
ー

ク
が

発
生

し
た

も
の

で
あ

る
。

よ
っ

て
地

震
の

影
響

で
は

な
く
、

経
年

劣
化

に
よ

る
リ

ー
ク

と
判

断
し

た
。

な
お

、
同

じ
運

用
を

し
て

い
る

他
の

ポ
ン

プ
に

お
い

て
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
の

点
検

を
実

施
し

て
い

る
が

、
シ

ー
ル

面
に

異
常

が
確

認
さ

れ
て

い
な

い
。

無
-

-
-

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

の
交

換
を

実
施

し
、

作
動

試
験

・
漏

え
い

確
認

を
行

い
異

常
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

1
1

ｂ
－

１
A

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
ろ

過
機

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

か
ら

の
リ

ー
ク

を
確

認
し

た
。

-

当
該

ポ
ン

プ
は

起
動

停
止

を
繰

り
返

し
運

用
さ

れ
る

設
備

で
あ

る
。

地
震

後
の

運
転

状
態

に
お

い
て

、
リ

ー
ク

が
確

認
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
が

、
そ

の
後

の
繰

り
返

し
運

転
の

中
で

リ
ー

ク
が

発
生

し
た

も
の

で
あ

る
。

よ
っ

て
地

震
の

影
響

で
は

な
く
、

経
年

劣
化

に
よ

る
リ

ー
ク

と
判

断
し

た
。

な
お

、
同

じ
運

用
を

し
て

い
る

他
の

ポ
ン

プ
に

お
い

て
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
の

点
検

を
実

施
し

て
い

る
が

、
シ

ー
ル

面
に

異
常

が
確

認
さ

れ
て

い
な

い
。

無
-

-
-

ろ
過

機
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
の

交
換

を
実

施
し

、
作

動
試

験
・
漏

え
い

確
認

を
行

い
異

常
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

1
2

ｂ
－

１
B

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
ろ

過
機

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

か
ら

の
リ

ー
ク

を
確

認
し

た
。

-

当
該

ポ
ン

プ
は

起
動

停
止

を
繰

り
返

し
運

用
さ

れ
る

設
備

で
あ

る
。

地
震

後
の

運
転

状
態

に
お

い
て

、
リ

ー
ク

が
確

認
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
が

、
そ

の
後

の
繰

り
返

し
運

転
の

中
で

リ
ー

ク
が

発
生

し
た

も
の

で
あ

る
。

よ
っ

て
地

震
の

影
響

で
は

な
く
、

経
年

劣
化

に
よ

る
リ

ー
ク

と
判

断
し

た
。

な
お

、
同

じ
運

用
を

し
て

い
る

他
の

ポ
ン

プ
に

お
い

て
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
の

点
検

を
実

施
し

て
い

る
が

、
シ

ー
ル

面
に

異
常

が
確

認
さ

れ
て

い
な

い
。

無
-

-
-

ろ
過

機
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
の

交
換

を
実

施
し

、
作

動
試

験
・
漏

え
い

確
認

を
行

い
異

常
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

K
1
4
-

D
0
1
3

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系
洗

濯
廃

液
系

洗
濯

廃
液

系
ろ

過
機
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(4
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

1
3

ｂ
－

１

補
助

ボ
イ

ラ
に

附
属

す
る

ボ
イ

ラ
水

処
理

設
備 薬

液
注

入
装

置

低
負

荷
用

脱
酸

剤
ポ

ン
プ

P
6
2
-

C
0
0
6

-
-

基
本

点
検

（
作

動
試

験
）
の

結
果

、
ポ

ン
プ

ス
ト

ロ
ー

ク
１

０
０

％
ま

で
上

昇
さ

せ
起

動
状

態
を

確
認

し
た

が
、

通
常

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
に

振
れ

が
見

ら
れ

る
は

ず
が

、
振

れ
が

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
ポ

ン
プ

ボ
ー

ル
バ

ル
ブ

に
固

着
が

確
認

さ
れ

た
。

-

分
解

点
検

の
結

果
、

ポ
ン

プ
内

の
吸

込
側

ボ
ー

ル
バ

ル
ブ

の
固

着
が

確
認

さ
れ

た
。

こ
の

た
め

吸
込

流
量

が
確

保
さ

れ
ず

吐
出

圧
力

が
上

昇
し

な
か

っ
た

も
の

と
判

断
し

た
。

地
震

の
影

響
で

固
着

す
る

よ
う

な
も

の
で

は
な

い
こ

と
か

ら
、

長
期

停
止

に
よ

る
固

着
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

通
常

の
保

全
作

業
と

し
て

手
入

れ
を

実
施

し
、

作
動

試
験

・
漏

え
い

確
認

を
行

い
異

常
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

ｂ
－

２

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
コ

ネ
ク

テ
ィ

ン
グ

ロ
ッ

ド
ホ

ワ
イ

ト
メ

タ
ル

部
に

判
定

基
準

外
の

浸
透

指
示

模
様

が
認

め
ら

れ
た

。

良

分
解

点
検

の
結

果
、

コ
ネ

ク
テ

ィ
ン

グ
ロ

ッ
ド

ホ
ワ

イ
ト

メ
タ

ル
部

に
変

形
が

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
浸

透
指

示
模

様
が

確
認

さ
れ

た
箇

所
は

コ
ネ

ク
テ

ィ
ン

グ
ロ

ッ
ド

と
ク

ラ
ン

ク
軸

が
摺

動
す

る
箇

所
に

あ
っ

て
摺

動
方

向
に

線
状

に
見

ら
れ

る
こ

と
か

ら
異

物
が

入
り

発
生

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

-
-

-

通
常

の
手

入
れ

で
対

応
可

能
な

N
o
.1

お
よ

び
N

0
.2

コ
ネ

ク
テ

ィ
ン

グ
ロ

ッ
ド

ホ
ワ

イ
ト

メ
タ

ル
は

再
使

用
し

、
Ｎ

０
．

３
コ

ネ
ク

テ
ィ

ン
グ

ロ
ッ

ド
に

つ
い

て
は

交
換

を
実

施
し

た
。

作
動

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

ｂ
－

１

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
ベ

ア
リ

ン
グ

ケ
ー

ジ
(カ

ッ
プ

リ
ン

グ
側

・
反

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

側
）
寸

法
測

定
の

結
果

、
ベ

ア
リ

ン
グ

と
の

間
隙

許
容

値
の

逸
脱

が
確

認
さ

れ
た

。

良

分
解

点
検

の
結

果
、

打
痕

や
変

形
等

が
確

認
さ

れ
て

な
か

っ
た

。
よ

っ
て

運
転

中
に

よ
る

経
年

的
な

磨
耗

や
分

解
点

検
時

の
手

入
れ

等
に

よ
る

磨
耗

に
よ

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

-
-

-
ベ

ア
リ

ン
グ

ケ
ー

ジ
の

交
換

を
実

施
し

、
作

動
試

験
に

て
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

1
5

ｂ
－

１
Ｂ

○

基
本

点
検

（
漏

え
い

確
認

）
の

結
果

、
シ

リ
ン

ダ
ー

グ
ラ

ン
ド

部
に

許
容

漏
れ

量
を

超
え

る
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
グ

ラ
ン

ド
部

の
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）

の
結

果
、

ポ
ン

プ
部

品
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

良

分
解

点
検

の
結

果
、

ポ
ン

プ
部

品
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

グ
ラ

ン
ド

パ
ッ

キ
ン

の
経

年
劣

化
に

よ
り

漏
え

い
に

至
っ

た
も

の
で

あ
り

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

当
該

グ
ラ

ン
ド

パ
ッ

キ
ン

の
交

換
を

実
施

し
た

。

ほ
う

酸
水

注
入

系
ほ

う
酸

水
注

入
系

ポ
ン

プ
C

4
1
-

C
0
0
1

無
○

A

（
３

）
往

復
動

式
ポ

ン
プ

1
4
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(5
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

1
6

ｂ
－

１

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

電
源

装
置

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

M
G

セ
ッ

ト

C
8
1
-

C
0
0
2

A
-

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
励

磁
機

軸
振

れ
値

が
許

容
値

以
上

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
-

近
接

の
軸

受
け

メ
タ

ル
・
基

礎
部

に
異

常
が

み
ら

れ
な

い
こ

と
、

過
去

に
も

同
様

の
事

象
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

経
年

劣
化

が
原

因
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

励
磁

機
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
面

の
修

正
加

工
を

実
施

し
た

。

1
7

ｂ
－

１
Ａ

-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
電

動
機

負
荷

側
・
反

負
荷

側
軸

受
の

排
油

口
の

蓋
の

パ
ッ

キ
ン

か
ら

グ
リ

ー
ス

油
の

に
じ

み
を

確
認

し
た

。
排

油
口

の
蓋

の
パ

ッ
キ

ン
が

劣
化

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

-

負
荷

側
・
反

負
荷

側
軸

受
排

油
口

の
蓋

に
変

形
等

は
な

く
、

パ
ッ

キ
ン

が
経

年
劣

化
（
潰

れ
・
は

み
出

し
・
割

れ
）
し

た
も

の
で

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

負
荷

側
・
反

負
荷

側
軸

受
の

排
油

口
用

パ
ッ

キ
ン

の
交

換
を

実
施

し
、

異
常

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

1
8

ｂ
－

１
Ｂ

-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
電

動
機

負
荷

側
・
反

負
荷

側
軸

受
の

排
油

口
の

蓋
の

パ
ッ

キ
ン

か
ら

グ
リ

ー
ス

油
の

に
じ

み
を

確
認

し
た

。
排

油
口

の
蓋

の
パ

ッ
キ

ン
が

劣
化

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

-

負
荷

側
・
反

負
荷

側
軸

受
排

油
口

の
蓋

に
変

形
等

は
な

く
、

パ
ッ

キ
ン

が
経

年
劣

化
（
潰

れ
・
は

み
出

し
・
割

れ
）
し

た
も

の
で

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

負
荷

側
・
反

負
荷

側
軸

受
の

排
油

口
用

パ
ッ

キ
ン

の
交

換
を

実
施

し
、

異
常

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

1
9

ｂ
－

３
Ａ

○
基

本
点

検
（
作

動
試

験
）
の

結
果

、
電

動
機

負
荷

電
流

が
定

格
電

流
値

以
上

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
良

電
動

機
・
ポ

ン
プ

と
も

に
外

観
上

の
異

常
お

よ
び

異
音

・
異

臭
・
振

動
・
漏

え
い

等
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
電

流
値

を
継

続
し

て
監

視
し

た
結

果
、

最
終

的
に

定
格

電
流

を
下

回
る

値
と

な
っ

た
。

系
統

内
部

の
海

生
物

の
付

着
に

よ
る

ポ
ン

プ
流

量
の

変
化

（
圧

力
損

失
）
が

電
動

機
電

流
に

影
響

を
与

え
て

い
る

も
の

と
考

え
ら

れ
た

。
ポ

ン
プ

連
続

運
転

に
よ

り
海

生
物

の
付

着
が

剥
が

れ
、

圧
力

損
失

が
低

減
し

た
結

果
、

電
動

機
電

流
値

は
低

下
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

-

ｂ
－

３

基
本

点
検

（
作

動
試

験
）
の

結
果

、
電

動
機

負
荷

電
流

が
定

格
電

流
値

以
上

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

良

電
動

機
・
ポ

ン
プ

と
も

に
外

観
上

の
異

常
お

よ
び

異
音

・
異

臭
・
振

動
・
漏

え
い

等
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
電

流
値

を
継

続
し

て
監

視
し

た
結

果
、

最
終

的
に

定
格

電
流

を
下

回
る

値
と

な
っ

た
。

系
統

内
部

の
海

生
物

の
付

着
に

よ
る

ポ
ン

プ
流

量
の

変
化

（
圧

力
損

失
）
が

電
動

機
電

流
に

影
響

を
与

え
て

い
る

も
の

と
考

え
ら

れ
た

。
ポ

ン
プ

連
続

運
転

に
よ

り
海

生
物

の
付

着
が

剥
が

れ
、

圧
力

損
失

が
低

減
し

た
結

果
、

電
動

機
電

流
値

は
低

下
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

-

ｂ
－

１
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
電

動
機

軸
受

温
度

検
出

器
ケ

ー
ブ

ル
の

被
覆

に
損

傷
を

発
見

し
た

。
良

温
度

検
出

器
の

外
観

上
は

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

通
常

使
用

に
お

け
る

電
動

機
の

振
動

に
よ

り
当

該
ケ

ー
ブ

ル
が

磨
耗

劣
化

し
た

こ
と

が
原

因
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

温
度

検
出

器
ケ

ー
ブ

ル
の

引
替

え
を

実
施

し
復

旧
し

た
。

C
1
2
-

C
0
0
1

制
御

棒
駆

動
系

制
御

棒
駆

動
水

ポ
ン

プ
電

動
機

○

P
4
1
-

C
0
0
1

Ｄ
2
0

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

電
動

機

（
５

）
電

動
機
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(6
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

2
1

ｂ
－

３
Ｂ

○
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
残

留
熱

除
去

系
用

ス
ペ

ー
ス

ヒ
ー

タ
の

絶
縁

抵
抗

の
低

下
を

確
認

し
た

。
良

目
視

点
検

に
お

い
て

、
ス

ペ
ー

ス
ヒ

ー
タ

に
損

傷
等

は
な

か
っ

た
。

ス
ペ

ー
ス

ヒ
ー

タ
電

源
を

投
入

し
て

湿
分

を
除

去
し

た
と

こ
ろ

絶
縁

抵
抗

が
回

復
し

た
こ

と
か

ら
、

湿
気

の
影

響
を

受
け

て
絶

縁
抵

抗
値

が
低

下
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

-

2
2

ｂ
－

３
Ｃ

○
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
残

留
熱

除
去

系
用

ス
ペ

ー
ス

ヒ
ー

タ
の

絶
縁

抵
抗

の
低

下
を

確
認

し
た

。
良

目
視

点
検

に
お

い
て

、
ス

ペ
ー

ス
ヒ

ー
タ

に
損

傷
等

は
な

か
っ

た
。

ス
ペ

ー
ス

ヒ
ー

タ
電

源
を

投
入

し
て

湿
分

を
除

去
し

た
と

こ
ろ

絶
縁

抵
抗

が
回

復
し

た
こ

と
か

ら
、

湿
気

の
影

響
を

受
け

て
絶

縁
抵

抗
値

が
低

下
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

-

2
3

ｂ
－

３
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

電
動

機

E
2
2
-

C
0
0
1

-
○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
電

動
機

の
上

部
油

面
計

の
油

面
位

置
が

上
限

線
を

超
え

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
潤

滑
油

分
析

）
の

結
果

、
異

常
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

良

油
分

析
に

よ
り

潤
滑

油
へ

の
冷

却
水

の
混

入
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

油
面

確
認

時
は

点
検

の
た

め
軸

受
冷

却
水

が
停

止
中

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
周

囲
温

度
の

影
響

を
受

け
て

潤
滑

油
の

体
積

が
膨

張
し

た
こ

と
が

原
因

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

運
転

状
態

（
定

例
試

験
）
に

異
常

の
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
固

定
子

コ
ア

抜
止

め
溶

接
部

に
２

箇
所

の
ク

ラ
ッ

ク
（
割

れ
）
を

発
見

し
た

。

-

同
事

象
は

地
震

前
に

復
水

ポ
ン

プ
（
A

)電
動

機
で

も
確

認
さ

れ
て

お
り

、
当

該
電

動
機

に
外

観
上

の
異

常
が

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
経

年
劣

化
が

原
因

で
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

溶
接

修
理

を
実

施
し

、
正

常
に

復
旧

し
た

。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
電

動
機

軸
受

温
度

測
定

用
ケ

ー
ブ

ル
の

被
覆

剥
が

れ
、

心
線

の
露

出
を

確
認

し
た

。

-

温
度

検
出

器
の

外
観

上
は

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

点
検

時
に

お
け

る
繰

り
返

し
の

抜
き

差
し

に
よ

り
端

末
部

の
被

覆
が

磨
耗

劣
化

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

再
端

末
を

施
し

、
正

常
に

復
旧

し
た

。

2
5

ｂ
－

４
電

動
機

駆
動

原
子

炉
給

水
ポ

ン
プ

電
動

機

N
3
8
-

C
0
1
1

A
-

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
後

の
、

電
動

機
単

体
試

験
に

て
反

負
荷

側
軸

受
内

部
に

断
続

的
に

火
花

の
発

生
を

確
認

し
た

。

-

軸
受

部
内

部
確

認
の

結
果

，
上

メ
タ

ル
に

取
り

付
け

て
い

る
オ

イ
ル

ガ
イ

ド
と

軸
シ

ャ
フ

ト
に

接
触

痕
を

確
認

し
た

。
分

解
点

検
時

に
当

該
部

分
に

は
異

常
な

か
っ

た
こ

と
，

組
立

後
に

ギ
ャ

ッ
プ

管
理

を
行

っ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
，

組
立

時
の

調
整

不
足

が
原

因
で

あ
り

，
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

接
触

部
分

の
修

正
手

入
れ

を
行

い
，

再
組

立
及

び
ギ

ャ
ッ

プ
調

整
を

実
施

し
た

。

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
E
1
1
-

C
0
0
1

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
電

動
機

B
-

N
2
1
-

C
0
0
1

ｂ
－

１
2
4

復
水

ポ
ン

プ
電

動
機

復
水

給
水

系
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(7
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

2
6

ａ
－

３
A

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
部

）
に

ひ
び

割
れ

を
確

認
し

た
。

-
剥

離
・
剥

落
等

が
な

い
こ

と
か

ら
経

年
的

な
事

象
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
は

否
定

で
き

な
い

。
有

グ
ラ

ウ
ト

は
構

造
強

度
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

部
材

（
設

計
上

は
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
て

い
な

い
）
で

あ
り

、
基

本
点

検
に

て
確

認
さ

れ
た

ひ
び

割
れ

は
剥

落
に

至
る

よ
う

な
形

状
で

は
な

い
こ

と
及

び
基

礎
ボ

ル
ト

の
目

視
点

検
、

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

構
造

強
度

に
影

響
が

な
い

微
細

な
ひ

び
割

れ
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
補

修
等

は
実

施
し

な
い

。

2
7

ａ
－

３
B

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
部

）
に

ひ
び

割
れ

を
確

認
し

た
。

-
剥

離
・
剥

落
等

が
な

い
こ

と
か

ら
経

年
的

な
事

象
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
は

否
定

で
き

な
い

。
有

グ
ラ

ウ
ト

は
構

造
強

度
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

部
材

（
設

計
上

は
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
て

い
な

い
）
で

あ
り

、
基

本
点

検
に

て
確

認
さ

れ
た

ひ
び

割
れ

は
剥

落
に

至
る

よ
う

な
形

状
で

は
な

い
こ

と
及

び
基

礎
ボ

ル
ト

の
目

視
点

検
、

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

構
造

強
度

に
影

響
が

な
い

微
細

な
ひ

び
割

れ
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
補

修
等

は
実

施
し

な
い

。

2
8

ａ
－

３
A

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
部

）
に

ひ
び

割
れ

を
確

認
し

た
。

-
剥

離
・
剥

落
等

が
な

い
こ

と
か

ら
経

年
的

な
事

象
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
は

否
定

で
き

な
い

。
有

グ
ラ

ウ
ト

は
構

造
強

度
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

部
材

（
設

計
上

は
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
て

い
な

い
）
で

あ
り

、
基

本
点

検
に

て
確

認
さ

れ
た

ひ
び

割
れ

は
剥

落
に

至
る

よ
う

な
形

状
で

は
な

い
こ

と
及

び
基

礎
ボ

ル
ト

の
目

視
点

検
、

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

構
造

強
度

に
影

響
が

な
い

微
細

な
ひ

び
割

れ
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
補

修
等

は
実

施
し

な
い

。

2
9

ａ
－

３
B

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
部

）
に

ひ
び

割
れ

を
確

認
し

た
。

-
剥

離
・
剥

落
等

が
な

い
こ

と
か

ら
経

年
的

な
事

象
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
は

否
定

で
き

な
い

。
有

グ
ラ

ウ
ト

は
構

造
強

度
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

部
材

（
設

計
上

は
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
て

い
な

い
）
で

あ
り

、
基

本
点

検
に

て
確

認
さ

れ
た

ひ
び

割
れ

は
剥

落
に

至
る

よ
う

な
形

状
で

は
な

い
こ

と
及

び
基

礎
ボ

ル
ト

の
目

視
点

検
、

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

構
造

強
度

に
影

響
が

な
い

微
細

な
ひ

び
割

れ
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
補

修
等

は
実

施
し

な
い

。

3
0

ｂ
－

１
原

子
炉

棟
換

気
空

調
系

Ｒ
／

Ａ
排

風
機

U
4
1
-

C
1
0
2

A
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
側

お
よ

び
、

反
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
側

の
軸

受
ケ

ー
ス

に
油

の
に

じ
み

を
確

認
し

た
。

-

地
震

前
か

ら
微

量
な

油
の

に
じ

み
を

確
認

し
て

お
り

、
地

震
後

も
に

じ
み

に
変

化
が

見
ら

れ
な

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

な
お

、
に

じ
み

が
確

認
さ

れ
て

い
る

軸
受

ケ
ー

ス
の

外
観

に
変

形
等

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

無
-

-
-

シ
ー

ル
剤

の
塗

布
を

行
い

、
油

の
に

じ
み

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

3
1

ｂ
－

１
中

央
制

御
室

換
気

空
調

系
Ｍ

C
Ｒ

送
風

機
U

4
1
-

C
5
0
1

B
-

基
本

点
検

（
漏

え
い

確
認

）
の

結
果

、
シ

ャ
フ

ト
貫

通
部

（
軸

封
部

）
よ

り
、

空
気

の
吸

い
込

み
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
フ

ェ
ル

ト
パ

ッ
キ

ン
の

摩
耗

が
認

め
ら

れ
た

。

良

分
解

点
検

を
実

施
し

た
結

果
、

シ
ャ

フ
ト

に
変

形
等

の
異

常
は

確
認

さ
れ

ず
、

フ
ェ

ル
ト

パ
ッ

キ
ン

に
摩

耗
が

確
認

さ
れ

た
。

よ
っ

て
経

年
劣

化
に

よ
る

磨
耗

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

フ
ェ

ル
ト

パ
ッ

キ
ン

の
交

換
を

行
い

、
運

転
状

態
に

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

U
4
1
-

C
7
5
1

M
/
B

送
風

機
換

気
設

備
モ

ニ
タ

建
屋

換
気

空
調

系

U
4
1
-

C
7
0
1

換
気

設
備

サ
ー

ビ
ス

建
屋

換
気

空
調

系

（
６

）
フ

ァ
ン

S
/
B

送
風

機
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(8
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

3
2

ｂ
－

２
圧

力
低

減
装

置
そ

の
他

の
安

全
装

置
真

空
破

壊
弁

T
3
1
-

F
0
2
5

K
○

基
本

点
検

（
作

動
試

験
）
の

結
果

、
中

央
制

御
室

か
ら

の
試

験
操

作
時

に
真

空
破

壊
弁

が
作

動
し

な
い

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
現

場
に

お
け

る
弁

の
手

動
操

作
は

、
正

常
に

動
作

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

作
動

試
験

用
電

磁
弁

に
動

作
不

良
が

確
認

さ
れ

た
こ

と
か

ら
、

真
空

破
壊

弁
の

不
動

作
は

当
該

電
磁

弁
の

動
作

不
良

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
作

動
試

験
用

電
磁

弁
の

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

-

電
磁

弁
の

分
解

点
検

を
実

施
し

た
結

果
、

内
部

部
品

の
外

観
上

に
異

常
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
電

磁
弁

動
作

不
良

の
想

定
原

因
と

し
て

、
O

リ
ン

グ
や

下
部

ベ
ロ

ー
ズ

部
の

漏
え

い
が

考
え

ら
れ

た
こ

と
か

ら
、

当
該

部
品

の
交

換
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

動
作

良
好

と
な

っ
た

。
電

磁
弁

お
よ

び
弁

棒
等

の
外

観
に

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

弁
駆

動
用

の
空

気
中

の
ご

み
類

が
、

O
リ

ン
グ

ま
た

は
下

部
ベ

ロ
ー

ズ
部

に
噛

み
込

み
、

微
細

な
傷

を
付

け
た

こ
と

が
動

作
不

良
の

原
因

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

分
解

点
検

に
お

い
て

O
リ

ン
グ

及
び

下
部

ベ
ロ

ー
ズ

の
交

換
を

実
施

し
、

中
央

制
御

室
か

ら
の

操
作

に
よ

り
真

空
破

壊
弁

が
正

常
に

作
動

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

3
3

ｂ
－

３
不

活
性

ガ
ス

系
主

要
弁

T
3
1
-

F
0
0
2

-
○

基
本

点
検

（
作

動
試

験
）
の

結
果

、
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
パ

－
ジ

用
入

口
隔

離
弁

T
3
1
-

A
O

-
F
0
0
2
の

電
磁

弁
が

一
時

的
に

動
作

し
な

い
事

象
を

確
認

し
た

。

良

電
磁

弁
の

目
視

点
検

に
お

い
て

、
損

傷
等

の
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
再

度
実

施
し

た
作

動
試

験
で

は
再

現
性

が
確

認
さ

れ
ず

、
正

常
に

動
作

し
た

こ
と

か
ら

、
電

磁
弁

の
一

時
的

な
固

着
に

よ
る

一
過

性
の

事
象

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

不
適

合
の

あ
っ

た
電

磁
弁

に
つ

い
て

は
、

念
の

た
め

新
品

交
換

を
行

い
作

動
試

験
・
漏

え
い

確
認

を
実

施
し

異
常

の
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

3
4

ｂ
－

３
不

活
性

ガ
ス

系
主

要
弁

T
3
1
-

F
0
0
3

-
○

基
本

点
検

（
作

動
試

験
）
の

結
果

、
圧

力
抑

制
室

パ
－

ジ
用

入
口

隔
離

弁
T
3
1
-

A
O

-
F
0
0
3
の

電
磁

弁
が

一
時

的
に

動
作

し
な

い
事

象
を

確
認

し
た

。

良

電
磁

弁
の

目
視

点
検

に
お

い
て

、
損

傷
等

の
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
再

度
実

施
し

た
作

動
試

験
で

は
再

現
性

が
確

認
さ

れ
ず

、
正

常
に

動
作

し
た

こ
と

か
ら

、
電

磁
弁

の
一

時
的

な
固

着
に

よ
る

一
過

性
の

事
象

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

不
適

合
の

あ
っ

た
電

磁
弁

に
つ

い
て

は
、

念
の

た
め

新
品

交
換

を
行

い
作

動
試

験
・
漏

え
い

確
認

を
実

施
し

異
常

の
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

3
5

ｂ
－

１
原

子
炉

冷
却

材 浄
化

系
主

要
弁

G
3
1
-

F
0
0
4

-
○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
ギ

ア
ド

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

お
よ

び
、

ト
ル

ク
ス

イ
ッ

チ
部

よ
り

油
漏

れ
が

確
認

さ
れ

た
。

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
ギ

ア
ボ

ッ
ク

ス
部

の
パ

ッ
キ

ン
に

劣
化

事
象

を
確

認
し

た
。

良

分
解

点
検

を
実

施
し

た
結

果
、

損
傷

、
変

形
等

の
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
シ

ー
ル

材
（
Ｏ

リ
ン

グ
）
の

経
年

使
用

に
よ

る
シ

ー
ル

機
能

の
低

下
が

油
漏

れ
の

原
因

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

ギ
ア

ド
リ

ミ
ッ

ト
ス

イ
ッ

チ
等

交
換

後
、

正
常

に
作

動
す

る
こ

と
の

確
認

を
行

い
、

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

3
6

ｂ
－

１
主

蒸
気

系
主

要
弁

B
2
1
-

F
0
0
3

B
○

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
弁

体
パ

イ
ロ

ッ
ト

シ
ー

ト
面

お
よ

び
、

弁
箱

シ
ー

ト
面

に
線

状
指

示
模

様
を

確
認

し
た

。

良

分
解

点
検

を
実

施
し

た
結

果
、

シ
ー

ト
面

お
よ

び
弁

体
、

弁
棒

等
に

変
形

、
損

傷
等

の
異

常
は

確
認

さ
れ

て
お

ら
ず

、
各

シ
ー

ト
面

に
潜

在
し

て
い

た
内

在
欠

陥
が

摺
り

合
わ

せ
等

に
よ

り
表

面
上

に
現

れ
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
な

お
、

通
常

の
点

検
に

お
い

て
も

本
事

象
確

認
さ

れ
て

い
る

。

無
-

-
-

弁
箱

シ
ー

ト
面

に
つ

い
て

は
許

容
値

を
超

え
て

い
た

為
、

線
状

指
示

模
様

を
除

去
し

肉
盛

り
溶

接
を

行
っ

た
後

、
摺

り
合

わ
せ

、
当

た
り

確
認

等
を

実
施

し
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

弁
体

他
に

つ
い

て
は

、
通

常
の

保
全

作
業

と
し

て
手

入
れ

を
実

施
し

た
。

（
９

）
弁

81



表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(9
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

3
7

ｂ
－

２
液

体
廃

棄
物

処
理

系
弁

K
1
1
-

F
1
0
2

-
○

基
本

点
検

（
漏

え
い

確
認

）
に

お
い

て
、

弁
間

漏
え

い
試

験
に

お
い

て
許

容
値

を
超

え
る

シ
ー

ト
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
に

お
い

て
シ

-
ト

面
に

ゴ
ミ

咬
み

が
確

認
さ

れ
た

が
、

弁
体

弁
座

に
つ

い
て

は
，

変
形

や
損

傷
等

の
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

良

シ
ー

ト
面

お
よ

び
弁

体
、

弁
棒

等
に

変
形

、
損

傷
等

の
異

常
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
シ

ー
ト

漏
え

い
は

ゴ
ミ

咬
み

に
よ

り
シ

ー
ト

面
の

当
り

が
低

下
し

た
こ

と
が

原
因

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

通
常

の
保

全
作

業
と

し
て

，
手

入
れ

を
実

施
し

，
漏

え
い

確
認

及
び

作
動

確
認

で
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

3
8

ｂ
－

２
液

体
廃

棄
物

処
理

系
弁

K
1
1
-

F
1
0
3

-
○

基
本

点
検

（
漏

え
い

確
認

）
に

お
い

て
、

弁
間

漏
え

い
試

験
に

お
い

て
許

容
値

を
超

え
る

シ
ー

ト
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
に

お
い

て
シ

-
ト

面
に

ゴ
ミ

咬
み

が
確

認
さ

れ
た

が
、

弁
体

弁
座

に
つ

い
て

は
，

変
形

や
損

傷
等

の
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

良

シ
ー

ト
面

お
よ

び
弁

体
、

弁
棒

等
に

変
形

、
損

傷
等

の
異

常
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

シ
ー

ト
漏

え
い

は
ゴ

ミ
咬

み
に

よ
り

シ
ー

ト
面

の
当

り
が

低
下

し
た

こ
と

が
原

因
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

通
常

の
保

全
作

業
と

し
て

，
手

入
れ

を
実

施
し

，
漏

え
い

確
認

及
び

作
動

確
認

で
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

3
9

ｂ
－

１
安

全
弁

所
内

温
水

系
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
熱

交
換

器
入

口
安

全
弁

P
6
1
-

F
0
5
1

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
通

常
作

動
し

な
い

当
該

弁
の

作
動

が
確

認
さ

れ
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

-

当
該

弁
が

動
作

し
た

こ
と

か
ら

分
解

点
検

を
実

施
し

た
結

果
、

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

系
統

圧
が

当
該

弁
吹

出
設

定
値

よ
り

高
く
な

り
正

常
作

動
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

な
お

、
系

統
圧

の
上

昇
は

当
該

弁
前

弁
（
P

6
1
-
F
0
0
6
）
の

圧
力

調
整

不
良

（
経

年
使

用
に

よ
る

調
整

バ
ネ

の
劣

化
に

よ
る

も
の

）
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

無
-

-
-

分
解

点
検

後
、

作
動

確
認

、
漏

え
い

確
認

を
行

い
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

4
0

ｂ
－

１
減

圧
装

置
所

内
温

水
系

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

熱
交

換
器

入
口

減
圧

弁

P
6
1
-

F
0
0
6

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
調

整
ば

ね
に

へ
た

り
が

確
認

さ
れ

た
。

-

分
解

点
検

の
結

果
、

各
部

に
変

形
や

損
傷

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
が

、
調

整
ば

ね
の

へ
た

り
が

確
認

さ
れ

た
。

調
整

ば
ね

の
へ

た
り

は
高

温
状

況
下

で
頻

繁
に

弁
体

の
開

閉
を

行
う

こ
と

で
経

年
的

に
生

じ
た

こ
と

が
原

因
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

調
整

ば
ね

の
交

換
を

行
い

、
作

動
試

験
お

よ
び

漏
え

い
確

認
を

実
施

し
、

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

4
1

ｂ
－

３
補

助
ボ

イ
ラ

に
附

属
す

る
管

減
圧

装
置

濃
縮

装
置

加
熱

器
入

口
減

圧
弁

K
1
3
-

F
2
0
5

B
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
蒸

気
入

口
圧

力
が

通
常

8
0
～

1
0
0
kP

aの
と

こ
ろ

、
5
5
kP

aと
低

目
で

あ
り

弁
の

制
御

不
良

が
確

認
さ

れ
た

。

-

基
本

点
検

の
結

果
、

確
認

さ
れ

た
制

御
不

良
は

そ
の

後
正

常
状

態
に

復
帰

し
た

。
作

動
確

認
を

実
施

し
制

御
な

ど
の

確
認

を
行

っ
た

が
異

常
は

確
認

さ
れ

ず
、

長
期

間
未

使
用

で
あ

っ
た

こ
と

に
よ

る
一

時
的

な
弁

固
着

と
判

断
し

た
。

地
震

の
影

響
で

固
着

す
る

よ
う

な
も

の
で

は
な

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

制
御

不
良

は
一

過
性

の
事

象
で

あ
り

、
そ

の
後

の
制

御
状

態
に

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(1
0
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

4
2

ｂ
－

１
非

常
用

デ
ィ

-
ゼ

ル
発

電
設

備

非
常

用
デ

ィ
-
ゼ

ル
発

電
機

R
4
3
-

C
0
0
1

Ａ
○

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

の
コ

イ
ル

エ
ン

ド
カ

バ
ー

に
お

い
て

、
取

り
合

い
パ

ッ
キ

ン
（
機

関
側

・
反

機
関

側
）
の

割
れ

・
剥

が
れ

を
確

認
し

た
。

良

分
解

点
検

の
結

果
、

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
の

コ
イ

ル
エ

ン
ド

カ
バ

ー
に

ず
れ

等
が

無
か

っ
た

こ
と

及
び

、
コ

イ
ル

エ
ン

ド
カ

バ
ー

取
付

部
の

ボ
ル

ト
に

伸
び

や
変

形
等

が
無

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

取
り

合
い

パ
ッ

キ
ン

の
割

れ
や

剥
が

れ
は

地
震

の
振

動
に

よ
り

発
生

し
た

も
の

で
は

無
く
、

ゴ
ム

パ
ッ

キ
ン

の
経

年
的

な
劣

化
に

加
え

て
、

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

運
転

時
の

振
動

の
影

響
を

受
け

て
発

生
し

た
の

も
の

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

ゴ
ム

パ
ッ

キ
ン

の
交

換
を

実
施

し
、

異
常

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
機

関
附

属
配

管
の

サ
ポ

ー
ト

（
Ｕ

ボ
ル

ト
）
に

ナ
ッ

ト
の

緩
み

お
よ

び
、

ナ
ッ

ト
の

一
部

が
外

れ
て

い
た

も
の

が
確

認
さ

れ
た

。

良

Ｕ
ボ

ル
ト

ナ
ッ

ト
の

片
側

に
は

緩
み

は
確

認
さ

れ
ず

Ｕ
ボ

ル
ト

、
配

管
に

変
形

、
損

傷
が

な
い

こ
と

か
ら

据
付

時
の

締
め

付
け

不
良

で
あ

り
、

機
器

の
運

転
中

の
振

動
等

に
よ

り
緩

ん
だ

も
の

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

ナ
ッ

ト
の

取
付

及
び

ナ
ッ

ト
の

再
締

め
付

け
を

行
い

復
旧

し
た

。

基
本

点
検

（
漏

え
い

確
認

）
の

結
果

、
燃

料
噴

射
ポ

ン
プ

戻
り

配
管

継
手

部
か

ら
、

燃
料

油
の

に
じ

み
が

認
め

ら
れ

た
。

良

地
震

後
の

運
転

状
態

に
お

い
て

は
、

配
管

フ
ラ

ン
ジ

部
か

ら
の

漏
え

い
は

確
認

さ
れ

て
お

ら
ず

、
パ

ッ
キ

ン
面

に
あ

た
り

不
良

が
認

め
ら

れ
た

こ
と

か
ら

締
付

け
不

良
に

よ
る

パ
ッ

キ
ン

の
シ

ー
ル

機
能

低
下

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

燃
料

噴
射

ポ
ン

プ
戻

り
配

管
継

手
部

の
パ

ッ
キ

ン
交

換
を

行
い

漏
え

い
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

4
4

ｂ
－

１
非

常
用

デ
ィ

-
ゼ

ル
発

電
設

備
デ

ィ
ー

ゼ
ル

機
関

R
4
3
-

C
0
0
1

A
○

基
本

点
検

（
漏

え
い

確
認

）
の

結
果

、
燃

料
フ

ィ
ル

タ
上

蓋
よ

り
漏

え
い

が
認

め
ら

れ
た

。
良

地
震

後
の

運
転

状
態

に
お

い
て

は
、

漏
え

い
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

。
各

部
に

変
形

等
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

経
年

劣
化

に
よ

る
パ

ッ
キ

ン
の

シ
ー

ル
機

能
の

低
下

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

通
常

の
保

全
作

業
と

し
て

手
入

れ
を

実
施

し
、

パ
ッ

キ
ン

の
交

換
を

行
い

、
漏

え
い

の
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

H
R

4
4
-

C
0
0
1

デ
ィ

ー
ゼ

ル
機

関
○

ｂ
－

４

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
-
ゼ

ル
発

電
設

備

（
１

１
）
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

4
3
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(1
1
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

4
5

ｂ
－

１
B

-
1

○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
過

給
機

排
気

配
管

に
、

排
気

ガ
ス

の
漏

え
い

痕
、

パ
ッ

キ
ン

の
割

れ
が

認
め

ら
れ

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
排

気
配

管
の

フ
ラ

ン
ジ

パ
ッ

キ
ン

に
割

れ
が

認
め

ら
れ

た
。

良

分
解

点
検

を
実

施
し

た
結

果
、

パ
ッ

キ
ン

の
硬

化
が

確
認

さ
れ

た
こ

と
か

ら
、

経
年

使
用

に
よ

り
パ

ッ
キ

ン
が

硬
化

し
、

排
熱

（
排

気
）
に

よ
る

収
縮

、
機

関
運

転
時

の
振

動
等

に
よ

り
フ

ラ
ン

ジ
パ

ッ
キ

ン
の

割
れ

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

パ
ッ

キ
ン

の
交

換
を

行
い

、
漏

え
い

の
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
過

給
機

ブ
ロ

ワ
ケ

ー
ス

に
、

排
気

ガ
ス

の
漏

え
い

痕
が

認
め

ら
れ

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
過

給
機

の
各

部
品

に
損

傷
、

変
形

等
の

異
常

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

良

分
解

点
検

を
実

施
し

た
結

果
、

過
給

機
の

各
部

品
に

損
傷

お
よ

び
変

形
等

の
異

常
は

認
め

ら
れ

ず
、

タ
ー

ビ
ン

の
ガ

ス
シ

ー
ル

部
に

油
状

の
カ

ー
ボ

ン
の

付
着

が
認

め
ら

れ
た

。
原

因
は

低
負

荷
運

転
時

に
ガ

ス
シ

ー
ル

部
の

シ
ー

ル
性

が
低

下
し

、
排

ガ
ス

が
タ

ー
ビ

ン
側

か
ら

ブ
ロ

ワ
側

に
流

入
し

た
こ

と
に

よ
り

、
ガ

ス
シ

ー
ル

部
に

カ
ー

ボ
ン

が
付

着
及

び
パ

ッ
キ

ン
の

な
い

（
メ

タ
ル

タ
ッ

チ
）
ブ

ロ
ワ

ケ
ー

ス
よ

り
漏

え
い

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

過
給

機
ブ

ロ
ワ

ケ
ー

ス
、

各
部

品
の

手
入

れ
を

行
い

復
旧

し
た

。
ま

た
、

機
関

作
動

確
認

に
併

せ
て

作
動

状
態

に
異

常
の

な
い

こ
と

お
よ

び
漏

え
い

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
過

給
機

排
気

配
管

に
、

排
気

ガ
ス

の
漏

え
い

痕
、

パ
ッ

キ
ン

の
割

れ
が

認
め

ら
れ

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
排

気
配

管
の

フ
ラ

ン
ジ

パ
ッ

キ
ン

に
割

れ
が

認
め

ら
れ

た
。

良

分
解

点
検

を
実

施
し

た
結

果
、

パ
ッ

キ
ン

の
硬

化
が

確
認

さ
れ

た
こ

と
か

ら
、

経
年

使
用

に
よ

り
パ

ッ
キ

ン
が

硬
化

し
、

排
熱

（
排

気
）
に

よ
る

収
縮

、
機

関
運

転
時

の
振

動
等

に
追

従
で

き
ず

フ
ラ

ン
ジ

パ
ッ

キ
ン

の
割

れ
に

至
っ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

パ
ッ

キ
ン

の
交

換
を

行
い

、
漏

え
い

の
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

4
7

ｂ
－

２
空

気
圧

縮
機

R
4
3
-

C
0
0
5

A
-
1

-
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
ピ

ス
ト

ン
ピ

ン
メ

タ
ル

に
噛

み
傷

が
認

め
ら

れ
た

。
-

分
解

点
検

に
て

ピ
ス

ト
ン

ピ
ン

メ
タ

ル
に

噛
み

傷
が

認
め

ら
れ

た
が

、
噛

み
傷

は
微

小
で

あ
り

ピ
ス

ト
ン

ピ
ン

等
各

部
に

変
形

が
な

い
こ

と
か

ら
運

転
時

に
お

け
る

ゴ
ミ

噛
み

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

・
ピ

ス
ト

ン
ピ

ン
メ

タ
ル

の
交

換
を

行
い

、
運

転
状

態
に

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

ｂ
－

１
○

R
4
3
-

C
0
1
4

B
-
2

4
6

非
常

用
デ

ィ
-

ゼ
ル

発
電

設
備

排
気

タ
-
ビ

ン
過

給
機
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(1
2
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

4
8

ｂ
－

１
制

御
材

制
御

棒
-

-
○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
ハ

ン
ド

ル
の

ガ
イ

ド
ロ

ー
ラ

部
に

微
小

な
ひ

び
が

確
認

さ
れ

た
。

良

微
小

な
ひ

び
は

、
照

射
誘

起
型

応
力

腐
食

割
れ

（
IA

S
C

C
）
に

よ
る

も
の

で
あ

り
、

こ
れ

ま
で

に
も

他
の

制
御

棒
で

確
認

さ
れ

て
い

る
事

象
で

あ
る

こ
と

か
ら

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

継
続

使
用

し
て

も
健

全
性

が
損

な
わ

れ
る

こ
と

は
な

い
こ

と
が

既
に

確
認

さ
れ

て
い

る
。

ｂ
－

３

（
ロ

ケ
-
シ

ョ
ン

№
 ：

3
4
-
0
3
)

基
本

点
検

（
作

動
試

験
）
の

結
果

、
一

時
的

に
結

合
不

良
状

態
が

確
認

さ
れ

た
。

（
再

現
性

な
し

）
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
ア

ン
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ロ

ッ
ド

に
若

干
の

摺
動

の
痕

ら
し

き
も

の
を

確
認

し
た

。

良

ア
ン

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

ロ
ッ

ド
が

一
時

的
に

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

ス
パ

ッ
ド

の
冷

却
口

部
分

に
接

触
し

て
摩

擦
抵

抗
が

増
加

し
結

合
不

良
に

至
っ

た
も

の
で

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

通
常

の
保

全
作

業
と

し
て

手
入

れ
を

実
施

し
た

。
フ

リ
ク

シ
ョ

ン
試

験
、

ス
ク

ラ
ム

試
験

は
燃

料
装

荷
後

に
実

施
し

、
異

常
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

ｂ
－

２
良

摺
動

痕
に

つ
い

て
は

、
ア

ン
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ロ

ッ
ド

が
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ス

パ
ッ

ド
の

冷
却

口
部

分
に

接
触

し
て

摩
擦

抵
抗

が
増

加
し

結
合

不
良

に
至

っ
た

も
の

で
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

通
常

の
保

全
作

業
と

し
て

手
入

れ
及

び
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ス

パ
ッ

ド
の

交
換

を
実

施
し

た
。

フ
リ

ク
シ

ョ
ン

試
験

、
ス

ク
ラ

ム
試

験
は

燃
料

装
荷

後
に

実
施

し
、

異
常

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

ｂ
－

１
良

窒
化

層
剥

離
（
隙

間
腐

食
）
に

つ
い

て
は

、
コ

レ
ッ

ト
フ

ィ
ン

ガ
ー

に
て

イ
ン

デ
ッ

ク
ス

チ
ュ

ー
ブ

を
保

持
し

て
い

る
が

、
当

該
部

は
運

転
中

中
間

位
置

で
同

じ
場

所
で

長
期

間
保

持
さ

れ
て

い
た

た
め

窒
化

層
剥

離
（
隙

間
腐

食
）
に

至
っ

た
も

の
で

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
な

お
、

こ
れ

ま
で

に
も

窒
化

層
剥

離
は

確
認

さ
れ

て
い

る
が

、
窒

化
層

が
剥

離
し

た
こ

と
に

よ
り

機
能

に
影

響
す

る
も

の
で

は
な

い
。

無
-

-
-

念
の

た
め

、
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
チ

ュ
ー

ブ
の

交
換

を
実

施
し

た
。

フ
リ

ク
シ

ョ
ン

試
験

、
ス

ク
ラ

ム
試

験
は

燃
料

装
荷

後
に

実
施

し
、

異
常

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

ｂ
－

１
水

圧
制

御
ユ

ニ
ッ

ト (常
駆

動
切

替
弁

)

C
1
2
-

D
0
0
1

1
2
5

○

（
ロ

ケ
-
シ

ョ
ン

№
 ：

3
8
-
3
9
)

基
本

点
検

（
漏

え
い

確
認

）
に

お
い

て
，

常
駆

動
試

験
時

、
常

駆
動

切
替

弁
の

ニ
ー

ド
ル

部
か

ら
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

，
O

リ
ン

グ
の

硬
化

に
よ

る
変

色
が

確
認

さ
れ

た
。

良
そ

の
他

各
部

の
損

傷
等

，
異

常
が

な
い

こ
と

か
ら

，
O

リ
ン

グ
の

経
年

劣
化

が
原

因
で

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

Ｏ
リ

ン
グ

交
換

を
行

い
、

漏
え

い
確

認
に

て
異

常
の

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

ｂ
－

２
水

圧
制

御
ユ

ニ
ッ

ト (ｱ
ｷ

ｭ
ﾑ

ﾚ
ｰ

ﾀ
)

C
1
2
-

D
0
0
1

1
2
5

○
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
シ

リ
ン

ダ
ー

お
よ

び
、

ピ
ス

ト
ン

に
摺

動
傷

が
確

認
さ

れ
た

。
良

分
解

点
検

を
実

施
し

た
結

果
、

ピ
ス

ト
ン

及
び

シ
リ

ン
ダ

ー
に

変
形

等
確

認
さ

れ
て

い
な

い
。

摺
動

傷
は

シ
リ

ン
ダ

の
中

間
位

置
に

確
認

さ
れ

て
お

り
、

地
震

時
に

は
、

シ
リ

ン
ダ

の
再

下
端

に
ピ

ス
ト

ン
が

位
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
異

物
に

よ
る

摺
動

傷
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

摺
動

傷
の

手
入

を
行

い
、

窒
素

充
填

を
行

い
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

制
御

棒
駆

動
系

（
１

３
）
制

御
棒

駆
動

機
構

5
0

-
○

B
1
1
-

D
0
0
8

（
ロ

ケ
-
シ

ョ
ン

№
 ：

4
2
-
5
9
)

基
本

点
検

（
作

動
試

験
）
の

結
果

、
結

合
不

良
状

態
が

確
認

さ
れ

た
。

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
ア

ン
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ロ

ッ
ド

に
摺

動
痕

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
チ

ュ
ー

ブ
外

表
面

に
窒

化
層

剥
離

（
隙

間
腐

食
）
が

認
め

ら
れ

た
。

4
9

制
御

棒
駆

動
装

置
制

御
棒

駆
動

機
構

（
１

２
）
制

御
棒
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(1
3
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

軸
受

の
油

切
り

の
損

傷
、

中
間

軸
受

台
キ

-
の

変
形

、
オ

イ
ル

シ
-
ル

リ
ン

グ
の

割
れ

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
機

器
の

損
傷

は
、

機
能

に
影

響
が

あ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

否

要
キ

ー
の

取
替

え
、

手
入

れ
を

行
う

。

修
理

・
手

入
れ

を
実

施
し

た
。

軸
受

油
切

り
の

歯
先

の
手

入
れ

・
交

換
を

実
施

し
た

。
オ

イ
ル

シ
ー

ル
リ

ン
グ

は
新

製
交

換
を

実
施

し
た

。
中

間
軸

受
台

は
基

礎
部

の
修

理
を

実
施

し
た

。

軸
受

の
接

触
痕

は
軽

微
で

あ
る

た
め

機
能

に
は

影
響

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

通
常

の
保

全
作

業
と

し
て

軸
受

ホ
ワ

イ
ト

メ
タ

ル
の

補
修

を
実

施
し

た
。

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
の

接
触

痕
は

軽
微

で
あ

り
、

こ
れ

ら
は

機
能

に
影

響
な

い
と

判
断

し
た

。
良

-
通

常
の

保
全

作
業

と
し

て
翼

の
接

触
箇

所
の

手
入

れ
、

溶
接

補
修

を
実

施
し

た
。

ａ
－

３

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
地

震
の

荷
重

を
直

接
受

け
も

つ
中

間
軸

受
台

基
礎

部
コ

ン
ク

リ
ー

ト
（
グ

ラ
ウ

ト
部

）
に

割
れ

が
確

認
さ

れ
た

。

-

本
事

象
の

発
生

時
期

は
不

明
で

あ
る

が
、

剥
離

・
剥

落
等

が
な

い
こ

と
か

ら
経

年
的

な
事

象
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
は

否
定

で
き

な
い

。

有

グ
ラ

ウ
ト

は
構

造
強

度
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

部
材

（
設

計
上

は
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
て

い
な

い
）
で

あ
り

、
基

本
点

検
に

て
確

認
さ

れ
た

ひ
び

割
れ

は
剥

落
に

至
る

よ
う

な
形

状
で

は
な

い
こ

と
及

び
基

礎
ボ

ル
ト

の
目

視
点

検
、

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

中
間

軸
受

台
の

基
礎

部
（
ソ

ー
ル

プ
レ

ー
ト

)の
新

製
交

換
を

実
施

し
た

。

軸
受

の
油

切
り

に
ロ

-
タ

と
の

接
触

に
よ

る
損

傷
お

よ
び

接
触

痕
等

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
機

器
の

損
傷

は
、

機
能

に
影

響
が

あ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

否

要
軸

受
油

切
り

の
手

入
れ

を
行

う
。

軸
受

油
切

り
の

歯
先

の
手

入
れ

・
交

換
を

実
施

し
た

。

軸
受

の
接

触
痕

は
軽

微
で

あ
る

た
め

機
能

に
は

影
響

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

通
常

の
保

全
作

業
と

し
て

軸
受

ホ
ワ

イ
ト

メ
タ

ル
の

補
修

を
実

施
し

た
。

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
、

車
室

固
定

キ
ー

の
接

触
痕

等
は

軽
微

で
あ

り
、

こ
れ

ら
は

機
能

に
影

響
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

通
常

の
保

全
作

業
と

し
て

翼
及

び
キ

ー
の

接
触

箇
所

の
手

入
れ

、
溶

接
補

修
を

実
施

し
た

。

蒸
気

タ
-
ビ

ン
N

3
1
-

C
0
0
2

低
圧

タ
-
ビ

ン
5
2

Ａ

-

（
１

４
）
主

タ
ー

ビ
ン

N
3
1
-

C
0
0
1

高
圧

タ
-
ビ

ン

-

-

有

地
震

に
よ

り
、

ス
ラ

ス
ト

軸
受

お
よ

び
ジ

ャ
ー

ナ
ル

軸
受

の
揺

れ
が

ロ
ー

タ
に

伝
わ

り
、

ロ
ー

タ
が

振
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
軸

受
の

油
切

り
と

ロ
ー

タ
と

の
接

触
、

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
お

よ
び

車
軸

の
接

触
等

が
発

生
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。

地
震

に
よ

り
、

ス
ラ

ス
ト

軸
受

お
よ

び
ジ

ャ
ー

ナ
ル

軸
受

の
揺

れ
が

ロ
ー

タ
に

伝
わ

り
、

ロ
ー

タ
が

振
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
軸

受
の

油
切

り
と

ロ
ー

タ
と

の
接

触
、

翼
間

（
動

翼
と

静
翼

）
お

よ
び

車
軸

の
接

触
等

が
発

生
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。

有

-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
軸

受
の

油
切

り
に

ロ
ー

タ
と

の
接

触
に

よ
る

損
傷

お
よ

び
接

触
痕

等
を

確
認

し
た

。
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
の

接
触

、
地

震
の

荷
重

を
直

接
受

け
保

つ
中

間
軸

受
台

キ
ー

の
変

形
、

オ
イ

ル
シ

ー
ル

リ
ン

グ
の

割
れ

等
が

確
認

さ
れ

た
。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
軸

受
の

油
切

り
に

ロ
ー

タ
と

の
接

触
に

よ
る

損
傷

お
よ

び
接

触
痕

等
を

確
認

し
た

。
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
、

軸
受

、
車

室
固

定
キ

ー
に

接
触

痕
等

が
確

認
さ

れ
た

。

-

ａ
－

１

5
1

ａ
－

１

蒸
気

タ
-
ビ

ン
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(1
4
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

軸
受

の
油

切
り

に
ロ

-
タ

と
の

接
触

に
よ

る
損

傷
お

よ
び

接
触

痕
等

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
機

器
の

損
傷

は
、

機
能

に
影

響
が

あ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

否

要
軸

受
油

切
り

の
手

入
れ

を
行

う
。

軸
受

油
切

り
の

歯
先

の
手

入
れ

・
交

換
を

実
施

し
た

。

軸
受

の
接

触
痕

は
軽

微
で

あ
る

た
め

機
能

に
は

影
響

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

通
常

の
保

全
作

業
と

し
て

軸
受

ホ
ワ

イ
ト

メ
タ

ル
の

補
修

を
実

施
し

た
。

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
、

車
室

固
定

キ
ー

の
接

触
痕

等
は

軽
微

で
あ

り
、

こ
れ

ら
は

機
能

に
影

響
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

通
常

の
保

全
作

業
と

し
て

翼
及

び
キ

ー
の

接
触

箇
所

の
手

入
れ

、
溶

接
補

修
を

実
施

し
た

。

軸
受

の
油

切
り

に
ロ

-
タ

と
の

接
触

に
よ

る
損

傷
お

よ
び

接
触

痕
等

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
機

器
の

損
傷

は
、

機
能

に
影

響
が

あ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

否

要
軸

受
油

切
り

の
手

入
れ

を
行

う
。

軸
受

油
切

り
の

歯
先

の
手

入
れ

・
交

換
を

実
施

し
た

。

軸
受

の
接

触
痕

は
軽

微
で

あ
る

た
め

機
能

に
は

影
響

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

通
常

の
保

全
作

業
と

し
て

軸
受

ホ
ワ

イ
ト

メ
タ

ル
の

補
修

を
実

施
し

た
。

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
、

車
室

固
定

キ
ー

の
接

触
痕

等
は

軽
微

で
あ

り
、

こ
れ

ら
は

機
能

に
影

響
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

通
常

の
保

全
作

業
と

し
て

翼
及

び
キ

ー
の

接
触

箇
所

の
手

入
れ

、
溶

接
補

修
を

実
施

し
た

。

B
有

-
5
4

5
3

ａ
－

１
-

蒸
気

タ
-
ビ

ン

-

C

低
圧

タ
-
ビ

ン
N

3
1
-

C
0
0
2

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
軸

受
の

油
切

り
に

ロ
ー

タ
と

の
接

触
に

よ
る

損
傷

お
よ

び
接

触
痕

等
を

確
認

し
た

。
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
、

軸
受

、
車

室
固

定
キ

ー
に

接
触

痕
等

が
確

認
さ

れ
た

。

-

地
震

に
よ

り
、

ス
ラ

ス
ト

軸
受

お
よ

び
ジ

ャ
ー

ナ
ル

軸
受

の
揺

れ
が

ロ
ー

タ
に

伝
わ

り
、

ロ
ー

タ
が

振
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
軸

受
の

油
切

り
と

ロ
ー

タ
と

の
接

触
、

翼
間

（
動

翼
と

静
翼

）
お

よ
び

車
軸

の
接

触
等

が
発

生
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。

有

地
震

に
よ

り
、

ス
ラ

ス
ト

軸
受

お
よ

び
ジ

ャ
ー

ナ
ル

軸
受

の
揺

れ
が

ロ
ー

タ
に

伝
わ

り
、

ロ
ー

タ
が

振
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
軸

受
の

油
切

り
と

ロ
ー

タ
と

の
接

触
、

翼
間

（
動

翼
と

静
翼

）
お

よ
び

車
軸

の
接

触
等

が
発

生
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。

ａ
－

１

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
軸

受
の

油
切

り
に

ロ
ー

タ
と

の
接

触
に

よ
る

損
傷

お
よ

び
接

触
痕

等
を

確
認

し
た

。
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
、

軸
受

、
車

室
固

定
キ

ー
に

接
触

痕
等

が
確

認
さ

れ
た

。
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(1
5
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
以

下
に

異
常

を
確

認
し

た
。

＜
軸

受
廻

り
詳

細
点

検
＞

回
転

子
軸

と
軸

受
廻

り
油

切
り

の
接

触
を

確
認

し
た

。

-
本

事
象

は
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

有
主

要
構

成
品

の
大

き
な

損
傷

に
は

至
っ

て
お

ら
ず

、
機

能
維

持
に

影
響

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

密
封

油
シ

ー
ル

ケ
ー

ス
（
シ

ー
ル

ケ
ー

シ
ン

グ
）

油
切

り
歯

部
の

交
換

を
実

施
し

た
。

内
側

・
外

側
油

切
り

歯
部

の
手

入
れ

等
に

よ
る

補
修

を
実

施
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
以

下
に

異
常

を
確

認
し

た
。

＜
ブ

ラ
シ

ホ
ル

ダ
-
廻

り
詳

細
点

検
＞

コ
レ

ク
タ

ハ
ウ

ジ
ン

グ
エ

ア
ー

切
板

と
回

転
子

軸
の

接
触

を
確

認
し

た
。

コ
レ

ク
タ

フ
ァ

ン
の

ギ
ャ

ッ
プ

拡
大

及
び

防
風

板
の

割
れ

を
確

認
し

た
。

-
本

事
象

は
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

有
主

要
構

成
品

の
大

き
な

損
傷

に
は

至
っ

て
お

ら
ず

、
機

能
維

持
に

影
響

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

コ
レ

ク
タ

ハ
ウ

ジ
ン

グ
エ

ア
ー

切
板

の
交

換
、

手
入

れ
、

調
整

を
実

施
し

た
。

防
風

板
の

交
換

、
ギ

ャ
ッ

プ
調

整
を

実
施

し
た

。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
以

下
に

異
常

を
確

認
し

た
。

＜
キ

ー
部

、
基

礎
ボ

ル
ト

詳
細

点
検

＞
脚

部
下

調
整

ラ
イ

ナ
ー

の
は

み
出

し
、

変
形

を
確

認
し

た
。

本
体

キ
ー

並
び

に
キ

ー
溝

の
変

形
を

確
認

し
た

。
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
調

整
座

の
取

付
ボ

ル
ト

の
緩

み
及

び
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
調

整
座

と
ベ

ア
リ

ン
グ

ブ
ラ

ケ
ッ

ト
の

嵌
め

合
い

部
の

圧
痕

を
確

認
し

た
。

ベ
ー

ス
ボ

ル
ト

の
ワ

ッ
シ

ャ
ー

の
ず

れ
を

確
認

し
た

。

-
本

事
象

は
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

有
主

要
構

成
品

の
大

き
な

損
傷

に
は

至
っ

て
お

ら
ず

、
機

能
維

持
に

影
響

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

ラ
イ

ナ
ー

の
交

換
、

補
修

、
調

整
等

を
実

施
し

た
。

本
体

キ
ー

の
交

換
並

び
に

キ
ー

溝
の

補
修

を
実

施
し

た
。

ボ
ル

ト
の

交
換

及
び

嵌
め

合
い

部
の

補
修

を
実

施
し

た
。

ワ
ッ

シ
ャ

ー
を

正
規

位
置

へ
戻

し
た

。

5
5

ａ
－

１

（
１

５
）
発

電
機

N
4
1
-

C
0
0
1

発
電

機
主

発
電

機
本

体
-

-
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(1
6
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

5
6

ｂ
－

１
燃

料
取

扱
装

置
原

子
炉

建
屋

ク
レ

ー
ン

U
3
1
-

E
1
0
1

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
原

子
炉

建
屋

ク
レ

ー
ン

受
電

電
圧

計
の

指
針

の
ひ

っ
か

か
り

を
確

認
し

た
。

良

受
電

電
圧

計
に

外
観

上
の

異
常

は
な

く
、

過
去

に
も

同
様

の
事

象
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
指

針
駆

動
部

の
経

年
的

な
劣

化
に

よ
る

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

受
電

電
圧

計
の

交
換

を
実

施
し

、
動

作
状

態
に

異
常

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

5
7

ｂ
－

４

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
可

変
周

波
数

電
源

装
置

可
変

速
流

体
継

手
C

8
1
-

C
0
0
3

Ａ
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
流

体
継

手
(Ｆ

／
Ｄ

)下
ケ

ー
ス

フ
ラ

ン
ジ

溶
接

部
に

油
の

漏
え

い
痕

が
確

認
さ

れ
た

。
追

加
点

検
（
浸

透
探

傷
試

験
）
の

結
果

、
円

形
指

示
模

様
を

確
認

し
た

。

-

確
認

さ
れ

た
指

示
模

様
は

円
形

指
示

模
様

（
ブ

ロ
ー

ホ
ー

ル
）
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

製
作

時
の

溶
接

不
良

に
よ

る
も

の
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

対
策

と
し

て
指

示
模

様
箇

所
を

切
削

除
去

後
補

修
溶

接
を

実
施

し
、

再
度

浸
透

探
傷

試
験

を
行

っ
た

結
果

、
指

示
模

様
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

5
8

ｂ
－

４
圧

力
容

器
内

部
構

造
物

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
-

-
○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

（
Ｊ
Ｐ

１
）
イ

ン
レ

ッ
ト

ミ
キ

サ
ー

の
運

転
中

の
振

動
を

抑
え

る
た

め
に

上
か

ら
は

め
込

ん
で

い
る

ク
サ

ビ
（
ウ

エ
ッ

ジ
）
の

ず
れ

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
ウ

ェ
ッ

ジ
の

ズ
レ

の
他

に
位

置
決

め
ボ

ル
ト

の
磨

耗
、

ビ
ー

ム
ボ

ル
ト

の
ゆ

る
み

等
を

確
認

し
た

。

良

分
解

点
検

の
結

果
、

解
析

お
よ

び
モ

ッ
ク

ア
ッ

プ
に

よ
る

再
現

試
験

か
ら

、
本

事
象

は
地

震
に

よ
る

も
の

で
は

な
く
、

平
成

７
年

に
実

施
し

た
ビ

ー
ム

取
替

工
事

の
際

の
施

工
不

良
に

起
因

す
る

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

ず
れ

が
確

認
さ

れ
た

ク
サ

ビ
（
ウ

ェ
ッ

ジ
）
に

つ
い

て
，

正
規

位
置

へ
の

復
旧

を
実

施
し

た
。

（
１

９
）
Ｍ

－
Ｇ

セ
ッ

ト
流

体
継

手

（
１

８
）
ク

レ
ー

ン

（
２

２
）
炉

内
構

造
物
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(1
7
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
配

管
の

曲
が

り
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
の

結
果

、
配

管
の

曲
が

り
を

確
認

し
た

。
更

に
浸

透
探

傷
試

験
を

行
い

，
配

管
溶

接
部

に
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

-

地
震

の
影

響
で

地
盤

沈
下

し
た

こ
と

か
ら

、
屋

外
液

化
窒

素
設

備
土

台
と

取
り

合
い

ト
レ

ン
チ

に
相

対
変

位
が

生
じ

て
、

配
管

が
変

形
し

た
も

の
と

判
断

し
た

。

有
配

管
の

曲
が

り
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
機

能
に

影
響

あ
り

と
判

断
し

た
。

否

要
配

管
を

交
換

す
る

。

配
管

交
換

を
行

い
、

不
等

沈
下

に
よ

る
ず

れ
分

を
調

整
し

補
修

し
た

。
そ

の
後

磁
粉

探
傷

試
験

、
浸

透
探

傷
試

験
、

運
転

圧
漏

え
い

に
て

健
全

性
を

確
認

し
た

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
支

持
構

造
物

の
変

形
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
の

結
果

、
支

持
構

造
物

の
曲

が
り

を
確

認
し

た
。

ま
た

，
ラ

グ
部

に
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

更
に

浸
透

探
傷

試
験

を
行

い
，

ラ
グ

部
に

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

-

地
震

の
影

響
で

地
盤

沈
下

し
た

こ
と

か
ら

、
屋

外
液

化
窒

素
設

備
土

台
と

取
り

合
い

ト
レ

ン
チ

に
相

対
変

位
が

生
じ

て
、

支
持

構
造

物
が

変
形

し
た

も
の

と
判

断
し

た
。

有
支

持
構

造
物

の
曲

が
り

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

機
能

に
影

響
あ

り
と

判
断

し
た

。
否

要
変

形
部

の
部

材
交

換
を

行
う

。

変
形

部
の

部
材

交
換

を
行

い
補

修
し

た
。

そ
の

後
磁

粉
探

傷
試

験
、

浸
透

探
傷

試
験

、
運

転
圧

漏
え

い
に

て
健

全
性

を
確

認
し

た
。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
配

管
の

曲
が

り
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
の

結
果

、
配

管
の

曲
が

り
を

確
認

し
た

。
更

に
浸

透
探

傷
試

験
を

行
い

，
配

管
溶

接
部

に
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

-

地
震

の
影

響
で

地
盤

沈
下

し
た

こ
と

か
ら

、
屋

外
液

化
窒

素
設

備
土

台
と

取
り

合
い

ト
レ

ン
チ

に
相

対
変

位
が

生
じ

て
、

配
管

が
変

形
し

た
も

の
と

判
断

し
た

。

有
配

管
の

曲
が

り
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
機

能
に

影
響

あ
り

と
判

断
し

た
。

否

要
配

管
を

交
換

す
る

。

配
管

交
換

を
行

い
、

不
等

沈
下

に
よ

る
ず

れ
分

を
調

整
し

補
修

し
た

。
そ

の
後

磁
粉

探
傷

試
験

、
浸

透
探

傷
試

験
、

運
転

圧
漏

え
い

に
て

健
全

性
を

確
認

し
た

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
支

持
構

造
物

の
変

形
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
の

結
果

、
支

持
構

造
物

の
曲

が
り

を
確

認
し

た
。

ま
た

，
ラ

グ
部

に
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

更
に

浸
透

探
傷

試
験

を
行

い
，

ラ
グ

部
に

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

-

地
震

の
影

響
で

地
盤

沈
下

し
た

こ
と

か
ら

、
屋

外
液

化
窒

素
設

備
土

台
と

取
り

合
い

ト
レ

ン
チ

に
相

対
変

位
が

生
じ

て
、

支
持

構
造

物
が

変
形

し
た

も
の

と
判

断
し

た
。

有
支

持
構

造
物

の
曲

が
り

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

機
能

に
影

響
あ

り
と

判
断

し
た

。
否

要
変

形
部

の
部

材
交

換
を

行
う

。

変
形

部
の

部
材

交
換

を
行

い
補

修
し

た
。

そ
の

後
磁

粉
探

傷
試

験
、

浸
透

探
傷

試
験

、
運

転
圧

漏
え

い
に

て
健

全
性

を
確

認
し

た
。

不
活

性
ガ

ス
系 不

活
性

ガ
ス

系

5
9

6
0

-
-

ａ
－

２
主

配
管

２

ａ
－

２
-

-

主
配

管
３

-

（
２

３
）
配

管
（
支

持
構

造
物

含
む

）

-
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(1
8
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

7
0
0
A

‐
R

C
W

-
1
0
2
8

-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

主
配

管
で

、
レ

ス
ト

レ
イ

ン
ト

（
Ｕ

バ
ン

ド
）
に

て
支

持
さ

れ
て

い
る

箇
所

に
接

触
痕

を
確

認
し

た
。

目
視

点
検

の
結

果
、

配
管

と
レ

ス
ト

レ
ン

ト
と

の
接

触
痕

を
確

認
し

た
。

接
触

痕
は

、
約

１
０

ｍ
ｍ

程
度

の
長

さ
で

あ
り

、
周

辺
の

配
管

・
支

持
構

造
物

に
損

傷
及

び
変

形
は

認
め

ら
れ

て
い

な
い

。
当

該
配

管
は

ト
レ

ン
チ

内
に

施
設

さ
れ

て
い

る
箇

所
に

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

配
管

と
レ

ス
ト

レ
ン

ト
に

接
触

痕
が

で
き

た
と

判
断

し
た

。

有

配
管

お
よ

び
支

持
構

造
物

に
損

傷
は

無
い

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
・
機

能
へ

の
影

響
は

な
い

も
の

と
判

断
し

た
。

良
-

当
該

箇
所

に
つ

い
て

は
補

修
塗

装
を

実
施

し
た

。

7
0
0
A

‐
R

C
W

-
1
0
7
2

-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

主
配

管
で

、
レ

ス
ト

レ
イ

ン
ト

（
Ｕ

バ
ン

ド
）
に

て
支

持
さ

れ
て

い
る

箇
所

に
接

触
痕

を
確

認
し

た
。

目
視

点
検

の
結

果
、

配
管

と
レ

ス
ト

レ
ン

ト
と

の
接

触
痕

を
確

認
し

た
。

接
触

痕
は

、
約

１
０

ｍ
ｍ

程
度

の
長

さ
で

あ
り

、
周

辺
の

配
管

・
支

持
構

造
物

に
損

傷
及

び
変

形
は

認
め

ら
れ

て
い

な
い

。
当

該
配

管
は

ト
レ

ン
チ

内
に

施
設

さ
れ

て
い

る
箇

所
に

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

配
管

と
レ

ス
ト

レ
ン

ト
に

接
触

痕
が

で
き

た
と

判
断

し
た

。

有

配
管

お
よ

び
支

持
構

造
物

に
損

傷
は

無
い

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
・
機

能
へ

の
影

響
は

な
い

も
の

と
判

断
し

た
。

良
-

当
該

箇
所

に
つ

い
て

は
補

修
塗

装
を

実
施

し
た

。

S
N

O
-

R
C

W
-

1
2
5
2

A
○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
オ

イ
ル

ス
ナ

ッ
バ

よ
り

油
の

滴
下

を
確

認
し

た
。

-

目
視

点
検

の
結

果
、

オ
イ

ル
リ

ザ
ー

バ
ー

と
給

油
管

の
継

手
部

か
ら

油
の

に
じ

み
を

確
認

し
た

。
オ

イ
ル

ス
ナ

ッ
バ

本
体

等
に

変
形

・
損

傷
等

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
継

手
部

の
オ

イ
ル

シ
ー

ル
が

経
年

劣
化

し
に

じ
み

出
た

油
が

給
油

管
を

伝
っ

て
、

僅
か

に
垂

れ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
も

の
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

オ
イ

ル
ス

ナ
ッ

バ
は

、
耐

震
工

事
対

象
に

伴
い

取
替

を
実

施
済

み
。

S
N

O
-

R
C

W
-

1
2
5
4

-
○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
オ

イ
ル

ス
ナ

ッ
バ

よ
り

油
の

滴
下

を
確

認
し

た
。

-

目
視

点
検

の
結

果
、

オ
イ

ル
リ

ザ
ー

バ
ー

と
給

油
管

の
継

手
部

か
ら

油
の

に
じ

み
を

確
認

し
た

。
オ

イ
ル

ス
ナ

ッ
バ

本
体

等
に

変
形

・
損

傷
等

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
継

手
部

の
オ

イ
ル

シ
ー

ル
が

経
年

劣
化

し
に

じ
み

出
た

油
が

給
油

管
を

伝
っ

て
、

僅
か

に
垂

れ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
も

の
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

オ
イ

ル
ス

ナ
ッ

バ
は

、
耐

震
工

事
対

象
に

伴
い

取
替

を
実

施
済

み
。

6
2

ｂ
－

１
主

配
管

５
S
N

O
-

R
S
W

-
1
2
4
8

A
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
オ

イ
ル

ス
ナ

ッ
バ

よ
り

油
の

滴
下

を
確

認
し

た
。

-

目
視

点
検

の
結

果
、

オ
イ

ル
リ

ザ
ー

バ
ー

と
給

油
管

の
継

手
部

か
ら

油
の

に
じ

み
を

確
認

し
た

。
オ

イ
ル

ス
ナ

ッ
バ

本
体

等
に

変
形

・
損

傷
等

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
継

手
部

の
オ

イ
ル

シ
ー

ル
が

経
年

劣
化

し
に

じ
み

出
た

油
が

給
油

管
を

伝
っ

て
、

僅
か

に
垂

れ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
も

の
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

オ
イ

ル
ス

ナ
ッ

バ
は

、
耐

震
工

事
対

象
に

伴
い

取
替

を
実

施
済

み
。

6
3

ｂ
－

１
残

留
熱

除
去

系
主

配
管

１
S
N

O
-

R
H

R
-
3
1
5

A
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
オ

イ
ル

ス
ナ

ッ
バ

よ
り

油
の

滴
下

を
確

認
し

た
。

-

目
視

点
検

の
結

果
、

オ
イ

ル
リ

ザ
ー

バ
ー

と
給

油
管

の
継

手
部

か
ら

油
の

に
じ

み
を

確
認

し
た

。
オ

イ
ル

ス
ナ

ッ
バ

本
体

等
に

変
形

・
損

傷
等

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
継

手
部

の
オ

イ
ル

シ
ー

ル
が

経
年

劣
化

し
に

じ
み

出
た

油
が

給
油

管
を

伝
っ

て
、

僅
か

に
垂

れ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
も

の
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

オ
イ

ル
ス

ナ
ッ

バ
は

、
耐

震
工

事
対

象
に

伴
い

取
替

を
実

施
済

み
。

6
1

ｂ
－

１

ａ
－

１

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

）

主
配

管
１

91



表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(1
9
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

6
4

ｂ
－

１
主

蒸
気

系
主

配
管

３

S
N

O
-

M
S
-
7
6
6

S
N

O
-

M
S
-
7
6
9

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
オ

イ
ル

ス
ナ

ッ
バ

の
コ

ー
ル

ド
位

置
が

ず
れ

て
お

り
、

熱
移

動
量

を
考

慮
す

る
と

、
ス

ト
ロ

ー
ク

オ
ー

バ
ー

と
な

る
オ

イ
ル

ス
ナ

ッ
バ

を
確

認
し

た
。

-

通
常

運
転

中
に

お
い

て
も

見
ら

れ
る

事
象

で
あ

る
と

と
も

に
、

ロ
ッ

ド
、

タ
ー

ン
バ

ッ
ク

ル
、

球
面

軸
受

等
外

観
に

変
形

・
損

傷
は

な
く
、

ま
た

、
油

漏
れ

等
も

な
い

。
ま

た
周

辺
の

配
管

及
び

支
持

構
造

物
に

お
い

て
も

変
形

等
認

め
ら

れ
て

い
な

い
。

よ
っ

て
、

経
年

使
用

に
伴

う
位

置
ず

れ
で

あ
り

地
震

に
よ

る
影

響
で

は
な

い
も

の
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

オ
イ

ル
ス

ナ
ッ

バ
指

示
値

の
位

置
調

整
を

実
施

し
た

。

6
5

ｂ
－

１
蒸

気
タ

ー
ビ

ン
ク

ロ
ス

ア
ラ

ウ
ン

ド
管

S
H

-
E
S
-

9
8
0

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
ス

プ
リ

ン
グ

ハ
ン

ガ
ー

の
コ

ー
ル

ド
位

置
が

ず
れ

て
お

り
、

熱
移

動
量

を
考

慮
す

る
と

、
ス

ト
ロ

ー
ク

オ
ー

バ
ー

と
な

る
ス

プ
リ

ン
グ

ハ
ン

ガ
ー

を
確

認
し

た
。

-

通
常

運
転

中
に

お
い

て
も

見
ら

れ
る

事
象

で
あ

る
と

と
も

に
、

ロ
ッ

ド
、

タ
ー

ン
バ

ッ
ク

ル
、

球
面

軸
受

等
外

観
に

変
形

・
損

傷
は

な
く
、

ま
た

、
油

漏
れ

等
も

な
い

。
ま

た
周

辺
の

配
管

及
び

支
持

構
造

物
に

お
い

て
も

変
形

等
認

め
ら

れ
て

い
な

い
。

よ
っ

て
、

経
年

使
用

に
伴

う
位

置
ず

れ
で

あ
り

地
震

に
よ

る
影

響
で

は
な

い
も

の
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

コ
ー

ル
ド

位
置

の
調

整
を

行
っ

た
。

6
6

ａ
－

１

廃
棄

物
処

理
設

備
気

体
廃

棄
物

処
理

系

主
配

管
7
5
0
A

-
O

G
-
0
8
9

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
レ

ス
ト

レ
イ

ン
ト

（
Ｕ

バ
ン

ド
）
サ

ポ
ー

ト
に

て
支

持
さ

れ
て

い
る

箇
所

に
接

触
し

た
痕

を
確

認
し

た
。

-

目
視

点
検

の
結

果
、

配
管

と
レ

ス
ト

レ
ン

ト
と

の
接

触
痕

を
確

認
し

た
。

接
触

痕
は

、
約

１
０

ｍ
ｍ

程
度

の
長

さ
で

あ
り

、
周

辺
の

配
管

・
支

持
構

造
物

に
損

傷
及

び
変

形
は

認
め

ら
れ

て
い

な
い

。
当

該
配

管
は

ト
レ

ン
チ

内
に

施
設

さ
れ

て
い

る
箇

所
に

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

配
管

と
レ

ス
ト

レ
ン

ト
に

接
触

痕
が

で
き

た
と

判
断

し
た

。

有

配
管

お
よ

び
支

持
構

造
物

に
損

傷
は

無
い

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
・
機

能
へ

の
影

響
は

な
い

も
の

と
判

断
し

た
。

良
-

基
本

点
検

の
結

果
、

近
隣

箇
所

に
つ

い
て

異
常

は
な

く
、

配
管

の
移

動
は

数
ミ

リ
程

度
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

当
該

箇
所

に
つ

い
て

は
塗

装
補

修
を

実
施

し
た

。

6
7

ｂ
－

１

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系
低

電
導

度
廃

液
系

主
配

管
L
C

W
-

0
2
6

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
配

管
サ

ポ
ー

ト
の

損
傷

を
確

認
し

た
。

-

他
号

機
（
４

号
機

）
の

同
じ

設
備

に
お

い
て

，
低

電
導

度
廃

液
系

ポ
ン

プ
と

低
電

導
度

廃
液

系
ろ

過
器

の
高

低
差

に
よ

る
水

柱
分

離
に

起
因

し
た

ポ
ン

プ
起

動
時

の
水

撃
現

象
に

よ
る

サ
ポ

ー
ト

の
破

損
が

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
，

ま
た

当
該

配
管

と
平

行
し

て
敷

設
さ

れ
て

い
る

他
の

配
管

に
は

移
動

痕
が

確
認

さ
れ

な
い

こ
と

か
ら

水
撃

現
象

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
あ

り
，

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

損
傷

部
位

の
修

理
（
プ

レ
ー

ト
交

換
）
を

実
施

し
た

。
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(2
0
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
ろ

過
機

(B
)入

口
配

管
に

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

で
き

て
お

り
廃

液
の

滴
下

を
確

認
し

た
。

-

微
少

な
漏

え
い

痕
に

よ
る

廃
液

の
滴

下
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

本
系

統
に

使
用

し
て

い
る

粉
末

活
性

炭
が

配
管

溶
接

部
で

局
部

電
池

作
用

に
よ

り
経

年
的

に
腐

食
し

た
こ

と
が

原
因

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

配
管

を
取

替
え

、
漏

え
い

確
認

を
実

施
し

、
健

全
性

に
異

常
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
受

タ
ン

ク
(B

)ろ
過

機
供

給
配

管
に

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

で
き

て
お

り
廃

液
の

滴
下

を
確

認
し

た
。

-

微
少

な
漏

え
い

痕
に

よ
る

廃
液

の
滴

下
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

本
系

統
に

使
用

し
て

い
る

粉
末

活
性

炭
が

配
管

溶
接

部
で

局
部

電
池

作
用

に
よ

り
経

年
的

に
腐

食
し

た
こ

と
が

原
因

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

配
管

を
取

替
え

、
漏

え
い

確
認

を
実

施
し

、
健

全
性

に
異

常
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

2
0
0
Ａ

-
H

P
C

W
-
2

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
レ

ス
ト

レ
ン

ト
（
Ｕ

バ
ン

ド
）
に

て
支

持
さ

れ
て

い
る

箇
所

に
接

触
痕

を
確

認
し

た
。

-

目
視

点
検

の
結

果
、

配
管

と
レ

ス
ト

レ
ン

ト
と

の
接

触
痕

を
確

認
し

た
。

接
触

痕
は

、
約

１
０

ｍ
ｍ

程
度

の
長

さ
で

あ
り

、
周

辺
の

配
管

・
支

持
構

造
物

に
損

傷
及

び
変

形
は

認
め

ら
れ

て
い

な
い

。
当

該
配

管
は

ト
レ

ン
チ

内
に

施
設

さ
れ

て
い

る
箇

所
に

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

配
管

と
レ

ス
ト

レ
ン

ト
に

接
触

痕
が

で
き

た
と

判
断

し
た

。

有

配
管

お
よ

び
支

持
構

造
物

に
損

傷
は

無
い

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
・
機

能
へ

の
影

響
は

な
い

も
の

と
判

断
し

た
。

良
-

当
該

箇
所

に
つ

い
て

は
補

修
塗

装
を

実
施

し
た

。

2
0
0
Ａ

-
H

P
C

W
-
3

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
レ

ス
ト

レ
ン

ト
（
Ｕ

バ
ン

ド
）
に

て
支

持
さ

れ
て

い
る

箇
所

に
接

触
痕

を
確

認
し

た
。

-

目
視

点
検

の
結

果
、

配
管

と
レ

ス
ト

レ
ン

ト
と

の
接

触
痕

を
確

認
し

た
。

接
触

痕
は

、
約

１
０

ｍ
ｍ

程
度

の
長

さ
で

あ
り

、
周

辺
の

配
管

・
支

持
構

造
物

に
損

傷
及

び
変

形
は

認
め

ら
れ

て
い

な
い

。
当

該
配

管
は

ト
レ

ン
チ

内
に

施
設

さ
れ

て
い

る
箇

所
に

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

配
管

と
レ

ス
ト

レ
ン

ト
に

接
触

痕
が

で
き

た
と

判
断

し
た

。

有

配
管

お
よ

び
支

持
構

造
物

に
損

傷
は

無
い

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
・
機

能
へ

の
影

響
は

な
い

も
の

と
判

断
し

た
。

良
-

当
該

箇
所

に
つ

い
て

は
補

修
塗

装
を

実
施

し
た

。

S
H

-
H

P
S
W

-
1
2
0
1
-
2

-
○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
ス

プ
リ

ン
グ

ハ
ン

ガ
ー

の
指

示
値

が
据

付
時

目
盛

り
よ

り
８

ｍ
ｍ

上
方

に
移

動
し

て
お

り
指

示
値

０
ｍ

ｍ
を

示
し

て
い

る
。

-

パ
イ

プ
ラ

グ
等

の
ス

プ
リ

ン
グ

ハ
ン

ガ
構

成
部

品
に

曲
が

り
、

損
傷

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
、

配
管

の
外

観
点

検
で

も
変

形
が

認
め

ら
れ

な
い

こ
と

か
ら

、
経

年
使

用
に

伴
う

位
置

ず
れ

で
あ

り
、

地
震

に
よ

る
影

響
で

は
な

い
も

の
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

長
年

の
使

用
に

よ
り

徐
々

に
ず

れ
が

生
じ

た
も

の
と

判
断

し
、

ス
プ

リ
ン

グ
ハ

ン
ガ

ー
の

調
整

を
実

施
し

た
。

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系
洗

濯
廃

液
系

6
9

6
8

-
ｂ

－
１

ａ
－

１

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

-
ゼ

ル
補

機
冷

却
水

系
（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
デ

ィ
-
ゼ

ル
補

機
冷

却
海

水
系

を
含

む
）

-

主
配

管
1

主
配

管
-
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(2
1
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

ａ
－

１
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
整

流
板

に
浮

き
上

り
お

よ
び

変
形

を
確

認
し

た
。

-

前
回

の
定

検
点

検
で

変
形

は
確

認
さ

れ
て

お
ら

ず
、

地
震

後
点

検
時

に
変

形
が

確
認

さ
れ

、
そ

の
箇

所
は

A
,B

,C
全

て
の

コ
ー

ナ
ー

部
に

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
本

事
象

は
地

震
に

よ
る

タ
ー

ビ
ン

と
復

水
器

の
揺

れ
の

違
い

か
ら

整
流

板
が

下
部

ホ
ル

ダ
ー

と
干

渉
し

、
曲

げ
加

工
（
コ

ー
ナ

の
Ｒ

加
工

）
で

剛
性

が
高

い
コ

ー
ナ

ー
部

が
塑

性
変

形
し

た
事

象
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

有

整
流

板
は

伸
縮

継
手

に
直

接
蒸

気
が

当
た

る
の

を
防

ぐ
た

め
に

保
護

用
で

取
付

け
ら

れ
て

お
り

、
本

事
象

の
浮

き
上

が
り

、
変

形
は

直
接

機
能

に
は

影
響

す
る

も
の

で
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

念
の

た
め

、
損

傷
整

流
板

に
つ

い
て

新
製

交
換

し
た

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
海

側
水

室
内

部
コ

ー
ナ

ー
部

に
塗

装
の

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
海

側
水

室
内

部
コ

ー
ナ

ー
部

の
フ

ラ
ン

ジ
パ

ッ
キ

ン
の

は
み

出
し

を
確

認
し

た
。

-

塗
装

の
ひ

び
が

確
認

さ
れ

た
海

側
水

室
内

部
コ

ー
ナ

ー
部

は
、

経
年

劣
化

に
よ

り
パ

ッ
キ

ン
が

は
み

出
し

て
ひ

び
と

似
た

状
況

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

-
-

-
復

水
器

水
室

内
面

に
目

張
り

補
修

を
実

施
し

た
。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
水

室
フ

ラ
ン

ジ
部

（
第

１
水

室
海

側
）
の

漏
え

い
痕

が
確

認
さ

れ
た

。
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
非

破
壊

試
験

）
の

結
果

、
フ

ラ
ン

ジ
取

付
ボ

ル
ト

に
異

常
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

-

フ
ラ

ン
ジ

部
に

変
形

及
び

取
付

け
ボ

ル
ト

に
異

常
が

な
く
、

ゴ
ム

パ
ッ

キ
ン

は
硬

化
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
逆

洗
時

等
の

圧
力

変
動

に
よ

り
経

年
的

に
締

付
け

ト
ル

ク
が

僅
か

に
低

下
し

、
漏

え
い

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

-
-

-

復
水

器
水

室
内

面
に

目
張

り
補

修
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

水
室

フ
ラ

ン
ジ

部
ボ

ル
ト

・
ナ

ッ
ト

に
つ

い
て

、
抜

取
り

代
表

８
本

（
２

水
室

×
４

本
）
の

取
外

し
お

よ
び

、
非

破
壊

試
験

を
行

い
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

、
ボ

ル
ト

全
数

の
ト

ル
ク

締
め

を
実

施
し

た
。

ａ
－

１
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
整

流
板

に
浮

き
上

り
お

よ
び

変
形

を
確

認
し

た
。

-

前
回

の
定

検
点

検
で

変
形

は
確

認
さ

れ
て

お
ら

ず
、

地
震

後
点

検
時

に
変

形
が

確
認

さ
れ

、
そ

の
箇

所
は

A
,B

,C
全

て
の

コ
ー

ナ
ー

部
に

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
本

事
象

は
地

震
に

よ
る

タ
ー

ビ
ン

と
復

水
器

の
揺

れ
の

違
い

か
ら

整
流

板
が

下
部

ホ
ル

ダ
ー

と
干

渉
し

、
曲

げ
加

工
（
コ

ー
ナ

の
Ｒ

加
工

）
で

剛
性

が
高

い
コ

ー
ナ

ー
部

が
塑

性
変

形
し

た
事

象
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

有

整
流

板
は

伸
縮

継
手

に
直

接
蒸

気
が

当
た

る
の

を
防

ぐ
た

め
に

保
護

用
で

取
付

け
ら

れ
て

お
り

、
本

事
象

の
浮

き
上

が
り

、
変

形
は

直
接

機
能

に
は

影
響

す
る

も
の

で
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

念
の

た
め

、
損

傷
整

流
板

に
つ

い
て

新
製

交
換

し
た

。

ｂ
－

４

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
抽

気
系

配
管

パ
イ

プ
ラ

グ
と

プ
レ

ー
ト

の
溶

接
部

に
、

指
示

模
様

が
確

認
さ

れ
た

。

-

抽
気

系
配

管
は

運
転

時
、

蒸
気

に
よ

る
推

力
や

熱
に

よ
る

膨
張

が
発

生
す

る
。

本
事

象
の

原
因

は
運

転
時

の
配

管
の

熱
移

動
を

拘
束

し
た

こ
と

に
よ

り
、

ラ
グ

と
プ

レ
ー

ト
の

溶
接

部
に

応
力

が
集

中
し

、
損

傷
に

至
っ

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
に

よ
る

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

ま
た

、
当

該
溶

接
部

は
す

み
肉

溶
接

が
施

さ
れ

て
お

り
水

平
方

向
の

応
力

が
考

慮
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

無
-

-
-

損
傷

が
確

認
さ

れ
た

ラ
グ

溶
接

部
に

つ
い

て
、

全
周

溶
接

化
修

理
を

実
施

し
た

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
海

側
水

室
内

部
コ

ー
ナ

ー
部

に
塗

装
の

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
海

側
水

室
内

部
コ

ー
ナ

ー
部

の
フ

ラ
ン

ジ
パ

ッ
キ

ン
の

は
み

出
し

を
確

認
し

た
。

-

塗
装

の
ひ

び
が

確
認

さ
れ

た
海

側
水

室
内

部
コ

ー
ナ

ー
部

は
、

経
年

劣
化

に
よ

り
パ

ッ
キ

ン
が

は
み

出
し

て
ひ

び
と

似
た

状
況

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

-
-

-
復

水
器

水
室

内
面

に
目

張
り

補
修

を
実

施
し

た
。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
水

室
フ

ラ
ン

ジ
部

（
第

２
水

室
海

・
山

側
）
の

漏
え

い
痕

が
確

認
さ

れ
た

。
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
非

破
壊

試
験

）
の

結
果

、
フ

ラ
ン

ジ
取

付
ボ

ル
ト

に
異

常
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

-

フ
ラ

ン
ジ

部
に

変
形

及
び

取
付

け
ボ

ル
ト

に
異

常
が

な
く
、

ゴ
ム

パ
ッ

キ
ン

は
硬

化
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
逆

洗
時

等
の

圧
力

変
動

に
よ

り
経

年
的

に
締

付
け

ト
ル

ク
が

僅
か

に
低

下
し

、
漏

え
い

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

-
-

-

復
水

器
水

室
内

面
に

目
張

り
補

修
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

水
室

フ
ラ

ン
ジ

部
ボ

ル
ト

・
ナ

ッ
ト

に
つ

い
て

、
抜

取
り

代
表

８
本

（
２

水
室

×
４

本
）
の

取
外

し
お

よ
び

、
非

破
壊

試
験

を
行

い
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

、
ボ

ル
ト

全
数

の
ト

ル
ク

締
め

を
実

施
し

た
。

7
1

ｂ
－

１

B

N
6
1
-

B
0
0
1

復
水

器

復
水

器
B

-
A

7
0

復
水

器
A

（
２

６
）
復

水
器

、
給

水
加

熱
器

、
湿

分
分

離
器

ｂ
－

１

-

無無
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(2
2
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

ａ
－

１
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
整

流
板

に
浮

き
上

り
お

よ
び

変
形

を
確

認
し

た
。

-

前
回

の
定

検
点

検
で

変
形

は
確

認
さ

れ
て

お
ら

ず
、

地
震

後
点

検
時

に
変

形
が

確
認

さ
れ

、
そ

の
箇

所
は

A
,B

,C
全

て
の

コ
ー

ナ
ー

部
に

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
本

事
象

は
地

震
に

よ
る

タ
ー

ビ
ン

と
復

水
器

の
揺

れ
の

違
い

か
ら

整
流

板
が

下
部

ホ
ル

ダ
ー

と
干

渉
し

、
曲

げ
加

工
（
コ

ー
ナ

の
Ｒ

加
工

）
で

剛
性

が
高

い
コ

ー
ナ

ー
部

が
塑

性
変

形
し

た
事

象
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

有

整
流

板
は

伸
縮

継
手

に
直

接
蒸

気
が

当
た

る
の

を
防

ぐ
た

め
に

保
護

用
で

取
付

け
ら

れ
て

お
り

、
本

事
象

の
浮

き
上

が
り

、
変

形
は

直
接

機
能

に
は

影
響

す
る

も
の

で
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

念
の

た
め

、
損

傷
整

流
板

に
つ

い
て

新
製

交
換

し
た

。

ｂ
－

１

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
海

側
水

室
内

部
コ

ー
ナ

ー
部

に
塗

装
の

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
海

側
水

室
内

部
コ

ー
ナ

ー
部

の
フ

ラ
ン

ジ
パ

ッ
キ

ン
の

は
み

出
し

を
確

認
し

た
。

-

塗
装

の
ひ

び
が

確
認

さ
れ

た
海

側
水

室
内

部
コ

ー
ナ

ー
部

は
、

経
年

劣
化

に
よ

り
パ

ッ
キ

ン
が

は
み

出
し

て
ひ

び
と

似
た

状
況

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

復
水

器
水

室
内

面
に

目
張

り
補

修
を

実
施

し
た

。

7
3

ｂ
－

１
A

-

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
内

部
構

造
物

の
取

付
溶

接
部

に
指

示
模

様
や

目
視

に
よ

る
溶

接
部

の
傷

が
確

認
さ

れ
た

。

-

確
認

さ
れ

た
指

示
模

様
は

、
内

部
構

造
物

に
変

形
等

確
認

さ
れ

て
お

ら
ず

、
地

震
発

生
以

前
に

も
同

様
な

取
付

溶
接

部
に

指
示

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
経

年
的

な
事

象
で

あ
り

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

当
該

部
の

補
修

や
傷

の
除

去
を

実
施

し
た

。

7
4

ｂ
－

１
B

-

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
内

部
構

造
物

の
取

付
溶

接
部

に
指

示
模

様
や

目
視

に
よ

る
溶

接
部

の
傷

が
確

認
さ

れ
た

。

-

確
認

さ
れ

た
指

示
模

様
は

、
内

部
構

造
物

に
変

形
等

確
認

さ
れ

て
お

ら
ず

、
地

震
発

生
以

前
に

も
同

様
な

取
付

溶
接

部
に

指
示

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
経

年
的

な
事

象
で

あ
り

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

当
該

部
の

補
修

や
傷

の
除

去
を

実
施

し
た

。

7
2

復
水

器
C

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

-
N

6
1
-

B
0
0
1

N
3
5
-

D
0
0
1

湿
分

分
離

器

復
水

器
C
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(2
3
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

7
5

ａ
－

１

2
号

高
起

動
変

圧
器

（
第

1
、

2
、

5
号

機
共

用
）

２
号

高
起

動
変

圧
器

S
1
2

-
-

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
内

部
構

造
物

全
体

と
巻

線
部

の
絶

縁
物

に
地

震
の

影
響

と
想

定
さ

れ
る

ず
れ

が
確

認
さ

れ
た

。

-
本

来
、

等
間

隔
に

配
置

さ
れ

て
い

る
絶

縁
物

に
揺

れ
が

原
因

と
考

え
ら

れ
る

ず
れ

が
生

じ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
有

絶
縁

物
の

配
列

ズ
レ

で
あ

り
、

巻
線

に
ず

れ
は

無
い

こ
と

か
ら

、
巻

線
距

離
に

変
化

は
無

く
絶

縁
性

能
等

に
影

響
無

い
と

判
断

し
た

。

良
-

ず
れ

を
修

復
し

正
規

の
状

態
に

復
旧

し
た

。
絶

縁
物

の
ず

れ
防

止
対

策
と

し
て

、
絶

縁
物

の
固

縛
を

実
施

し
た

。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
放

圧
装

置
が

動
作

し
た

こ
と

に
よ

る
油

漏
れ

を
確

認
し

た
。

-

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

変
圧

器
内

部
の

放
圧

装
置

に
加

わ
る

圧
力

が
変

動
し

た
こ

と
に

よ
り

、
放

圧
装

置
 （

弁
）
が

動
作

し
放

圧
弁

か
ら

漏
油

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

有

変
圧

器
本

体
を

保
護

す
る

為
の

動
作

で
あ

り
、

機
器

の
損

傷
で

は
な

い
こ

と
か

ら
、

機
械

性
能

等
に

は
影

響
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

地
震

に
よ

る
影

響
で

あ
る

が
、

機
能

維
持

に
は

影
響

が
無

い
と

判
断

し
た

。
放

圧
装

置
の

交
換

を
実

施
し

、
正

規
の

状
態

に
復

旧
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
内

部
構

造
物

全
体

と
巻

線
に

つ
い

て
、

地
震

の
影

響
と

想
定

さ
れ

る
ず

れ
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

鉄
心

構
造

材
固

定
金

具
の

取
付

ボ
ル

ト
折

損
が

確
認

さ
れ

た
。

-

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

鉄
心

ヨ
ー

ク
に

す
べ

り
が

発
生

し
、

鉄
心

構
造

材
固

定
金

具
に

許
容

値
以

上
の

応
力

が
加

わ
り

、
取

付
ボ

ル
ト

が
折

損
し

鉄
心

が
ず

れ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

有

鉄
心

の
ず

れ
は

接
合

部
に

お
い

て
局

部
的

な
過

熱
や

可
燃

性
ガ

ス
の

発
生

の
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

変
圧

器
本

体
の

性
能

に
影

響
が

あ
る

と
判

断
し

た
。

否
要

変
圧

器
を

新
製

し
た

。

7
7

ａ
－

１
R

1
1
H

T
R

5
A

-

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
内

部
構

造
物

全
体

に
つ

い
て

,地
震

の
影

響
と

想
定

さ
れ

る
ズ

レ
が

確
認

さ
れ

た
。

ま
た

、
鉄

心
ブ

ロ
ッ

ク
の

部
分

的
な

ず
れ

が
確

認
さ

れ
た

。

-

変
圧

器
内

部
構

造
物

全
体

に
つ

い
て

地
震

の
揺

れ
に

よ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

ず
れ

が
生

じ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
ま

た
、

鉄
心

ブ
ロ

ッ
ク

下
部

の
段

ク
サ

ビ
は

全
段

受
け

構
造

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
経

年
に

よ
る

締
付

力
の

低
下

に
加

え
て

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
部

分
的

な
ず

れ
が

生
じ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。

有

鉄
心

の
ず

れ
は

接
合

部
に

お
い

て
局

部
的

な
過

熱
や

可
燃

性
ガ

ス
の

発
生

の
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

変
圧

器
本

体
の

性
能

に
影

響
が

あ
る

と
判

断
し

た
。

否
要

鉄
心

を
新

製
し

た
。

ま
た

、
鉄

心
の

新
製

に
合

わ
せ

て
段

ク
サ

ビ
に

つ
い

て
鉄

心
各

ブ
ロ

ッ
ク

を
全

段
で

受
け

る
構

造
と

し
た

。

7
8

ａ
－

１
R

1
1
-

H
T
R

5
B

-
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
鉄

心
ブ

ロ
ッ

ク
の

部
分

的
な

ず
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
-

変
圧

器
内

部
の

鉄
心

ブ
ロ

ッ
ク

下
部

の
段

ク
サ

ビ
は

全
段

受
け

構
造

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
経

年
に

よ
る

締
付

力
の

低
下

に
加

え
て

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
部

分
的

な
ず

れ
が

生
じ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。

有

鉄
心

の
ず

れ
は

接
合

部
に

お
い

て
局

部
的

な
過

熱
や

可
燃

性
ガ

ス
の

発
生

の
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

変
圧

器
本

体
の

性
能

に
影

響
が

あ
る

と
判

断
し

た
。

否
要

鉄
心

を
新

製
し

た
。

ま
た

、
鉄

心
の

新
製

に
合

わ
せ

て
段

ク
サ

ビ
に

つ
い

て
鉄

心
各

ブ
ロ

ッ
ク

を
全

段
で

受
け

る
構

造
と

し
た

。

7
6

ａ
－

１

所
内

変
圧

器

-

所
内

変
圧

器

-
主

変
圧

器
S
1
1

（
２

８
）
変

圧
器

主
変

圧
器
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(2
4
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

7
9

ａ
－

１
低

起
動

変
圧

器
５

Ｓ
A

S
1
2
-

L
S
T
R

5
A

-

地
震

時
に

「
本

体
ゴ

ム
セ

ル
異

常
」
警

報
が

発
生

し
た

が
、

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
外

観
点

検
お

よ
び

本
体

油
面

の
確

認
を

行
い

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

絶
縁

油
の

分
析

に
お

い
て

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

-

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

、
変

圧
器

コ
ン

サ
ベ

ー
タ

内
油

面
の

変
動

に
よ

り
ゴ

ム
セ

ル
が

揺
れ

、
マ

イ
ク

ロ
ス

イ
ッ

チ
に

触
れ

た
こ

と
に

よ
り

瞬
時

警
報

が
発

生
・
復

帰
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。

有

変
圧

器
コ

ン
サ

ベ
ー

タ
油

面
変

動
に

伴
う

も
の

で
あ

り
、

機
器

の
損

傷
で

は
な

い
こ

と
か

ら
、

機
械

性
能

等
に

は
影

響
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

地
震

に
よ

る
影

響
で

あ
る

が
、

機
能

維
持

に
は

影
響

が
無

い
と

判
断

し
た

。

ａ
－

１

地
震

時
に

「
本

体
ゴ

ム
セ

ル
異

常
」
警

報
が

発
生

し
た

が
、

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
外

観
点

検
お

よ
び

本
体

油
面

の
確

認
を

行
い

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

絶
縁

油
の

分
析

に
お

い
て

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

-

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

、
変

圧
器

コ
ン

サ
ベ

ー
タ

内
油

面
の

変
動

に
よ

り
ゴ

ム
セ

ル
が

揺
れ

、
マ

イ
ク

ロ
ス

イ
ッ

チ
に

触
れ

た
こ

と
に

よ
り

瞬
時

警
報

が
発

生
・
復

帰
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。

有

変
圧

器
コ

ン
サ

ベ
ー

タ
油

面
変

動
に

伴
う

も
の

で
あ

り
、

機
器

の
損

傷
で

は
な

い
こ

と
か

ら
、

機
械

性
能

等
に

は
影

響
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

地
震

に
よ

る
影

響
で

あ
る

が
、

機
能

維
持

に
は

影
響

が
無

い
と

判
断

し
た

。

ｂ
－

１
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
変

圧
器

本
体

用
吸

湿
呼

吸
器

内
の

シ
リ

カ
ゲ

ル
の

変
色

が
確

認
さ

れ
た

。
-

本
体

用
吸

湿
呼

吸
器

の
外

観
上

に
異

常
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
通

常
使

用
上

の
吸

湿
に

よ
り

変
色

し
た

こ
と

が
明

確
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

シ
リ

カ
ゲ

ル
の

交
換

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

8
1

ｂ
－

１
変

圧
器

補
助

ボ
イ

ラ
用

変
圧

器
P

6
2
-

J
0
0
4

A
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
ガ

ス
検

出
継

電
器

廻
り

の
腐

食
お

よ
び

油
の

に
じ

み
を

確
認

し
た

。
-

外
観

上
の

損
傷

は
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

経
年

劣
化

に
よ

り
ガ

ス
継

電
器

廻
り

が
発

錆
・
腐

食
し

、
油

が
に

じ
み

出
た

も
の

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

エ
ポ

キ
シ

系
ボ

ン
ド

に
よ

る
コ

ー
キ

ン
グ

処
理

を
実

施
し

た
後

、
油

密
点

検
に

て
漏

え
い

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

8
0

-
B

低
起

動
変

圧
器

低
起

動
変

圧
器

５
Ｓ

Ｂ
S
1
2
-

L
S
T
R

5
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(2
5
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

ｂ
－

１
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
蓄

電
池

の
架

台
ア

ー
ス

線
端

子
に

緩
み

が
確

認
さ

れ
た

。
良

蓄
電

池
架

台
お

よ
び

架
台

基
礎

部
に

異
常

は
な

く
、

ま
た

、
架

台
ア

ー
ス

線
は

地
震

の
応

力
を

受
け

る
部

位
で

は
な

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

ア
ー

ス
線

の
締

め
付

け
を

実
施

し
、

正
常

に
締

め
付

け
ら

れ
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

ｂ
－

４
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
蓄

電
池

の
外

観
点

検
に

お
い

て
N

o
.2

1
セ

ル
の

電
解

液
中

に
浮

遊
物

を
発

見
し

た
。

良

浮
遊

物
は

そ
の

外
観

等
か

ら
、

電
槽

内
で

電
極

を
支

持
し

て
い

る
支

持
材

（
ポ

リ
プ

ロ
ピ

レ
ン

製
）
の

バ
リ

と
考

え
ら

れ
る

。
浮

遊
物

が
確

認
さ

れ
た

の
は

６
０

台
の

蓄
電

池
の

う
ち

の
１

台
で

あ
る

こ
と

、
お

よ
び

蓄
電

池
の

外
観

上
は

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

製
造

時
に

混
入

し
て

い
た

も
の

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

当
該

の
バ

リ
は

電
気

的
絶

縁
性

が
高

く
、

蓄
電

池
内

部
で

短
絡

等
に

至
る

可
能

性
は

な
い

こ
と

か
ら

、
バ

リ
の

混
入

が
蓄

電
池

の
性

能
・
寿

命
に

影
響

を
与

え
る

も
の

で
は

な
い

。
な

お
、

予
め

設
定

し
た

取
替

計
画

に
基

づ
き

、
当

該
の

蓄
電

池
を

含
む

全
６

０
台

の
取

替
を

実
施

し
た

。

8
3

ｂ
－

１
2
5
0
V

蓄
電

池
-

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
蓄

電
池

の
架

台
ア

ー
ス

線
端

子
に

緩
み

が
確

認
さ

れ
た

。
-

蓄
電

池
架

台
お

よ
び

架
台

基
礎

部
に

異
常

は
な

く
、

ま
た

、
架

台
ア

ー
ス

線
は

地
震

の
応

力
を

受
け

る
部

位
で

は
な

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

ア
ー

ス
線

の
締

め
付

け
を

実
施

し
、

正
常

に
締

め
付

け
ら

れ
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

（
２

９
）
蓄

電
池

8
2

-
○

1
2
5
V

蓄
電

池
H

P
C

S

蓄
電

池
お

よ
び

充
電

器

-
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(2
6
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

8
4

ｂ
－

３
C

○

当
該

モ
ニ

タ
の

自
己

診
断

機
能

に
よ

る
軽

故
障

警
報

の
発

生
が

確
認

さ
れ

た
。

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
装

置
の

自
己

診
断

履
歴

か
ら

入
力

信
号

基
板

の
パ

リ
テ

ィ
チ

ェ
ッ

ク
エ

ラ
－

を
確

認
し

た
。

良

モ
ニ

タ
の

外
観

上
に

異
常

は
な

く
、

当
該

警
報

は
地

震
後

の
安

定
し

た
状

態
に

て
発

生
し

て
い

る
こ

と
、

過
去

に
も

同
様

の
事

象
が

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
く
、

一
過

性
の

事
象

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

当
該

モ
ニ

タ
の

初
期

化
を

実
施

し
、

警
報

が
ク

リ
ア

す
る

と
と

も
に

制
御

状
態

が
正

常
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

8
5

ｂ
－

３
D

○

当
該

モ
ニ

タ
の

自
己

診
断

機
能

に
よ

る
軽

故
障

警
報

の
発

生
が

確
認

さ
れ

た
。

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
装

置
の

自
己

診
断

履
歴

か
ら

入
力

信
号

基
板

の
パ

リ
テ

ィ
チ

ェ
ッ

ク
エ

ラ
－

を
確

認
し

た
。

良

モ
ニ

タ
の

外
観

上
に

異
常

は
な

く
、

当
該

警
報

は
地

震
後

の
安

定
し

た
状

態
に

て
発

生
し

て
い

る
こ

と
、

過
去

に
も

同
様

の
事

象
が

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
く
、

一
過

性
の

事
象

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

当
該

モ
ニ

タ
の

初
期

化
を

実
施

し
、

警
報

が
ク

リ
ア

す
る

と
と

も
に

制
御

状
態

が
正

常
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

8
6

ｂ
－

１
所

内
変

圧
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

所
内

変
圧

器
温

度
高

継
電

器
（
警

報
用

）

R
1
1
-

T
IS

-
0
1
1

A
-

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
指

示
計

の
精

度
逸

脱
が

確
認

さ
れ

た
。

-

外
観

目
視

上
は

異
常

が
無

く
、

過
去

に
も

同
様

の
事

象
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
指

針
駆

動
部

の
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

当
該

継
電

器
の

交
換

を
実

施
し

、
正

常
に

復
旧

し
た

。

8
7

ｂ
－

１

発
電

機
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
主

変
圧

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
発

電
機

並
列

用
5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

距
離

継
電

器
（
過

電
流

保
護

）

H
1
1
-

P
6
7
5
-
1
-

4
4
G

T
-

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
特

性
が

判
定

基
準

を
逸

脱
し

て
い

た
。

-

当
該

継
電

器
は

R
,S

,T
の

３
相

あ
る

が
、

３
相

と
も

外
観

目
視

上
は

異
常

が
無

く
、

特
性

の
判

定
基

準
逸

脱
が

確
認

さ
れ

た
の

は
Ｔ

相
の

み
で

あ
る

こ
と

及
び

、
過

去
に

も
同

様
の

事
象

は
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
経

年
に

よ
る

劣
化

が
原

因
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

調
整

を
実

施
し

、
正

常
に

動
作

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

平
均

出
力

領
域

モ
ニ

タ

（
３

１
）
計

器
、

継
電

器
、

調
整

器
、

検
出

器
、

変
換

器

C
5
1
-

N
T
S
-
6
0
4

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
中

性
子

束
高

）
（
中

性
子

束
計

装
動

作
不

能
）
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(2
7
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

8
8

ｂ
－

１
核

計
測

装
置

（
出

力
領

域
計

測
装

置
）

出
力

領
域

計
測

装
置

検
出

器
C

5
1
-

L
P

R
M

-
○

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
３

本
の

シ
ー

ル
ド

線
に

つ
い

て
、

導
通

不
良

を
確

認
し

た
。

良

外
観

目
視

上
は

異
常

が
な

く
、

検
出

器
の

電
気

試
験

で
も

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

ケ
ー

ブ
ル

保
護

カ
バ

ー
を

点
検

時
に

取
外

・
取

付
し

た
際

に
、

ケ
ー

ブ
ル

コ
ネ

ク
タ

部
へ

の
接

触
に

よ
り

シ
ー

ル
ド

線
の

導
通

不
良

が
発

生
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

コ
ネ

ク
タ

部
の

再
端

末
補

修
を

実
施

し
た

。

8
9

ｂ
－

１
核

計
測

装
置

（
中

間
領

域
計

測
装

置
）

中
間

領
域

計
測

装
置

検
出

器
C

5
1
-
N

E
-

0
0
2

-
○

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
中

間
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｃ

）
検

出
器

の
指

示
に

ス
パ

イ
ク

状
の

指
示

変
動

を
確

認
し

た
。

良

外
観

目
視

上
は

異
常

が
な

く
、

当
該

事
象

は
地

震
後

の
安

定
状

態
に

て
発

生
し

た
も

の
で

あ
り

、
過

去
に

も
同

様
の

事
象

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

コ
ネ

ク
タ

部
の

経
年

的
な

接
触

不
良

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

コ
ネ

ク
タ

部
の

点
検

・
清

掃
に

よ
り

、
指

示
値

が
安

定
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

。

ｂ
－

１
基

本
点

検
（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

(A
)計

数
率

指
示

に
、

１
ｃ
ｈ

の
み

ふ
ら

つ
き

を
確

認
し

た
。

良

外
観

目
視

上
は

異
常

が
な

く
、

当
該

事
象

は
地

震
後

の
安

定
状

態
に

て
発

生
し

た
も

の
で

あ
り

、
過

去
に

も
同

様
の

事
象

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

コ
ネ

ク
タ

部
の

経
年

的
な

接
触

不
良

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

コ
ネ

ク
タ

部
の

点
検

・
清

掃
に

よ
り

、
指

示
値

が
安

定
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

。

ｂ
－

３
基

本
点

検
（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

(C
)計

数
率

指
示

の
上

昇
を

確
認

し
た

。
良

外
観

目
視

お
よ

び
電

気
試

験
で

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
、

当
該

事
象

は
地

震
後

の
安

定
状

態
に

て
発

生
し

た
も

の
で

あ
り

、
過

去
に

も
ノ

イ
ズ

の
影

響
に

よ
り

同
様

の
事

象
が

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
り

発
生

し
た

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

-

9
1

ｂ
－

４
放

射
線

管
理

用
計

測
装

置

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備
（
原

子
炉

建
屋

原
子

炉
棟

）

D
2
1
-
R

E
-

0
1
5

-
-

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

 c
h
-
1
5
の

指
示

が
一

時
的

に
低

下
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

-

外
観

目
視

上
は

異
常

が
な

く
、

当
該

事
象

が
地

震
後

の
安

定
状

態
に

て
発

生
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
ダ

ウ
ン

ス
ケ

ー
ル

防
止

用
の

線
源

が
適

正
な

位
置

で
は

な
か

っ
た

こ
と

が
原

因
と

考
え

ら
れ

た
。

線
源

の
取

り
付

け
状

態
に

損
傷

や
緩

み
等

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
、

お
よ

び
当

該
検

出
器

が
今

回
の

停
止

中
に

交
換

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

こ
と

、
線

源
の

位
置

に
つ

い
て

は
検

出
器

据
付

時
か

ら
の

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

線
源

位
置

の
調

整
を

行
い

、
指

示
低

下
事

象
が

改
善

さ
れ

た
こ

と
を

確
認

し
た

。

核
計

測
装

置
（
中

性
子

源
領

域
計

測
装

置
）

9
0

中
性

子
源

領
域

計
測

装
置

検
出

器
○

-
C

5
1
-
N

E
-

0
0
1
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(2
8
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

9
2

ｂ
－

４
放

射
線

管
理

用
計

測
装

置

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備
（
原

子
炉

建
屋

付
属

棟
）

D
2
1
-
R

E
-

0
3
4

-
-

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

 c
h
-
3
4
の

指
示

が
一

時
的

に
低

下
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

-

外
観

目
視

上
は

異
常

が
な

く
、

当
該

事
象

が
地

震
後

の
安

定
状

態
に

て
発

生
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
ダ

ウ
ン

ス
ケ

ー
ル

防
止

用
の

線
源

が
適

正
な

位
置

で
は

な
か

っ
た

こ
と

が
原

因
と

考
え

ら
れ

た
。

線
源

の
取

り
付

け
状

態
に

損
傷

や
緩

み
等

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
、

お
よ

び
当

該
検

出
器

が
今

回
の

停
止

中
に

交
換

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

こ
と

、
線

源
の

位
置

に
つ

い
て

は
検

出
器

据
付

時
か

ら
の

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

線
源

位
置

の
調

整
を

行
い

、
指

示
低

下
事

象
が

改
善

さ
れ

た
こ

と
を

確
認

し
た

。

9
3

ｂ
－

４
プ

ロ
セ

ス
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ド
レ

ン
放

射
線

モ
ニ

タ
(H

C
W

)

D
1
1
-
R

E
-

0
9
0

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
ド

レ
ン

放
射

線
モ

ニ
タ

検
出

器
取

付
ネ

ジ
（
手

回
し

で
締

め
る

ロ
－

レ
ッ

ト
ネ

ジ
）
が

１
本

取
り

付
け

て
な

い
事

を
確

認
し

た
。

-

計
器

の
外

観
に

問
題

は
な

く
、

他
の

３
本

の
ネ

ジ
の

締
付

け
状

態
に

異
常

が
な

い
こ

と
、

破
損

し
た

ネ
ジ

等
の

落
下

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
前

回
点

検
時

の
復

旧
に

際
し

て
ね

じ
が

取
り

付
け

ら
れ

て
い

な
か

っ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

ネ
ジ

を
取

り
付

け
、

正
常

に
締

め
付

け
ら

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

9
4

ｂ
－

１
励

磁
装

置
主

発
電

機
Ａ

Ｖ
Ｒ

-
-

-

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
Ａ

系
９

０
Ｒ

設
定

器
（
自

動
電

圧
調

整
器

）
の

メ
ー

タ
（
保

守
用

）
目

盛
り

指
示

に
引

っ
掛

か
り

を
確

認
し

た
。

設
定

器
の

電
気

的
特

性
に

異
常

は
な

か
っ

た
。

-

外
観

目
視

上
は

異
常

が
無

く
、

過
去

に
も

同
様

の
事

象
を

確
認

し
て

お
り

、
設

定
器

の
電

気
的

特
性

や
指

示
針

に
接

触
等

に
よ

る
異

常
が

な
い

こ
と

か
ら

、
指

針
駆

動
機

構
部

の
経

年
的

な
劣

化
に

よ
る

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

指
示

計
の

交
換

修
理

を
実

施
し

、
正

常
に

動
作

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

9
5

ｂ
－

１

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
主

蒸
気

系
主

蒸
気

流
量

）

主
蒸

気
流

量
（
Ｄ

）
B

2
1
-
F
T
-

0
0
1

D
-
2

-
基

本
点

検
（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
主

蒸
気

流
量

(D
)C

3
1
-
F
I-

6
0
3
D

指
示

の
ふ

ら
つ

き
が

確
認

さ
れ

た
。

-

外
観

目
視

上
異

常
は

な
い

こ
と

、
当

該
事

象
が

地
震

後
の

安
定

状
態

に
て

発
生

し
た

も
の

で
あ

る
こ

と
、

過
去

に
も

零
点

調
整

ボ
リ

ュ
ー

ム
の

経
年

劣
化

に
よ

り
同

様
の

不
適

合
を

経
験

し
て

お
り

、
零

点
調

整
ボ

リ
ュ

ー
ム

部
に

変
形

・
損

傷
等

の
異

常
は

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
零

点
調

整
ボ

リ
ュ

－
ム

の
経

年
劣

化
が

原
因

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

検
出

器
の

交
換

を
行

い
、

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(2
9
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

9
6

ｂ
－

１
A

-

基
本

点
検

（
漏

え
い

確
認

）
の

結
果

、
耐

圧
漏

え
い

試
験

に
お

い
て

フ
ラ

ン
ジ

部
よ

り
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
上

蓋
フ

ラ
ン

ジ
部

ガ
ス

ケ
ッ

ト
の

弾
性

低
下

を
確

認
し

た
。

-

分
解

点
検

を
実

施
し

た
結

果
、

フ
ラ

ン
ジ

部
に

損
傷

等
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
が

、
ガ

ス
ケ

ッ
ト

の
弾

性
低

下
が

確
認

さ
れ

た
。

こ
の

こ
と

か
ら

ガ
ス

ケ
ッ

ト
の

経
年

劣
化

に
よ

り
漏

え
い

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

点
検

手
入

れ
及

び
ガ

ス
ケ

ッ
ト

交
換

を
行

い
、

漏
え

い
確

認
に

て
異

常
の

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

9
7

ｂ
－

１
B

-

基
本

点
検

（
漏

え
い

確
認

）
の

結
果

、
耐

圧
漏

え
い

試
験

に
お

い
て

フ
ラ

ン
ジ

部
よ

り
ご

く
少

量
の

漏
え

い
（
に

じ
み

程
度

）
が

確
認

さ
れ

た
。

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
フ

ラ
ン

ジ
面

に
損

傷
等

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

-

分
解

点
検

を
実

施
し

た
結

果
、

フ
ラ

ン
ジ

部
に

損
傷

等
確

認
さ

れ
ず

、
ガ

ス
ケ

ッ
ト

の
設

計
変

更
（
ノ

ン
ア

ス
ベ

ス
ト

化
)に

伴
う

締
め

付
け

不
足

に
よ

り
僅

か
な

漏
え

い
が

発
生

し
た

も
の

で
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

ガ
ス

ケ
ッ

ト
交

換
及

び
、

適
正

ト
ル

ク
で

の
締

め
直

し
を

行
い

、
漏

え
い

確
認

に
て

異
常

の
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

9
8

ａ
－

３
不

活
性

ガ
ス

系
液

化
窒

素
貯

槽
-

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

面
（
グ

ラ
ウ

ト
部

）
に

ひ
び

割
れ

を
確

認
し

た
。

-
地

震
前

に
実

施
し

た
点

検
に

お
い

て
、

基
礎

の
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
ひ

び
割

れ
は

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

有

グ
ラ

ウ
ト

は
構

造
強

度
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

部
材

（
設

計
上

は
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
て

い
な

い
）
で

あ
り

、
基

本
点

検
に

て
確

認
さ

れ
た

ひ
び

割
れ

は
剥

落
に

至
る

よ
う

な
形

状
で

は
な

い
こ

と
及

び
基

礎
ボ

ル
ト

の
目

視
点

検
、

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

モ
ル

タ
ル

に
よ

る
補

修
を

実
施

し
、

正
常

に
復

旧
し

た
。

9
9

ａ
－

１
Y
4
1
-

A
0
0
6
Ｃ

№
３

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
タ

ン
ク

空
液

時
に

必
要

な
滑

動
防

止
用

の
基

礎
ボ

ル
ト

に
伸

び
が

確
認

さ
れ

た
。

-

地
震

に
よ

る
垂

直
お

よ
び

水
平

方
向

の
加

速
度

が
、

地
盤

お
よ

び
タ

ン
ク

に
作

用
し

た
こ

と
に

よ
り

、
基

礎
ボ

ル
ト

に
大

き
な

引
張

荷
重

と
し

て
働

い
て

、
ボ

ル
ト

に
伸

び
が

生
じ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
当

該
基

礎
ボ

ル
ト

は
タ

ン
ク

イ
ン

サ
ー

ビ
ス

時
の

支
持

機
能

は
有

し
て

お
ら

ず
、

運
転

に
支

障
を

与
え

る
も

の
で

は
な

い
。

有

タ
ン

ク
本

体
に

お
い

て
変

形
・
漏

え
い

等
異

常
は

確
認

さ
れ

て
お

ら
ず

、
タ

ン
ク

の
強

度
・
構

造
に

影
響

を
与

え
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

ボ
ル

ト
・
ブ

ラ
ケ

ッ
ト

の
撤

去
を

行
い

、
漏

え
い

確
認

に
て

異
常

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

1
0
0

ａ
－

１
Y
4
1
-

A
0
0
6
Ｄ

№
４

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
タ

ン
ク

空
液

時
に

必
要

な
滑

動
防

止
用

の
基

礎
ボ

ル
ト

に
伸

び
が

確
認

さ
れ

た
。

-

地
震

に
よ

る
垂

直
お

よ
び

水
平

方
向

の
加

速
度

が
、

地
盤

お
よ

び
タ

ン
ク

に
作

用
し

た
こ

と
に

よ
り

、
基

礎
ボ

ル
ト

に
大

き
な

引
張

荷
重

と
し

て
働

い
て

、
ボ

ル
ト

に
伸

び
が

生
じ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

有

タ
ン

ク
本

体
に

お
い

て
変

形
・
漏

え
い

等
異

常
は

確
認

さ
れ

て
お

ら
ず

、
タ

ン
ク

の
強

度
・
構

造
に

影
響

を
与

え
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

ボ
ル

ト
・
ブ

ラ
ケ

ッ
ト

の
撤

去
を

行
い

、
漏

え
い

確
認

に
て

異
常

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

1
0
1

ａ
－

３

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
蒸

気
加

減
弁

急
速

閉
）

タ
-
ビ

ン
蒸

気
加

減
弁

急
速

閉
用

計
装

ラ
ッ

ク

H
2
2
-

P
8
5
0

-
○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
部

）
に

ひ
び

割
れ

を
確

認
し

た
。

-
剥

離
・
剥

落
等

が
な

い
こ

と
か

ら
経

年
的

な
事

象
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
は

否
定

で
き

な
い

。
有

グ
ラ

ウ
ト

は
構

造
強

度
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

部
材

（
設

計
上

は
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
て

い
な

い
）
で

あ
り

、
基

本
点

検
に

て
確

認
さ

れ
た

ひ
び

割
れ

は
剥

落
に

至
る

よ
う

な
形

状
で

は
な

い
こ

と
及

び
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

目
視

点
検

、
打

診
試

験
結

果
に

異
常

は
無

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

に
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

モ
ル

タ
ル

の
ひ

び
割

れ
部

を
エ

ポ
キ

シ
系

の
接

着
剤

に
よ

る
補

修
を

実
施

し
た

。

純
水

タ
ン

ク
蒸

気
タ

ー
ビ

ン
に

附
属

す
る

給
水

設
備

（
３

８
）
タ

ン
ク

（
３

９
）
計

装
ラ

ッ
ク

ろ
過

脱
塩

器
G

3
1
-
D

0
0
3

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系

（
３

４
）
ろ

過
脱

塩
器
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(3
0
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

1
0
2

ａ
－

１
変

圧
器

補
助

ボ
イ

ラ
（
４

Ａ
）
電

気
盤

H
2
1
－

P
4
7
2

4
A

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
盤

扉
ス

ト
ッ

パ
ー

金
具

の
変

形
を

確
認

し
た

。
-

地
震

前
に

扉
の

開
閉

操
作

に
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

本
事

象
は

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
あ

る
と

判
断

し
た

。
有

盤
扉

ス
ト

ッ
パ

ー
金

具
の

変
形

の
み

で
あ

り
、

機
能

試
験

の
結

果
に

異
常

は
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

盤
の

機
能

に
は

問
題

な
い

も
の

と
判

断
し

た
。

良
-

盤
扉

の
修

理
を

実
施

し
、

正
常

に
復

旧
し

た
。

1
0
3

ｂ
－

１
蓄

電
池

及
び

充
電

器
直

流
1
2
5
V

充
電

器
盤

 5
B

R
4
2
-

P
0
0
6
B

B
○

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
地

絡
継

電
器

の
表

示
器

（
Ｎ

側
）
の

動
作

不
良

が
確

認
さ

れ
た

。
良

継
電

器
の

動
作

に
問

題
は

無
く
、

外
観

目
視

上
異

常
無

い
こ

と
、

表
示

器
（
Ｐ

側
）
の

動
作

は
正

常
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

経
年

劣
化

に
よ

る
表

示
器

動
作

部
の

固
着

と
推

定
さ

れ
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

地
絡

継
電

器
の

動
作

は
管

理
値

以
内

で
あ

り
、

充
電

器
の

機
能

に
影

響
し

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

表
示

器
の

調
整

を
実

施
し

、
正

常
動

作
を

確
認

で
き

た
こ

と
か

ら
、

継
続

使
用

可
能

と
考

え
ら

れ
た

が
，

念
の

た
め

交
換

を
実

施
し

た
。

1
0
4

ｂ
－

１
バ

イ
タ

ル
交

流
電

源
装

置
5
A

R
4
6

A
○

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
電

流
計

の
誤

差
の

管
理

値
逸

脱
を

確
認

し
た

。
良

電
流

計
に

外
観

上
の

異
常

は
な

く
、

同
一

盤
内

に
取

付
け

ら
れ

て
い

る
他

の
電

流
計

に
異

常
が

な
か

っ
た

こ
と

、
過

去
に

も
同

様
の

事
象

を
確

認
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

内
部

機
構

部
の

経
年

的
な

劣
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

予
め

設
定

し
た

取
替

計
画

に
基

づ
き

実
施

し
た

バ
イ

タ
ル

交
流

電
源

装
置

の
取

替
に

伴
い

、
当

該
計

器
に

つ
い

て
も

交
換

し
た

。

1
0
5

ｂ
－

１
バ

イ
タ

ル
交

流
電

源
装

置
5
B

R
4
6

B
○

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
電

流
計

の
誤

差
の

管
理

値
逸

脱
を

確
認

し
た

。
良

電
流

計
に

外
観

上
の

異
常

は
な

く
、

同
一

盤
内

に
取

付
け

ら
れ

て
い

る
他

の
電

流
計

に
異

常
が

な
か

っ
た

こ
と

、
過

去
に

も
同

様
の

事
象

を
確

認
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

内
部

機
構

部
の

経
年

的
な

劣
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

予
め

設
定

し
た

取
替

計
画

に
基

づ
き

実
施

し
た

バ
イ

タ
ル

交
流

電
源

装
置

の
取

替
に

伴
い

、
当

該
計

器
に

つ
い

て
も

交
換

し
た

。

1
0
6

ｂ
－

１
中

性
点

接
地

装
置

（
高

起
動

変
圧

器
）

２
号

高
起

動
変

圧
器 中

性
点

接
地

装
置

-
-

-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
操

作
機

構
箱

内
の

電
動

機
口

出
し

線
中

継
端

子
台

に
お

い
て

、
端

子
固

定
用

ス
タ

ッ
ド

ボ
ル

ト
の

折
損

を
確

認
し

た
。

-

操
作

機
構

箱
に

変
形

等
の

外
観

上
の

異
常

は
無

く
地

震
後

の
２

号
高

起
動

変
圧

器
点

検
時

に
実

施
し

た
中

性
点

接
地

装
置

開
放

動
作

は
正

常
で

あ
っ

た
こ

と
及

び
、

当
該

ボ
ル

ト
が

折
損

し
た

中
継

端
子

台
部

に
操

作
機

構
内

部
の

湿
気

等
の

環
境

条
件

に
よ

る
も

の
と

想
定

さ
れ

る
腐

食
が

確
認

さ
れ

た
こ

と
、

端
子

・
配

線
類

に
破

損
等

の
異

常
も

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
当

該
ボ

ル
ト

の
折

損
は

、
地

震
後

の
操

作
機

構
箱

内
の

点
検

の
際

に
発

生
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

中
継

端
子

台
の

交
換

修
理

を
実

施
し

、
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

バ
イ

タ
ル

交
流

電
源

設
備

（
４

０
）
制

御
盤

・
電

源
盤
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表
-
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
評

価
一

覧
表

(3
1
/
3
1
)

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
判

定

設
備

区
分

(2
)

備
　

　
考

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

設
備

点
検

結
果

対
応

策

地
震

応
答

解
析

結
果

種
類

総
合

評
価

損
傷

原
因

の
検

討
原

子
炉

安
全

上
重

要
な

設
備

№
機

器
名

称
機

器
番

号
不

適
合

分
類

1
0
7

ｂ
－

４
原

子
炉

本
体

炉
心

燃
料

集
合

体
-

-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
炉

内
点

検
を

実
施

す
る

た
め

の
燃

料
取

出
作

業
中

、
燃

料
取

替
機

が
荷

重
異

常
を

検
知

し
て

自
動

運
転

が
停

止
し

た
。

状
況

調
査

の
結

果
、

燃
料

集
合

体
１

体
が

燃
料

支
持

金
具

か
ら

外
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

-

燃
料

集
合

体
下

部
の

外
観

並
び

に
チ

ャ
ン

ネ
ル

ボ
ッ

ク
ス

の
外

観
お

よ
び

寸
法

に
異

常
は

認
め

ら
れ

ず
、

再
現

試
験

等
に

よ
る

原
因

調
査

の
結

果
、

燃
料

取
替

機
の

設
定

座
標

お
よ

び
下

降
速

度
の

設
定

に
よ

り
、

地
震

発
生

前
の

燃
料

装
荷

に
お

い
て

燃
料

が
不

完
全

な
形

で
装

荷
さ

れ
、

そ
の

後
地

震
に

よ
り

燃
料

体
が

落
下

し
た

も
の

と
判

断
し

た
。

無
-

-
-

-

1
0
8

ａ
－

１
補

助
ボ

イ
ラ

(4
A

)
胴

P
6
2
-

D
0
0
1

A
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
補

助
ボ

イ
ラ

(４
Ａ

)缶
体

内
部

確
認

し
た

所
、

給
電

部
と

電
極

部
を

結
合

す
る

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ１
本

が
折

損
し

て
い

る
の

を
確

認
し

た
。

-
本

事
象

は
地

震
の

影
響

に
よ

り
、

電
極

部
に

揺
れ

が
生

じ
て

ボ
ル

ト
が

折
損

し
た

も
の

と
判

断
し

た
。

有
電

極
部

の
損

傷
で

あ
り

、
給

電
機

能
に

影
響

あ
り

と
判

断
し

た
。

否
要

給
電

部
を

結
合

し
て

い
る

ボ
ル

ト
１

２
本

（
３

相
分

）
の

交
換

を
行

い
、

外
観

点
検

お
よ

び
機

能
確

認
に

て
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

1
0
9

ｂ
－

１
補

助
ボ

イ
ラ

(4
B

)
胴

P
6
2
-

D
0
0
1

B
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
フ

ー
ド

開
閉

機
モ

ー
タ

ー
側

グ
ラ

ン
ド

部
か

ら
の

蒸
気

リ
ー

ク
を

確
認

し
た

。
-

各
部

に
変

形
等

の
損

傷
は

な
い

こ
と

か
ら

、
経

年
使

用
に

よ
り

グ
ラ

ン
ド

部
パ

ッ
キ

ン
の

シ
ー

ル
機

能
が

低
下

し
て

漏
え

い
し

た
も

の
で

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無
-

-
-

グ
ラ

ン
ド

部
パ

ッ
キ

ン
の

交
換

実
施

し
、

漏
え

い
確

認
を

行
い

異
常

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
二

次
燃

焼
室

内
手

積
み

耐
火

レ
ン

ガ
１

９
枚

の
う

ち
４

枚
が

転
倒

お
よ

び
、

耐
火

ボ
ー

ド
の

一
部

に
割

れ
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

排
ガ

ス
ク

ー
ラ

と
煙

道
と

の
取

合
い

フ
ラ

ン
ジ

部
に

て
、

シ
ー

ル
ロ

ー
プ

の
一

部
が

内
側

に
垂

れ
下

が
っ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

-

本
事

象
は

地
震

の
影

響
に

よ
り

、
焼

却
炉

に
揺

れ
が

生
じ

て
耐

火
レ

ン
ガ

・
ボ

ー
ド

の
崩

れ
た

こ
と

に
よ

る
損

傷
お

よ
び

フ
ラ

ン
ジ

部
の

ず
れ

が
生

じ
た

も
の

と
判

断
し

た
。

有

耐
火

レ
ン

ガ
の

転
倒

・
耐

火
ボ

ー
ド

の
割

れ
が

生
じ

て
い

る
こ

と
か

ら
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
あ

り
と

判
断

し
た

。

否
要

耐
火

レ
ン

ガ
の

積
み

直
し

お
よ

び
耐

火
ボ

ー
ド

の
交

換
を

行
う

。
ま

た
、

新
品

シ
ー

ル
ロ

ー
プ

で
の

巻
き

直
し

を
行

っ
た

。
対

策
実

施
後

、
運

転
確

認
を

実
施

し
健

全
性

を
確

認
し

た
。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
本

体
外

カ
バ

ー
（
マ

グ
ネ

ッ
ト

貼
り

付
け

）
が

剥
が

れ
落

ち
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

-
本

事
象

は
地

震
の

影
響

に
よ

り
、

焼
却

炉
に

揺
れ

が
生

じ
て

マ
グ

ネ
ッ

ト
で

取
り

付
け

て
い

る
本

体
外

カ
バ

ー
が

外
れ

た
も

の
と

判
断

し
た

。
有

本
体

外
カ

バ
ー

の
剥

が
れ

落
ち

た
事

象
で

あ
り

、
焼

却
炉

本
体

の
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

本
体

外
カ

バ
ー

の
交

換
を

実
施

し
、

取
付

け
状

況
に

問
題

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
本

体
架

台
ベ

ー
ス

と
本

体
間

の
レ

ベ
ル

調
整

用
ラ

イ
ナ

ー
の

損
傷

（
外

れ
）
を

確
認

し
た

。

-
本

事
象

は
地

震
の

影
響

に
よ

り
、

本
体

基
礎

部
ベ

ー
ス

と
本

体
間

の
レ

ベ
ル

調
整

用
ラ

イ
ナ

ー
に

損
傷

（
外

れ
）
が

生
じ

た
も

の
と

判
断

し
た

。
有

レ
ベ

ル
調

整
用

ラ
イ

ナ
ー

の
損

傷
（
外

れ
）
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

レ
ベ

ル
調

整
用

ラ
イ

ナ
ー

の
交

換
を

実
施

し
、

レ
ベ

ル
調

整
を

実
施

し
た

。

（
４

７
）
焼

却
装

置

ａ
－

１
1
1
0

（
４

２
）
燃

料
体

-
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4.1.4  その他留意すべき事項 

4.1.4.1  経年劣化事象の考慮 

(1)  配管減肉 

a.  目的 

配管減肉は、配管材料と内部流体との化学的作用による腐食要因および機

械的作用による浸食要因との相互作用によって発生・進展する経年劣化事象

であり、地震荷重（外荷重）によってその発生・進展が助長されるものでは

ないが、配管減肉が顕在化した配管系に過大な地震荷重が作用した場合には、

構造強度への影響が考えられる。 

耐震安全上重要な配管系は、内部流体の湿り度が低い系統（主蒸気系）、

酸素注入により減肉の発生を抑制している系統（給水系）、通常運転時は「待

機」である系統（非常用炉心冷却系）等により構成されており、減肉が顕著

に進行する可能性は低いと考えられているが、5 号機における同配管系の配

管肉厚測定実績の充実の観点も含め、サンプル箇所を選定して配管板厚測定

を実施し、顕著な減肉が確認された場合は構造強度への影響について検討を

行うこととした。なお、5 号機の同配管系については、前回の定期検査（第

12 回定期検査）における測定実績があることから、これら実績についても

減肉傾向有無の判断材料として使用することとした。 

 

b.  配管板厚測定の概要 

(a)  サンプル箇所の選定 

サンプル箇所の選定にあたっては、減肉形態として流れ加速型腐食

（FAC）に着目し、下記の観点から対象系統および測定箇所を選定した。 
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① 鋼種（炭素鋼製配管を対象） 

② 内部流体（水単相、蒸気単相または気液二相の範囲を対象） 

③ 通常運転状態（「待機」を除く） 

④ 偏流部要素（エルボ、ティ、レジューサ等）の代表性 

⑤ 作業性（放射線量等） 

対象系統には、通常の配管減肉管理では管理対象外としている系統も含

めることとし、主蒸気系、給水系および残留熱除去系の配管系よりサンプ

ル箇所を選定した（添付資料-4-1 図 1-1～4-1 参照）。 

 

(b)  測定方法 

配管減肉管理に関する社内指針に基づき、偏流部要素およびその下流部

に、配管口径に応じた測定ポイント（周方向、流れ方向）を設定し（添付

資料-4-1 図 5 参照）、日本工業規格 JIS Z 2355「超音波パルス反射法によ

る厚さ測定方法」に準拠し超音波厚み計により配管板厚を測定した。 

なお、測定要員は、日本非破壊検査協会規格 NDIS 0601「非破壊検査技

術者技量認定規程」、日本工業規格 JIS Z 2305「非破壊試験－技術者の資

格及び認証」に基づき認定、認証されている者、またはこれらと同等以上

の技術レベルを有する者により行うことを要件としている。 

 

(c)  測定結果の評価 

配管減肉管理に関する社内指針においては、配管板厚測定値を、技術基

準上の必要最小厚さ、詳細測定判定基準厚さ※1と比較評価するとともに、

余寿命※2 を算出し、次回測定時期または配管取替時期を決定することと

している。今回の調査においては、製作時からの減肉の進行状況を確認す

る目的から、製作寸法（製作公差内でのばらつき、開先加工※3 の影響）

を考慮した評価を加えることとした（添付資料-4-1 図 6 参照）。 
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c.  配管板厚測定結果 

第 12 回定期検査における測定実績および今回測定を行った各測定箇所に

おける配管板厚測定結果を添付資料-4-1 の表 1 に示す。 

いずれの測定ポイントにおいても必要最小板厚を満足していることを確

認した。また、詳細測定判定基準厚さを下回る箇所が１箇所確認されたが、

当該部は周方向溶接部近傍の開先加工による薄肉部であるとともに、軸方向

溶接を実施している箇所であるため溶接時に配管外表面に機械加工（溶接時

の余盛りの切除）を施している箇所であることを確認した。この影響により

当該部近傍の板厚が局所的に薄くなっているため、この機械加工の影響を考

慮した詳細測定判定基準厚さを用いて評価したところ、判定基準を満足して

いることを確認した。それ以外の全ての測定ポイントにおいては、詳細測定

判定基準厚さを満足していることを確認した。これらの結果から、顕著な減

肉が進行していると判断される箇所は確認されなかった。 

上記より、新潟県中越沖地震による配管構造強度への影響については、こ

れまで実施している地震応答解析の結果をもって代表されるものと考える。 

※1 NISA 文書「原子力発電工作物の保安のための点検、検査等に関する電気事業法

施行規則の規定の解釈（内規）について（平成 21・12・01 原院第１号 平成

21 年 12 月 25 日）」に示される、減肉の進展状況把握のための「詳細測定」実

施の判定厚さ 

判定基準厚さ＝必要最小厚さ＋（管の製造上の最小厚さ－必要最小厚さ）×2/3 

※2 測定厚さから必要最小厚さに至るまでの時間を減肉率に基づき算出 

※3 配管を溶接接合するために配管端部に施す加工であり、一般的に、配管溶接部

近傍には一般部に比して薄肉の範囲が存在する 

(2)  粒界型応力腐食割れ（IGSCC） 

a.  5 号機のIGSCCの地震による影響 

IGSCC 発生の可能性がある原子炉冷却材再循環系配管及び炉内構造物に

ついては、通常の保全プログラムに基づき点検を実施しており、欠陥が確認

された場合には、その進展について管理を行っている。 
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5 号機においては、第 12 回定期検査（平成 18 年 11 月～）の際（本地震

発生前）に実施した超音波探傷試験において、原子炉冷却材再循環系配管の

1 継手に欠陥が確認されている。 

今回の設備健全性評価にあたり、当該配管について目視点検および超音波

探傷試験を実施し、本地震による欠陥への影響および評価を実施した。 

その結果、目視点検において変形等の異常は確認されず、本地震前後の超

音波探傷試験記録の比較において、欠陥深さ等に顕著な変化がないことを確

認した。 

また、当該箇所について、本地震後に実施した超音波探傷試験の結果を用

いて、維持規格に基づく健全性評価※１を実施した。その結果、本地震によ

って当該部に作用したと推定される曲げ応力が評価基準値を十分に下回っ

ていることを確認した。 

これらの点検および解析の結果から、当該配管継手部について、設備健全

性が確保されているものと評価した（参考資料-1 参照）。 

 

b.  他号機におけるIGSCCの地震による影響 

柏崎刈羽原子力発電所 3 号機において確認されている原子炉冷却材再循

環系配管の IGSCC については、本地震の影響を確認するために超音波探傷

試験による欠陥の深さおよび長さの測定を実施するとともに、知見拡充の観

点からひび部の断面観察によるひびの状況確認を実施している。 

断面観察の結果、次のとおりひびの形態が確認された。 

① ひびの形態はいずれの位置においてもIGSCCの特徴を有していた。 

② ひびの先端部の形態においても、母材部は粒界に沿って、溶接金属

内は結晶組織に沿って進展しておりIGSCCの特徴を有していた。 

③ ひび先端の性状の明確な変化（鈍化）は確認されなかった。 

以上の結果より、ひびは粒界に沿って進展する IGSCC 特有の形態であり、
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地震によるひびの進展は明瞭には確認されなかった。また、ひび先端部の有

意な硬化は確認されなかった。よって、ひびに対する地震の影響は極めて小

さいと推定している。 

 

※1 日本機械学会 発電用原子力設備規格 維持規格（JSME S NA1-2002）に

規定されるクラス 1 配管の欠陥評価手法（EB-4000）に基づく評価 

 

4.1.4.2  塑性変形に対する評価 

これまでの設備点検・地震応答解析結果から、5 号機設備には地震に起因

する塑性ひずみは生じていないと考えられるが、今後の知見拡充を目的と

して、実験にて塑性ひずみとの相関が確認されている硬さ測定を、原子炉

安全上重要な設備を中心に予め計画する追加点検として代表系統で実施し

た。この結果、硬さ測定で検出されるような塑性ひずみ※は確認できなかっ

た（添付資料-4-2 参照）。 

※ 硬さ測定では微小な塑性ひずみは検出できないが、評価部が比較部に比べ 2～4％

程度以上の塑性ひずみが発生した場合には判別が可能である。なお、8％以下の塑

性ひずみは疲労強度に影響を与えないことを確認済みである。 
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4.1.4.3  原子力安全・保安院指示に基づく対応 

設備健全性評価に関連し、原子力安全・保安院から、 

① 「柏崎刈羽原子力発電所の設備の健全性評価に係る留意事項につい

て（指示）（経済産業省 平成 20・05・16 原院第 7 号 平成 20 年 5

月 20 日）」（表-4.4.1 参照） 

② 「柏崎刈羽原子力発電所 6 号機新潟県中越沖地震後の設備健全性に

係る点検・評価報告書（機器レベルの点検・評価報告）を踏まえた

追加的な指示について（経済産業省 平成 20・10・01 原院第 3 号 平

成 20 年 10 月 3 日）」（表-4.4.2 参照） 

③ 「柏崎刈羽原子力発電所 5 号機 原子炉補機冷却水系配管の地震応

答解析に係る中間評価（第 27 回 設備健全性評価サブワーキング

グループ 資料 7（平成 22 年 2 月 19 日））」（表-4.4.3 参照） 

により指示を受けており、5 号機に関する指示を抜粋し以下にまとめる（表

-4.4.1～4.4.3 参照）。 

表-4.4.1 原子力安全・保安院指示に対する対応（1/2） 

 指示事項 対応内容 

I.1.(1) 

（前略）今回の地震による柏崎刈羽原子力発電所の施設
への影響を把握するためには，地震応答解析における以
下の 1）から 7）に掲げる種々の耐震裕度の要因に着目
する必要がある。すなわち，これらの裕度要因が，損傷
軽減に果たす役割を明確にすることによって，施設の健
全性の客観的把握が可能となる。ただし，裕度について
は，機器によって異なることが考えられるので，いくつ
かの例によって，検討することが必要である。 
1) 静的地震力の設定 
2) 床応答スペクトルの拡幅の有無 
3) 解析モデルの設定 
4) 解析手法（静的解析，応答スペクトル解析，時刻歴
解析等） 
5) 減衰定数 
6) 損傷許容限界の保守的設定 
7) その他（水平・垂直地震応力の組み合わせ，地震後
に判明した現実的な振動特性による耐震裕度への影響
等） 

7 号機報告書で，代表設備について耐震裕度の検討を
行うことで，構造強度評価で用いた地震応答解析による
応答値は，現実の応答に対し十分な裕度を有しているこ
とを確認した。（柏崎刈羽原子力発電所 7 号機新潟県中
越沖地震後の設備健全性に係わる点検・評価報告書 添
付 2-4 参照） 
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表-4.4.1 原子力安全・保安院指示に対する対応（2/2） 

 指示事項 対応内容 

I.2.(1) 

 当委員会としては，保安検査等で，東京電力株式会
社における点検実施プロセスを確認するに当たって
は，同社の原子力発電所の安全確保に関する自己責任
の明確化の観点から，機器の運転や各種の測定作業等
に東京電力株式会社以外のプラントメーカー等が携わ
っている場合には，それら作業等に係る東京電力株式
会社の調達管理が，保安規定及び同規定に基づき同社
が自ら定めた品質保証計画等に従って適切に行われて
いることを確認することが重要であると考える。また，
設備点検に当たっては，適切な専門性及び経験を有す
る要員を配置すること，点検前の条件を適切に設定し
て目視等の点検は予断を持たず細心の注意を払いつつ
行うことなど緻密さが確保されることが重要であると
考える。 
点検実施者である東京電力株式会社においては，調

達管理を含め，引き続きこの点に留意した作業を進め
ていくことが重要であると考える。また，保安院にお
いては，引き続き，この観点を含めて，東京電力株式
会社による設備点検の実施状況を確認していくことが
重要であると考える。 

設備健全性に係る点検・評価の計画および実施にあた
っては，保安規定において適用している「原子力発電
所における安全のための品質保証規程」（JEAC4111）に
基づき品質保証活動を行った。 
 
具体的な活動は以下のとおりである。 
① 設備健全性に係る点検・評価の実施に際し，当社の
品質マネジメントシステム文書である「保守管理基本
マニュアル」および「設計管理基本マニュアル」等に
基づき技術検討書「新潟県中越沖地震後の詳細点検の
実施方針について」ならびに点検・評価計画書等を作
成し、点検・評価を行った。 
② 点検・評価に係る業務の調達においては、「調達管
理基本マニュアル」に基づき実施した。 
③ 設備健全性に係る点検・評価の実施において確認さ
れた不適合事象に対して、「不適合管理及び是正処置・
予防処置基本マニュアル」に基づき管理を実施した。
④ 点検・評価結果の記録等の管理については、「文書
及び記録管理基本マニュアル」に基づき行っている。
⑤ 地震応答解析の実施においては、「許認可解析の検
証マニュアル」に基づき実施した。 
（「5. 品質保証」参照） 
 

I.2.(2)  

（前略）当委員会としては、柏崎刈羽原子力発電所は、
新潟県中越沖地震によって同発電所の設計用地震動を
上回る地震動によって影響を受けたものであることを
踏まえ、動的機器や電気・計装機器のうち、特に安全
上重要なものについては、個々の機能確認のほか、系
統を実際に動作させてシステムとしての健全性を確認
することが重要であると考える。 
保安院においては、東京電力株式会社に対し、この

ような観点からの点検を適切に実施させるとともに、
その確認の方法と計画について当委員会に適宜報告す
ることを求める。 

系統を実際に動作させてシステムとしての健全性確認
を行うよう、系統レベルの健全性評価計画を策定した。
また、同計画に基づき、系統レベルの点検評価を実施
した（「4.2 系統レベルの点検・評価」参照）。 

I.2.(3) 

保安院は、設備の健全性評価に当たっては、地震時の
設備の状況を適切に踏まえた点検、解析が必要である
とし、長期間のプラントの運転によって存在している
応力腐食割れ（SCC）や配管減肉については、維持基
準に従って事業者において技術基準に適合した状態で
管理されているが、構造強度への影響を考慮し、適切
に解析を実施する必要があるとしている。また、地震
力は繰り返し荷重として作用することから、疲労の進
展について評価することが必要であるとしている。 
当委員会としても、この点については、今後の設備

の健全性評価に反映させていく必要があると考える。

5 号機の原子炉冷却材再循環系配管の 1 継手に粒界型
応力腐食割れが確認されている。本地震による欠陥へ
の影響および評価を実施した結果、変形等の異常は確
認されず、欠陥深さ等に顕著な変化がないことを確認
した。また、本地震後に実施した超音波探傷試験の結
果を用いて、維持規格に基づく健全性評価を実施した
結果、本地震によって当外部に作用したと推定される
曲げ応力が評価基準値を十分に下回っているものと評
価した。さらに配管減肉測定を実施した結果、耐震安
全上重要な配管系においては、顕著な減肉が進行して
いると判断される箇所は確認されなかったことから、
評価への反映は不要と判断した。（「4.1.4.1 経年劣化事
象の考慮」参照）。 

I.2.(4) 

当委員会としては、原子力発電所の施設における被
害経験の蓄積そのものが、耐震設計の最も貴重な参考
資料となると考える。したがって、今回の設備点検等
に際し、東京電力株式会社においては、設備の重要度
に応じて発生要因分析や情報共有を図ることが必要で
ある。さらに、重要度の低い事象（雑水タンク座屈な
ど）についても、他の産業界への有効活用の観点から、
積極的な情報公開を図ることも重要である。 
保安院においては、東京電力株式会社に対し、こう

した取り組みを促していくことを求める。 

耐震重要度の低いろ過水タンクの座屈事象および耐震
重要度の高い設計となっている軽油タンクについてそ
の損傷状況について第 10 回設備健全性評価サブ WG
（平成 20 年 6 月 5 日）にて報告した。 
また技術系雑誌において、当該の損傷状況について紹
介を実施した。今後は損傷原因の分析を進めることや、
設計想定を超える地震を受けたにもかかわらず、機能
を維持したタンクが数多く存在する理由を追及し、他
産業プラント設備にも適用しうる新たな知見を得るよ
うに努めていく所存である。 
また、得られた知見については、原子力施設情報公開
ライブラリー（NUCIA）等を通じて情報公開に引き続
き努める。 
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表-4.4.2 原子力安全・保安院指示に対する対応 

 指示事項 対応内容 

1. 

平成 19 年新潟県中越沖地震における観測地震波と地
震応答解析に用いた地震波を比較すると、短周期の一部
において相違が確認されている。この相違については、
クロスチェック解析により問題ないことが確認されて
いるが、貴社としても、地震により支持構造物に発生し
た応力（以下「発生応力」という。）と評価基準値の差
が小さいと評価されている支持構造物（残留熱除去系、
給水系、原子炉補機冷却水系等の支持構造物）に関し、
短周期部分の相違が発生応力に与える影響について定
量的に評価を行うこと。 

5 号機の設備において、原子炉建屋応答解析と観測記録との相
違の影響について検討した。(添付資料 2-2「5 号機原子炉建屋
床柔性の影響および原子炉建屋応答解析と観測記録との相違
の影響について」参照) 

2. 

先般、当院は、耐震・構造設計小委員会構造ワーキン
ググループにおける審議を踏まえ、新潟県中越沖地震を
踏まえた原子力発電所等の耐震安全性評価に反映すべ
き事項について（平成 20・08・29 原院第 10 号）をもっ
て、念のため床などの柔性を考慮した解析を行うことを
指示したところである。7 号機については、クロスチェ
ック解析により床の柔性の影響は比較的小さいと評価
されているが、貴社としても、床の柔性が発生応力に与
える影響について定量的な評価を行うこと。 

5 号機の設備において、原子炉建屋応答解析と観測記録との相
違の影響について検討した。(添付資料 2-2「5 号機原子炉建屋
床柔性の影響および原子炉建屋応答解析と観測記録との相違
の影響について」参照) 

3. 

残留熱除去系配管支持構造物（メカニカルスナッバの
うち 1 か所）の地震応答解析の結果について、貴社によ
る地震応答解析においては発生応力が評価基準値以下
という結果となっているが、一方で、クロスチェック解
析においては上記 1．及び 2．に記した事項を考慮した
解析を行っているため、発生応力が当該評価基準値以上
という結果となっている。 
このため、貴社においては、設備点検（低速走行試験）

による当該支持構造物の健全性確認を行い、現に異常が
無いことを確認しているが、貴社が行った地震応答解析
についても詳細な分析を行うこと。 

5 号機の設備において、原子炉建屋応答解析と観測記録との相
違の影響について検討した。(添付資料 2-2「5 号機原子炉建屋
床柔性の影響および原子炉建屋応答解析と観測記録との相違
の影響について」参照) 

 

表-4.4.3 原子力安全・保安院指示に対する対応 

 指示事項 対応内容 

1. 

（１）東京電力が作成した床応答スペクトルは、ＲＣＷ
配管の固有周期近傍において観測記録を下回っている
ことが確認されたことから、観測記録との差異を考慮し
たＲＣＷ配管に係る地震応答解析を実施して評価を行
うこと。 

観測記録との差異を考慮した地震応答解析の結果、RCW 配管の
発生応力は常温での評価基準値を上回ったことから、設備健全
性の評価を実施した。(添付資料 3-2-1 参照) 。 
また、上記検討結果を踏まえ、原子炉冷却材再循環系配管及び
支持構造物における地震応答解析結果ついて、既報告値からの
見直しを行った。(添付資料 3-2-2 参照) 

2. 

（２）ＪＮＥＳのクロスチェック解析の結果、ＲＣＷ配
管については、ミルシート値を満足するものの、評価基
準値（ⅢＡＳ）を超える結果となったことから、追加点
検を実施し、健全性を確認すること。 

クロスチェック解析の結果、評価基準値（ⅢＡＳ）を超えると評
価された部位に対し、追加点検として詳細目視点検、浸透探傷
試験、硬さ測定を実施した結果、異常のないことを確認した (添
付資料 3-2-1 参照) 。 

3. 

（３）また、ＲＣＷ配管の支持構造物についても許容値
を超えていることから、配管と同様の健全性確認を行う
こと。 

観測記録との差異を考慮した地震応答解析の結果、RCW 配管支
持構造物は常温での評価基準値を満足した。 
地震応答解析の結果、余裕度が小さいと評価された部位が、耐
震強化工事に伴い撤去、新設されていたため、余裕度が小さい
と評価された支持構造物全体に対し、詳細目視点検を実施した。
また、比較的地震の影響を受けやすいと考えられる部位に対し、
浸透探傷試験を実施した。 
その結果、異常のないことを確認した (添付資料 3-2-1 参照) 。
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4.1.4.4  5 号機以外で確認された不適合事象に関する点検の状況 

5 号機以外で確認された主な不適合事象のうち、「点検・評価計画書」対

象設備に関するもので 5号機へ水平展開を図るべき事象は、1件であった。

水平展開の実施状況は、以下のとおりである。 

 

(1)  3 号機所内変圧器の火災 

地震発生直後、3 号機所内変圧器(B)で火災が発生した。原因は、所内変

圧器の基礎と電源母線ダクトの基礎間で発生した不等沈下に伴い、落下した

ダクトと接続端子が接触したことによる変圧器からの漏油に、短絡・地絡電

流による火花が引火したことによるものと考えられる。 

基礎間の不等沈下対策については、5 号機の電源母線ダクト基礎を杭基礎

にするとともに、変圧器基礎との一体化を実施した。また、漏油防止対策と

して、所内変圧器と電源母線との取合部の変位吸収量増加を実施した。さら

に、短絡・地絡防止対策として、電源母線ダクト内面の絶縁強化を実施した。 

 

(2)  6 号機原子炉建屋クレーンユニバーサルジョイントクロスピン破損 

6 号機原子炉建屋クレーンの目視点検を行ったところ、走行伝動用継手

（ユニバーサルジョイント）に破損を確認した。地震発生時、6 号機原子炉

建屋クレーンは停止している状態であり、走行車輪は電動機側に設置されて

いるブレーキが掛かっている状態であったが、地震動により強制的にクレー

ンの走行方向（東西方向）の力が発生し、走行車輪に回転しようとする力が

作用したため、ブレーキによる電動機側の回転を阻止する力の相反する作用

により、走行車輪と電動機の間に位置する走行伝動用継手（ユニバーサルジ

ョイント）に過大なトルクが発生し、走行伝動用継手（ユニバーサルジョイ

ント）のクロスピンが破損したものと推定した。 
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5 号機原子炉建屋クレーンは、駆動伝達部の構造が 6 号機とは異なりユニ

バーサルジョイントを使用していない。また、5 号機は 1 軸 1 車輪構造であ

るため、6 号機の 1 軸 2 車輪構造と比較して駆動軸が車輪から受けるトルク

は半分程度となるため、同じ地震力を受けたとしても、駆動伝達部の損傷が

発生する可能性は低いと判断した。 
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4.2  系統レベルの点検・評価 

4.2.1  系統機能試験 

4.2.1.1  対象系統 

対象系統は、電気事業法に基づく事業用電気工作物の工事計画書に記載

のあるすべての系統とした（表-4.2.1.1 参照）。 

4.2.1.2  試験方法 

(1)  試験方法 

系統機能試験は、検出器等の模擬作動信号あるいは手動によって系統を作

動（模擬作動を含む）させ、 

① 論理回路の作動状況（警報表示、遮断器の作動等） 

② 機器の実作動状況（中操ランプ表示、現場開度計、ポンプ作動時間、

弁作動時間） 

③ 系統流量 

④ 漏えい率 

などのパラメータにより、系統の状態を確認するものである。ここで対象

の系統の機能は、「発電用原子力設備に関する技術基準を定める省令」にて

要求され、これまで実施している定期事業者検査の項目にて確認されるもの

である。従って、定期事業者検査の項目のうち、系統の機能を確認する検査

項目を抽出し、それに従った手順、判定基準により試験を計画した（表

-4.2.1.1 参照）。 
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表-4.2.1.1 系統機能試験一覧 

対象系統 系統機能試験 

(1) 原子炉本体 ・ 原子炉停止余裕試験 

(2) 原子炉冷却系統設備 

・ 主蒸気隔離弁機能試験 
・ 非常用ディーゼル発電機、高圧炉心スプレイ系

ディーゼル発電機、高圧炉心スプレイ系、低圧
炉心スプレイ系、低圧注水系、原子炉補機冷却
系機能試験 

・ 自動減圧系機能試験 
・ タービンバイパス弁機能試験 
・ 給水ポンプ機能試験 

(3) 計測制御系統設備 

・ 制御棒駆動系機能試験 
・ ほう酸水注入系機能試験 
・ 原子炉保護系インターロック機能試験 
・ 計装用圧縮空気系機能試験 
・ 制御棒駆動機構機能試験 
・ 選択制御棒挿入機能試験 

(4) 燃料設備 ・ 原子炉建屋天井クレーン機能試験 

(5) 放射線管理設備 ・ 非常用ガス処理系機能試験 
・ 中央制御室非常用循環系機能試験 

(6) 廃棄設備 

・ 液体廃棄物処理系機能試験 
・ 液体廃棄物貯蔵設備・処理設備のインターロッ

ク機能試験（その 1） 
・ 液体廃棄物貯蔵設備・処理設備のインターロッ

ク機能試験（その 2） 
・ 固体廃棄物処理系焼却炉機能試験 

(7) 原子炉格納施設 

・ 原子炉格納容器漏えい率試験 
・ 原子炉格納容器隔離弁機能試験 
・ 可燃性ガス濃度制御系機能試験 
・ 原子炉格納容器スプレイ系機能試験 
・ 原子炉建屋気密性能試験 
・ 主蒸気隔離弁機能試験※1 

(8) 非常用予備発電装置 

・ 非常用ディーゼル発電機、高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機、高圧炉心スプレイ系、低圧
炉心スプレイ系、低圧注水系、原子炉補機冷却
系機能試験※1 

・ 非常用ディーゼル発電機定格容量確認試験 
・ 直流電源系機能試験 

(9) 電気設備 対象なし※2 

(10) 蒸気タービン ・ 蒸気タービン性能試験（その 2）※3 

(11) 補助ボイラー ・ 補助ボイラー試運転試験（その 1） 
・ 補助ボイラー試運転試験（その 2） 

※1 原子炉冷却系統設備の検査と重複する試験項目 
※2 蒸気発生以降に実施する設備点検、系統機能試験等により系統機能を確認する 
※3 原子炉の蒸気発生以降に実施する試験を除く 
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(2)  地震影響を特に注意する観点から実施する項目 

試験方法の策定にあたっては、地震による系統機能への影響を確認する観

点から、以下の項目について重点的に確認するよう計画した。 

a.  試験実施前の前提条件の確認 

系統機能試験実施前の前提条件の確認として、試験に係わる設備の健全性

が、機器レベルの点検・評価によって確認されていることおよび系統機能試

験に関連する定期事業者検査が完了していることを確認する。また、系統機

能試験時に実作動の状態を確認しない論理回路確認等については、定期事業

者検査の記録を個別に確認する。 

b.  インターロックから実作動までの一連の作動状態の確認 

インターロックから実作動までの一連の作動試験となる試験については、

以下の実作動の状態を確認する。 

① 弁の開度・作動状態 

② ポンプ・ファンの作動状態 

③ その他の作動機器の状態 

なお、試験項目に応じて、現場での確認を実施し、確認が困難なものにあ

っては、測定値等により確認した。また、これらの確認においては振動診断

等も活用し実施する。 

c.  設備点検で異常が確認された設備に対する作動状態等の確認 

設備点検で異常が確認された設備は、系統機能試験前に健全であることを

確認するが、系統機能試験時に当該設備が作動する場合は、異常の内容を考

慮した確認項目を設定し、補修等の復旧状態を確認する。 

d.  地震前の試験結果との比較 

今回の試験結果については、判定基準を満たしていることに加え、地震前

の試験結果（前回データ等）との比較を行い、評価する。 
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4.2.1.3  系統機能試験結果 

系統機能試験については、全 29 項目の試験を実施し、すべての試験につ

いて判定基準を満足しており、異常のないことを確認した（添付資料-5-1

参照）。また、地震影響に特に注意する観点から実施する項目および系統機

能試験時に確認された不適合事象について以下に示す。 

 

(1)  地震影響に特に注意する観点から実施する項目についての結果 

地震影響に特に注意する観点から、重点的に確認した項目については、以

下に概略を示す（添付資料-5-2 参照）。 

a.  試験実施前の前提条件の確認 

系統機能試験に関連する機器レベルの点検・評価による総合評価および定

期事業者検査が完了していることを確認後、試験を実施した。また、系統機

能試験時に実作動の状態を確認しない論理回路確認等については、定期事業

者検査の記録を個別に確認後、試験を実施した。 

b.  インターロックから実作動までの一連の作動状態の確認 

地震影響を考慮し、起動信号等の発信から各設備の作動までの、一連の作

動状態を現場にて確認した。この結果、各機器とも円滑に作動しており、作

動に支障をきたす異音、動作不良等の異常は確認されなかった。なお、現場

での作動状態が直接確認できない機器が含まれる試験（制御棒駆動系機能試

験、制御棒駆動機構機能試験、選択制御棒挿入機能試験、原子炉保護系イン

ターロック機能試験、原子炉格納容器隔離弁機能試験）については、開閉や

動作位置を示す表示灯、動作時間を確認することによって動作状態が良好で

あることを確認した。 

また、系統機能試験時に作動する機器のうち、回転機器が含まれる 8 試験

において、振動診断を実施したが、地震影響と見られる異常は確認されなか

った。 
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c.  設備点検において異常が確認された設備に対する確認 

設備点検において異常が確認された設備のうち、系統機能試験時に作動す

るものについては、機器の最終状態の確認の観点から、確認を行った。当該

の対象となる機器は、原子炉建屋付属棟高電導度廃液サンプポンプ、中央制

御室送風機、原子炉冷却材浄化系主要弁等であり、ほとんどが部品の取替、

補修等により復旧した機器であったが、系統運転時における状態確認を行い、

復旧状態に異常のないことを確認した。 

d.  地震前の試験結果との比較 

流量、温度、動作時間など系統に要求される個々のパラメータについて、

地震前に実施した試験データとの比較を実施した結果、顕著な差異が生じた

パラメータは確認されなかった。 

 

(2)  試験において確認された異常（不適合）事象 

系統機能試験にて確認された異常（不適合）事象は、 

① 原子炉保護系インターロック機能試験 

② 非常用ディーゼル発電機定格容量確認試験 

の 2 試験で確認されたが、いずれも地震の影響によるものではないことを

確認した。このうち、設備の異常（不適合事象）は、原子炉保護系インター

ロック機能試験で確認された 1 事象であり、異常が確認された部品の取替を

行った後、再度試験を実施し、問題のないことを確認した（事象、原因につ

いて a.に示す）。また、非常用ディーゼル発電機定格容量確認試験で確認さ

れた 1 事象は、品質保証に関する不適合事象（書類の記載不足）であり、試

験の成立性に影響を及ぼさないものであった。（添付資料-5-3-1 参照）。 
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a.  原子炉保護系インターロック機能試験（添付資料-5-3-2 参照） 

(a)  事象 

原子炉保護系インターロック機能試験の論理回路試験において、原子炉

モードイッチ「停止」位置におけるスクラム信号発生状態を確認する際、

本来 A 系とＢ系の警報が同時に発生すべきところ、A 系の警報発生後、

約 5 秒遅れて B 系の警報が発生する事象が確認された。 

(b)  原因 

原子炉モードスイッチ内部機構部品であるブラケットの摩擦力の増加

によりブラケットの動作遅れが生じ、Ｂ系スクラム信号の発生の遅れに至

ったものであり、地震の影響によるものではないと判断した。 
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4.2.2  系統健全性の評価 

4.2.2.1  系統健全性の評価の方法 

系統機能試験は、判定基準を満足するか否かを評価することを基本とし

た。また、地震影響を特に注意する観点から実施する項目の結果について、

あわせて評価するよう計画した。 

 

4.2.2.2  系統健全性の評価結果 

系統機能試験の結果、全ての試験において判定基準を満足しており、重

点的に確認する項目についても異常は確認されなかった。また、試験中に

確認された異常（不適合）事象については、地震の影響によるものではな

いと評価した。従って、地震による系統機能への影響はなく、系統機能は

正常に発揮され技術基準に適合しているものと評価した（添付資料-5-4 参

照）。 
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5.  品質保証 

5.1  品質保証活動 

設備健全性に係る点検・評価の計画および実施にあたっては、保安規定にお

いて適用している「原子力発電所における安全のための品質保証規程」

（JEAC4111）に基づき品質保証活動を行った。 

具体的な活動は以下のとおりである。 

① 設備健全性に係る点検・評価の実施に際し、当社の品質マネジメン

トシステム文書である「保守管理基本マニュアル」および「設計管

理基本マニュアル」等に基づき技術検討書「新潟県中越沖地震後の

詳細点検の実施方針について」ならびに点検・評価計画書等を作成

し、点検・評価を行った。 

② 点検・評価に係る業務の調達においては、「調達管理基本マニュア

ル」に基づき実施した。 

③ 設備健全性に係る点検・評価の実施において確認された不適合事象

に対して、「不適合管理及び是正処置・予防処置基本マニュアル」

に基づき管理を実施した。 

④ 点検・評価結果の記録等の管理については、「文書及び記録管理基

本マニュアル」に基づき行っている。 

⑤ 地震応答解析の実施においては、「許認可解析の検証マニュアル」

に基づき実施した。 

 

また、建設および設備改造等の実施にあたっては、設計の検討や妥当性の検

証などの設計管理や施工管理等を実施している。なお、今回実施した耐震強化

工事においても、「設計管理基本マニュアル」に基づく設計管理等の品質保証活

動を実施しており、図面と現場の確認により計画通りに工事がなされているこ

とを確認している。 
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5.2  力量管理 

5.2.1  点検者の力量管理 

点検実施者の力量管理については、下記の方法により目視点検要員延べ

2,064 人、非破壊試験（目視点検を除く）要員延べ 480 人について、力量が要

件を満たしていることを確認した。 

 

(1)  目視点検要員の力量確認 

目視点検に従事する者については、以下の項目を確認した。 

① 日本非破壊検査協会規格NDIS 3413「非破壊試験技術者の視力及び

色覚の試験方法」にて準用される日本工業規格JIS Z2305「非破壊

試験－技術者の資格及び認証」にて非破壊試験員に要求される近方

視力の確認が行われていること。 

② 類似する設備または機器点検の経験年数が 3 年以上であること。経

験年数が 3 年未満の場合は、目視点検に関する教育を行い、結果を

報告されていること。 

③ 「各機器について想定される損傷および損傷に対する点検方法」を

確認した者が従事していること。 

上記に加えて、地震によって影響を受け破損しやすい箇所等については、

必要に応じ設計者に意見を求めることが可能な体制を整えていることを確

認した。 

 

(2)  非破壊試験（目視点検を除く）要員の力量確認 

放射線透過試験、超音波探傷試験、磁粉探傷試験、浸透探傷試験、渦流探

傷試験など資格を必要とする非破壊試験を実施する場合には、原則として日

本工業規格 JIS Z2305 に定める NDT レベル 2 以上もしくは（社）日本非破

壊検査協会認定資格 NDI 2 種以上の資格を有する者またはその者が所属す
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る社内認定制度の NDT レベル 2 以上もしくは NDI 2 種相当以上の資格を有

する者がこれにあたっていることを確認した。 

 

(3)  系統機能試験実施者の力量管理 

試験に関する教育を受けたもの等、力量要件を満たした人員を定期事業者

検査と同様に配置していることを確認した。また、振動診断についても、振

動診断に関する教育を受けたもの等、力量要件を満たした作業員が実施して

いることを確認した。 

 

5.3  社内品質安全部門および社外機関による確認 

設備所管グループおよび試験実施グループによる、点検・評価の実施に係

る活動が適切に行われていることを、社内品質安全部門および社外機関が以

下のとおり確認した。 

 

5.3.1  点検者の力量確認 

(1)  目視点検要員 

地震の影響の有無判断を実施する目視点検員の力量について、設備所管グ

ループが上記（5.2.1(1)目視点検要員の力量確認）により適切な力量管理を

行っていることを品質安全部門および社外機関が抜き取りにより確認した。 

(2)  非破壊試験（目視点検を除く）要員 

地震の影響の有無判断を実施する非破壊試験員の力量について、設備所管

グループが上記（5.2.1(2)非破壊試験（目視点検を除く）要員の力量確認）

により適切な力量管理を行っていることを品質安全部門および社外機関が

抜き取りにより確認した。 

(3)  試験実施要員 

系統機能試験を実施する試験実施要員の力量について、試験に関する教育
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を受けたもの等、力量要件を満たした人員を定期事業者検査と同様に配置し

ていることを、品質安全部門および社外機関が抜き取りにより、確認した。 

 

5.3.2  点検実施状況の確認 

現場確認または記録確認を品質安全部門および社外機関が抜き取りにより

以下のとおり実施し、点検実施状況の確認を行った。 

 

(1)  要領書確認 

① 施工要領書がメーカ設計者によるレビューを受け、設備所管グルー

プにより審査・承認されていることを確認した。 

② 試験要領書が、試験実施グループにより審査・承認されているこ 

とを確認した。 

③ 施工要領書および試験要領書に必要な事項が定められていること

を確認した。 

 

(2)  現場確認 

① 力量を有する点検者が、要領書に基づき点検・評価していること 

を、設備所管グループおよび試験実施グループと異なる独立した 

立場で現場確認を行った。 

   

(3)  点検記録確認 

① 点検記録が要領書および現場の点検・評価に基づいて作成されてい 

ることを確認した。 

② 点検記録の保管については、「文書及び記録管理基本マニュアル」 

に従っていることを確認した。 
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6.  点検評価の実施体制 

点検・評価の主要な体制を図-6.1 に、第三者による点検・評価の確認体制を図-6.2

に示す。また、機器レベル、系統レベルの点検・評価については実施者の力量確認

および各機種の設備点検結果、試験要領、試験結果等について、発電所品質安全部

門並びに社外機関が抜き取り確認を実施した。 

柏崎刈羽原子力発電所  
本店 原子力設備管理部 

新潟県中越沖地震対策センター

日立 GE 
ﾆｭｰｸﾘｱ･ 
ｴﾅｼﾞｰ 
株式 
会社 

株式 
会社 
東芝 

株式会社
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･
ﾆｭｰｸﾘｱ･
ﾌｭｴﾙ・ 
ｼﾞｬﾊﾟﾝ 

原子燃料 
工業 
株式 
会社 

東電 
工業 
株式 
会社 

株式会社
東京エネ
シス 

株式会社
関電工

東電 
設計 
株式 
会社 

東電環境
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝ
ｸﾞ株式
会社 

図-6.1 点検・評価体制 

設備所管グループによる 
設備の点検・評価 

試験実施グループによる 
系統レベルの点検・評価 

柏崎刈羽原子力発電所 

（定期検査、立入検査、保安検査） （定期検査、立入検査等） 

（委員会による審議） （立入調査等） 

（抜取確認） 

図-6.2 第三者による点検・評価の確認体制 

原子力安全・保安院 原子力安全基盤機構 

原子力安全委員会 地元自治体 

発電所品質安全部門による確認 
社外機関による確認 
（点検実施状況等） 
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7.  評価のまとめ 

柏崎刈羽原子力発電所 5 号機は、本地震後の設備健全性評価を行うにあたり、

原子炉施設保安規定に基づき定めた特別な保全計画に従い、機器レベルおよび

系統レベルにおける点検・評価を実施してきた。 

機器レベルの点検・評価のうち、設備点検では、点検対象である 1,963 機器

に点検を実施した結果、地震の影響による異常※1 を 33 機器に確認した。また、

77 機器に通常の点検時にみられる経年的な劣化事象等を確認したが、地震の影

響によるものでないと判断した。 

 

※1 本報告書では設備点検により確認した損傷、不具合等を「異常」と定義しており、こ

こでは評価の結果、構造強度、機能に影響のなかったものも含めて「異常」と称した。 

 

地震の影響による異常を確認した 33 機器のうち、11 機器に構造強度や機能

維持に影響を与えると考えられる異常を確認した。これらは機器に重大な損傷

をもたらしたものでなく、かつ原子炉安全を阻害する可能性のない軽微な事象

であった。これら損傷について具体的な機器および事象は以下のとおりである。 

 

(1)  部品等のずれ、こすれ、損傷等の事象（9 機器） 

① 主タービン（高圧、低圧(A)(B)(C)）の内部構造物の接触・損傷 

② 変圧器（主変圧器、所内変圧器(A)(B)）の内部構造物等のずれ等 

③ 焼却装置の耐火レンガの転倒および、耐火ボードの損傷 

④ 補助ボイラ(A)の給電部と電極部をつなぐボルトの折損 

 

(2)  地盤沈下による変形、損傷事象（2 機器） 

① 配管および支持構造物（不活性ガス系 主配管 2･3）の変形 

これらの損傷については、部品の取替、補修、手入れ等により原形復旧を

完了している。 
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なお、上記以外の 77 機器に確認された経年的な劣化事象についても、通常の

保全作業で実施しているような部品の取替、補修、手入れにより復旧を完了し

ている。 

5 号機は、地震発生時において定期検査末期であり、ほとんどの設備が定期

検査に伴う点検を完了し、通常運転時と同様に機器が組み込まれている状態で

あった。地震により確認された損傷形態も 6、7 号機と同じような傾向であった。 

一方、5 号機の特徴的な事象としては、共用設備における損傷が確認されて

いることである。5 号機は柏崎刈羽原子力発電所では先行して建設されたプラ

ントで、1 号機と同様に共用設備を有しており、多くは屋外に設置されている

ことから、それら設備の不等沈下による地盤の変位等に伴う損傷が確認された。 

機器レベルの点検・評価のうち、地震応答解析では、原子炉冷却材再循環系

配管及び支持構造物を除き、評価基準値を満足することを確認した。 

なお、原子力安全・保安院の指示に従い、原子炉補機冷却水系配管に対し、

観測記録との差異を考慮した地震応答解析を実施した結果、算出値が評価基準

値を上回ることを確認した。当該配管の追加点検の結果、異常は確認されなか

ったことから、解析の結果は裕度を有していたものと考えられる。以上を総合

的に評価し、当該配管は、設備健全性を満足するものと評価した。 

原子炉冷却材再循環系配管及び支持構造物については、上記の原子炉補機冷

却水系配管における検討結果を踏まえ、再解析を実施した結果、算出値が評価

基準値を上回ることを確認したことから、追加点検を実施し、総合評価を実施

した。追加点検の結果、異常は確認されなかったことから、解析の結果は裕度

を有していたものと考えられる。以上を総合的に評価し、当該配管及び支持構

造物は、設備健全性を満足するものと評価した。 

系統レベルの点検・評価については、実施した全 29 試験において判定基準を

満足するとともに、地震による影響を確認するために実施した重点的に確認す

る項目においても異常は確認されなかった。 
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系統レベルの点検・評価については、実施した全 29 試験において判定基準を

満足すると共に、地震による影響を確認するために実施した重点的に確認する

項目においても異常は確認されなかった。このため、系統機能が正常に発揮さ

れることを確認した。なお、系統レベルの点検・評価においては、試験中に 2

事象の不適合が確認された。このうち、1 事象は原子炉保護系インターロック

機能試験で確認された設備に関する不適合であり、地震の影響によるものでは

なく、異常が確認された部品の取替を行った上で再試験を実施し、異常のない

ことを確認した。また、設備に関連しない不適合事象は、非常用ディーゼル発

電機定格容量確認試験で確認された品質保証に関する不適合事象（書類の記載

不足）であり、試験の成立性に影響を及ぼさないものであった。以上の結果か

ら、地震による系統機能への影響はなく、系統機能は正常に発揮され技術基準

に適合しているものと評価した。 

今回実施した 5 号機の設備健全性に係る点検の結果、地震の影響ではない経

年劣化等（「原子炉モードスイッチ内部機構部品であるブラケットの劣化事象」

等）の知見については、保全プログラムへの反映等を実施していく。 
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8.  添付資料 

添付資料-1-1 各機種の点検方法 

添付資料-1-2 各機種の点検結果 

添付資料-1-3 設備点検により異常が確認された設備一覧表 

添付資料-1-4 目視点検が困難な箇所に対する点検結果 

添付資料-1-5 追加点検結果一覧表 

添付資料-2-1 配管支持装置（スナッバ）の評価基準値 

添付資料-2-2   5 号機原子炉建屋床柔性の影響および原子炉建屋応答解析

と観測記録との相違の影響について 

添付資料-2-3 余震による疲労への影響 

添付資料-2-4 地震入力の 3 方向成分を考慮した解析 

添付資料-3-1 5 号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価 

添付資料-3-2-1 原子炉補機冷却水系配管における原子力安全・保安院指示

事項に対する対応及び総合評価について 

添付資料-3-2-2 原子炉冷却材再循環系配管及び支持構造物の総合評価につ

いて 

 

添付資料-3-3-1 ジェットポンプウエッジのずれ事象について 
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